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セ
ガ
社
、
株
式
上
場
を
め
ざ
し
体
質
強
化
め
ざ
す

側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(
本

社
東
京
、
中
山
第
雄
社
長
)
で
は
こ
の
ほ

ど
、
子
会
社
の
側
エ
ス
コ
貿
易
(
本
社
東

京
、
点
林
健
次
郎
社
長
)
を
五
月

一
H
付
で

吸
収
A
H
併
す
る
こ
と
、
ま
た
米
凶
チ
会
社

と
し
て
こ
の
ほ
ど
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
ブ
ラ

イ
ゼ
ス

U
S
A
社
を
設
hi
し
た
こ
と
、
そ

し
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
l
事
業
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エ
ス
コ
貿
易
に
つ

い
て
は

三
月
二
十
九
日
の
セ
ガ
社
株

赤木真澄
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中山錦絵氏

.J臨・発行人アミューズメント通信社

氏ゼ
@
唱

ピデ

新
風
営
法
(
風
俗
常
業
等

i

の
規
制
及
び
業
務
め
迎
正
化

知
一等
に
関
す
る
法
律
)
の
付
則

一-一
第
二
条
の
規
定
(
経
過
情
誼
)

直
一
に
よ
り
、
同
法
施
行
日
(
一
一

世

月
ト
三
日
)
現
伝
「
八
号
営

川
一業
」
に
該
当
す
る
営
業
を
し

都
一
て
い
る
者
は

i
川
ト
ニ
H
ま

げ
一
で

H

冷
川
可
な
く
営
業
で
き
る
H

則
一
が
、
こ
の
日
ま
で
に
風
俗
営

僻
サ

由
日
一業
の
時
計
可
申
請
を
し
な
く
て

削
・
は
既
存
病
も
営
業
を
継
続
で

き
な
い

こ
と
に
な
る

(
許
可

申
請
を
五
月
十
二
日
ま
で
に

し
た
場
合
、
そ
の
許
可
が
出

る
日
ま
で
か
そ
の
不
許
可
の

通
知
が
あ
る
日
ま
で
は
介
可

既
存
后
も
風
営

部
を
五
月

一
日
付
で
「
H
E
事
業
部
」
に

改
祢
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
正
式
に
発
表

し
た
。
同
社
で
は

一
、
二
年
後
を
目
棋
に

隊
式
を
上
場
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
上
場
に
向
け
て

の
小
仙
作
業
の

一
環
と
さ
れ
、
今
後
も
椛

併
体
質
の
強
化
、
拡
充
を
閑
っ
て
い
く
も

の
と
けん
ら
れ
る
。

主
総
会
で
決
定
し
た
も
の
で
、
収
合
併
し
て
そ
の
依
権
的
務

セ
ガ
社
は
エ
ス
コ
貿
易
を
吸

を
引
徽
ぎ
、
エ
ス
コ
貿
易
は

五
月
一
日
付
で
解
散
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

エ
ス
コ
貿
易
は
昭
和
川
卜

六
年
、

u
k中
で
初
め
て
の
卯

業
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ

l

• 
と
し
て
中
山
隼
雄
氏
が
設
立
、

山
例
外
か
ら
ス
ロ

ッ
ト
マ
シ
ン

や
ペ
ニ
i
フ
ォ
ー
ル
な
ど
を

メ
ダ
ル
ゲ
i
ム
機
と
し
て
愉

人
し
て
業
谷
を
鉱
大
、
ま
た

海
外
の

T
V
ゲ
l
ム
機
や
I

C
フ
リ
ッ
パ
l
L
率
先
し
て

導
入
、

同
社
の
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
l
タ
!
と
し
て
の
地
位

を
不
動
の
も
の
と
し
た
。
五

卜
四
年
初
め
に
・
中
山
氏
が
同

社
を
セ
ガ
社
に
売
却
、
同
社

は
セ
ガ
社
の
チ
会
社
と
な
り
、

中
山
氏
は
セ
ガ
社
の
刷
社
民

(・ι卜
八
年
に
は
社
長
に
u汁

絡
)
に
、
出
棉
健
次
郎
氏
が
エ

ス
コ
貿
易
の
業
務
部
長
か
ら

社
長
に
昇
格
し
た
。
同
社
は

そ
の
後
も
発
展
を
続
け
、
今

日
ま
で
H
本
の
~
ア
イ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
タ
|
シ

ッ
プ
の
舵
立

の
た
め
に
来
た
し
た
功
制
は

大
き
い
。

北
米
市
場
へ
の
進
出
目
的
に

問
、
ぞ
ガ
社

西
海
岸
、
サ
ニ

i
ベ
イ
ル
に
拠
点

セ
ガ
社
の
米
国
現
地
法
人

は
同
社
が
全
額
出
資
し
た
子

会
社
で
、
正
式
名
は
「
セ
ガ
・

エ
ン
タ
ー
フ
ラ
イ
ゼ
ス

・
イ

な
く
営
業
で
き
る
)。

二
月
十
三
日
以
降、

「八

号
営
業
」
に
該
当
す
る
営
業

所
を
新
規
で
オ
ー
プ

ン
し
て

い
る
場
合
は
、
オ
ー
プ
ン
前

新
規
風
営
「
八
号
」
の
経
過
措
置
切
れ

日
日
以
降
新
段
階
に

か
な
け
れ
ば
丘
月
十
三
日
以

降
は
「
無
許
可
営
業
」
と
し

て
罰
則
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。

従
っ
て
、

五
月
十
三
日
以

「
ゲ
ー

ム

セ

ン

タ
ー

等
」

は
口
日
ま
で
に
申
請

に
許
可
を
得
て
い

る
は
ず
の
降
、

「
八
号
営
業
」
に
該
当

も
の
で
あ
る
が
、
現
伝
営
業
す
る
営
業
を
行
な
う
者
は
、

中
の
も
の
は
ほ
ど
ん
ど
全
部
①
す
で
に
許
可
を
得
て
「
八

が
い
わ
ゆ
る
既
存
胞
で
あ
り
、
号
営
業
」
の
「
風
俗
営
業
者
」

こ
れ
ら
は
す
べ
て
五
月
十
二
に
な
っ
て
い
る
者
か
、
②
五

日
ま
で
に
許
可
巾
請
し
て
お
月
十
二
日
ま
で
に
品
川
可
申
鴨川

を
行
な
っ
て
い
る
者
で
ま
だ

内
可
証

(ま
た
は
不
沖
可
の

寸
八
口
吉
L

ヘ
切
替
え

ン
ク

(
U
S
A
)
」
。
セ
が

社
の
国
際
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
活
動
の
一
拠
点
と
し
て
、

主
に
北
米
市
場
に
セ
ガ
社
製

凪
知
)
を
受
け
と
っ
て
い
な

い
者
か
、

の
い
ず
れ
か
と
な

る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
許

可
申
請
の
受
理
(
警
察
署
)

か
ら
都
道
府
県
公
安
委
員
会

に
よ
る
許
可
(
不
許
可
)
の

決
定
、
そ
し
て
許
可
証
の
交

付
(ま
た
は
不
汗
可
の
通
知
)

ま
で
の
期
間
が
問
題
と
な
り
、

そ
の
則
聞
は
明
示
さ
れ
な

い

が
、
経
過
措
絞
め
趣
旨
か
ら

か
な
り
早
く
行
な
わ
れ
る
も

よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
五
月
十
三
日

か
ら
は
、

「
八
号
営
業
」
の

「風
俗
営
業
お
」

へ
の
切峠甘

え
が
行
な
わ
れ
、

A
M
業
界

は
厳
し
い
汗
可
制
を
実
際
に

続
験
す
る
こ
と
に
な
る
。

向山
な
ど
を
供
給
す
る
が
、
日

米
因
子
会
社
の
所
花
池
は

本
の
他
社
制
点
目
附
も
抜
う
ほ
か
、
次
の
と
お
り
で
、
こ
れ
ま
で

将
米
は
現
地
生
産
も
行
な
う
エ
キ
シ
デ
ィ
社
が
使
っ
て
い

予
定
と
し
て
い
る
。
岡
下
会
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

∞由加
齢

社
の
役

μ
は
、
会
長
に
デ
ピ

開
2
5『
℃

『

a
a
-
-2
p(C-ω'〉
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)

ッ
ト

・
ロ
|
ゼ
ン
氏
、
社
長
沼
。
云

S
O「・ω
c
コ
ミ
〈
信
一
タ
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ユ
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ジ
ン

(
ジ
l
ン
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・

内

m
w
Z
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O
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玄
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リ
プ
キ
ン
氏
、
副
社
長
に
安

芸
0
2
又
怠
∞
)
吋
冨
・
ま
一
。

田
繁
氏
、
そ
し
て
取
締
役
に

〈

ノ

コ

ン

事

業

部

の

内

容

拡

充

め

ざ

し

は
大
川
功
氏
と
中
山
隼
雄
氏

J

・

白

}

b

'

l

'

・
h

，

がお
い
持
円
。H
E
事
業
部
に
改
称

氏
は
セ
ガ
社
の
創
設
苫
の
ひ
パ
ソ
コ
ン
下
業
部

(湯
川
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
コ
ン
シ

と
り
で、

μ
ト
八
年
じ
け
に
民

a

常
務
が
部
民
総
任
)
を

ュ

!

?

l
分
肝
全
般
に
わ
た

社
民
か
ら
会
長
と
な
り
、
さ

「
H
E
引
業
部
」
に
改
称
し
り
幅
広
い
・
附
品
山
発
を
行
な

ら
に
昨
年

一
円
以
降
は
非
常
た
の
は
、
同
社
に
よ
る
と
れ

っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
た

勤
取
締
役
と
し
て
実
質
上
セ

I
l
l
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1
1
1
1
1
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1
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ガ
社
を
去
っ
た
形
に
な
っ
て

「
ダ
ブ
ル
・
ジ
ャ
ン
ボ
・
バ
イ
キ
ン
グ
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い
た
が
、
今
回
の
会
長
就
任
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復
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な
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沼
市
晴
両
冨
・

3
-U
F
L

、、F
h

f
互
い
H
F
E
E

tと
な
っ
た
ジ
i
ン

・

』

U
E
E
タ
E
，
司
」
ノ
ザ
(
4
2
4
H
H
H
疋

リ
プ
キ
ン
氏
は

一
九
七
阿
年

米
悶
ア
ラ
イ
ド

・
レ
ジ
ャ
ー

ナ

ガ

シ
マ
ス
パ

i
ラ

ン

ド

で

営

業

開

始

社
か
ら
米
凶
ア
タ
リ
社
に
移
ぷ
欲
的
に
治
州
地
設
の
鉱

り
、
明
年
二
月
に
同
社
の
マ
光
を
進
め
て
き
て
い
る

「
ナ

|
ケ
テ
ィ
ン
グ
州
当
副
社
長
ガ
シ
マ
ス
パ
|
ラ
ン
ド
」(三

に
、
ま
た
八

O
年
夏
に
は
問
活
一
県
桑
名
部
長
島
町
、
長
島

社
業
務
用
部
門
の
社
長
に
昇
観
光
開
発
側
経
営
)
で
は
、

絡
し
た
が
、
同
十
二
月
退
任
パ
イ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
遊
間

し
た
。
そ
の
後
ア
タ
リ
社
の
施
設
と
し
て
は
世
界
松
大
の

近
所
に
パ
イ

・
ビ
デ
オ
社
を
「
W
ジ
ャ
ン

ボ
バ

イ
キ
ン
グ
」

設
伝
し
白
ら
社
長
と
な
っ
て

を

投

出、

三
月
三
十
日
常
業

い
た
が
、

今
年
に
入

っ
て

一

逆
転
を
附
始
し
た
。

時
的
に
米
凶
エ

キ

シ

デ

ィ

社

川

機
は
ス
イ
ス
の
イ
ン
タ

め
社
長
に
な
っ
て
い
た
。
米
ミ
ン
社
製
「
ツ
イ
ン

・
フ
ラ

国
A
M
業
界
で
は
新
鋭
の
ベ

イ
ン
グ

・
パ
ウ
ン
テ
ィ
」

一

テ
ラ
ン
と
さ
れ
て
お
リ
、
そ
号
機
で
、
川
鉄
商
い
申
苧
鮒
を
過

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
じ
て
導
入
さ
れ
、

同
閣
で
は

安
田
繁
副
社
長
は
、
セ
が
「
W
ジ
ャ
ン
ボ
バ
イ
キ

ン
グ
」

祉
の
抑
制
会
社
で
あ
る
コ
ン
ビ
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
。

ュ

l
タ
!
サ
ー
ビ
ス
附

(C

問
機
は
ブ
ラ
ン
コ
の
よ
う

S
K
)の
椛
剛山
山
本
郎
次
長
で
、

に
品
リ
下
げ
ら
れ
た
こ
虫
の

セ
ガ
社
の
北
米
市
場
州
当
将
海
賊
船
が
、
全
小
で
互
い
進

だ
っ
た
。
同
氏
は
北
米
市
場
い
に
似
り
乙
J
.
辿
動
を
繰
り
返

で
の
経
営
に
明
る
い
と
さ
れ
す
も
の
で
、
乗
客
定
円
以
数
や

て
い
る
。

船
体
の
大
き
さ
な
ど
が
パ
イ

な
お
大
川
功
氏
は
セ
ガ
社
ラ

ッ
ト
タ
イ
‘
プ
で
は
世
界
最

の
級
会
社
で
あ
る
C
S
K
の

大
と
な

っ
て
い

る
。
な
お
こ

社
長
、
セ
ガ
祉
の
会
長
で
あ
の
こ
隻
式
の
タ
イ
プ
で
は
同

り
、
中
山
隼
雄
氏
は
セ
ガ
社

機
が
、
也

'M園
の
寸
フ
ラ
イ

社
長
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
米
ン
グ
パ
イ
レ
|
ツ
」

(
西
独

同
チ
会
祉
の
取
締
役
を
兼
任

フ

ス

社
製
)
に
次
い
で
二
機

す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

固
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
大
き

• 

• 

な
お
以
上
は
パ
リ
|
社
が

セ
ガ
社
の
製
品
を
優
先
的
に

級
う
と
の
契
約
が
三
月
下
旬

に
切
れ
た
こ
と
と
関
係
し
て

お
り
、
パ
リ
l
社
の
ド
に
あ

る
セ
ガ

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
社
は
正
式
に
五
灯
解
散
と

な
る
も
よ
う
で
あ
る
。

め
で
、

「
H
E
」
と
は
ホ
ー

ム
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
、
ホ

ー
ム
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
、

ホ
l
ム
エ
デ
ュ
ケ
i
シ
ヨ
ン

を
立
味
し
、
今
後
新
分
野
に

も
進
出
す
る
と
し
て
い
る
。

セ
ガ
社
で
は
、
こ
れ
ら
の

棋
極
的
な
経
営
体
質
の
強
化

を
通
じ
て
、
来
年
か
再
来
年

に
は
庖
頭
市
場
か
東
証
第
二

部
市
場
に
新
規
上
場
す
る
意

向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

府
頗
な
ら
六
卜

一
年
四
月
、

山
被
点
.Aな
ら
い
ハ
卜
二
年
四

月
の
決
算
を
も
と
に
上
場
市

消
し
た

い
も
よ
う
で
あ
る
。

な
っ
て

い
る
。
こ
の
船
体
が

最
大
揺
動
角
度
七
十
五
度
(
通

常
逆
転
時
は
約
六
十
度
に
設

定
)
で
ス
イ
ン
グ
。
一
回
の

所
要
時
間
は
二
分
三
十
紗
(
五

分
ま
て
訓
続
可
能
)
で
、
利

さ
か
ら
汁
え
ば
、
こ
れ
が
併
用
料
金
は

H
U川
。
船
体
は

旧
作
で
初
め
て
の
も
の
と
な
る
。
フ
ァ
イ
バ

ー
グ
ラ
ス
と
ラ
ン

高
さ
四
十
丘

μ
か
ら
um
リ
プ
.
九
千
例
に
よ
り
装
飾
が
地

下
げ
ら
れ
た
船
体
の
大
さ
き
さ
れ
、
夜
間
に
は
こ
の
イ
ル

は
長
さ
約
三
十
訂
、
幅
五

・

ミ
ネ
|
シ
ョ

ン
が
輝
く
。
な

一
幻
で
、
座
席
は
一
隻
に
十
お
同
図
は
夏
休
み
期
間
中
に

人
用
ベ
ン
チ
が
十
六
列
並
び
は
午
後
十
時
ま
で
営
業
が
行

二
隻
で
定
員
三
百
二
十
名
と
な
わ
れ
る
。

写真中央はナガシマスパーラン ド遊園地でオープンした rwジャンボ・バイキングJ



( 2 ) 第三緩郵便物認可

テ
i
カ
ン
が
ジ
ャ
レ
コ
と
ナ
ム
コ
を
相
手
に

ハ
タ
イ
プ
意
匠
や

ジ
ャ
レ
コ
は
先
に
同
意
匠
の
無
効
審
判
を
申
請
ず
み

鮒
テ

l
カ
ン
(
本
社
東
京
、
に
起
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

一柿
原
孝
社
長
)
で
は
こ
の
ほ
し
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、
ジ

一
ど
、
同
社
の

T
V
ゲ
l
ム
機
ャ
レ
コ
は
こ
れ
よ
り
以
前
の

一キ
ャ

ビ
ネ
ッ

ト

「
ラ
パ
タ
イ

.
五
十
九
年
七
月
二
日
に
、
同

一
プ
」
め
な
匠
権
に
基
づ
き
一
意
匠
権
の
無
効
審
判
を
求
め

一月
九
日
、
制
ジ
ャ
レ
コ
(
本
る
消
求
を
特
許
庁
に
行
な
っ

一社
東
京
、
金
沢
義
秋
社
長
)
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

一
と
側
ナ
ム
コ
(
本
社
東
京
、
た
。
「
ラ
パ
タ
イ
プ
」
の
意

一中
村
雅
哉
社
長
)
の
二
祉
を
匠
を
め
ぐ
る
争
い
は
、
す
で

一
相
手
ど
っ
て
、

「
ラ
パ
タ
イ
に
二
年
以
上
続
け
ら
れ
て
お

一
プ
」
意
匠
権
を
侵
害
し
た
と
り
、
今
後
も
尾
を
引
く
と
見

一す
る
T
V
ゲ

l
ム
機
キ
ャ
ビ
ら
れ
て
い
る
。

一
ネ
ッ
ト
の
製
造

・
使

用

の

差

テ

l
カ
ン
「
ラ
パ
タ
イ
プ
」

一
止
め
と
、
同
意
匠
権
侵
害
に
意
匠
に
つ
い
て
は
、
五
十
六

一よ
る
一
部
損
害
賠
償
(
ジ
ャ
年
十
月
八
日
に
出
願
、
二
年

一
レ
コ
に
約
三
百
七
十
七
万
円
、
余
り
を
は
枇
て
五
十
九
年
二
月

J
F

一
ナ
ム
コ
に
約
百
八
十
五
万
円
)
十
三
日
に
登
録
さ
れ
、
意
匠

シ
一
を
求
め
る
本
訴
を
東
京
地
裁
権
(
意
匠
第
6
2
5
2
5
5

マ一ム一ゲ一

全
国
四
十
七
都
道
府
県
で

A
M
O
P
団
体
か
設
立
さ
れ

沖
縄
県
A

3
月
何
日
、

那
覇
市
内
で
設
立
総
会

き
た
も
の
。
設
立
総
会
に
は

長

業
者
約
五
十
名
が
集
ま
っ
た

4

E

I

 

仁

ほ
か
、
県
讐
本
部
防
犯
部
の

脳

波
久
地
政
徳
部
長
、
同
少
年

大

対
策
室
の
首
思
文
雄
室
長
、

那
覇
箸
防
犯
少
年
課
の
勝
連

沖
縄
県
下
の

A
M
機
オ
ペ
徹
課
長
と
金
城
正
典
係
長
な

レ
l
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
業
者
ど
が
米
ひ
ん
と
し
て
出
席
、

が
集
ま
っ
て
三
月
二
十
六
日
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
ゆ
を
行
な
っ
た
。

那
覇
市
内
の
沖
縄
ハ
イ
ツ
に
同
総
会
で
は
附
ナ
ム
コ

・

て
「
沖
縄
県
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
沖
縄
事
務
所
の
富
盟
勉
氏
が

ン
ト
協
会
」
の
設
立
総
会
を
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
説
明
し

聞
い
た
。
同
総
会
で
は
定
款
た
後
、
附
タ
イ
ト
|
・

沖
縄

の
承
認
や
役
員
の
選
出
な
ど
営
業
所
の
古
浦
誠
氏
の
議
長

を
行
な
い
、
同
協
会
は
正
式
で
定
款
示
認
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

に

発

足

し

た

。

採

択

、

会

費

決

定

、
役
員
選

同
協
会
は
ビ
リ
ヤ
ー
ド
平
出
な
ど
を
行
な
っ
た
。
定
款

和
台
な
ど
十
数
社
が
、
オ
ペ
に
よ
る
と
会
員
資
格
は
、
八

レ
|
タ
ー
だ
け
で
な
く
オ
|

号
営
業
で
み
る
な
し
を
問
わ

ナ
ー
も
含
め
た
団
体
を
設
立
ず
岡
県
内
で
健
全
娯
楽
営
業

す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
を
営
ん
で
お
り
、

A
M
機
を

第260号1985年5月15日
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号
)
と
し
て
確
定
し
た
。
こ

の
問
、
登
録
さ
れ
る
ま
で
の

段
階
で
テ
|
カ
ン
は
ジ
ャ
レ

コ
を
相
手
ど
っ
て
五
十
八
年

三
月
に
ジ
ャ
レ
コ

「
ポ

ニ
ー

タ
イ
プ
」
の
製
造
販
売
な
ど

の
差
止
め
を
求
め
る
仮
処
分

申
請
を
東
京
地
裁
に
起
し
た

が
、
五
十
九
年
二
月
に
テ
ー

カ
ン
は
同
意
匠
権
が
確
定
す

る
と
と
も
に
こ
の
仮
処
分
申

請
を
取
下
げ
た
。
ま
た
、
同

意
匠
権
確
定
以
前
に
、
テ
ー

カ
ン
は
類
似
商
品
を

J
A
M

M
A
会
長
会
社
が
製
造
な
ど

し
て
い
る
と
し
て
か
協
会
指

導
理
念
を
問
う
。
と
の
立
場

か
ら
、
五
十
八
年
秋
か
ら
五

十
九
年
春
に
か
け
て
論
争
を

続
け
た
が
、
こ
の
論
争
は
中

断
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。

ジ
ャ

レ
コ
に
よ
れ
ば
、
同

意
匠
権
は
無
効
と
の
考
え
か

ら
、
亡
一
ヵ
月
の
H
猶
予
期
間
H

を
置
い
た
上
で
、
五
十
九
年

七
月
に
無
効
審
判
消
求
を
行

な
っ

た
。
そ
の
攻
由
は
、
意

匠
法
第
三
条
第

一
項
の
規
定

に
反
し
て
お
り
、
こ
れ
を
回

復
す
る
同
法
第
四
条
第
二
項

と
第
三
項
の
規
定
に
も
反
し

て
い
る
、
と
の
こ
と
。
具
体

的
に
は
テ
|
カ
ン
が
同
意
匠

の
出
願
(
五
十
六
年
十
月
八

日
)
の
二
日
前
に
第
刊
回
ア

ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン

(
A

M
)
シ
ョ

|

(
晴
海
)
で
テ

ー
カ
ン
が
自
ら
同
意
匠
を
用

い
た

T
V
ゲ
l
ム
機
を
出
品

展
示
し
て
お
り
、
し
か
も
テ

ー
カ
ン
は
意
匠
法
第
四
条
第

二
項
の
規
定
を
受
け
る
た
め

4
月
日
目
、

松
江
で
設
立
総
会
開
催

竃

白
川
恨
県
下
の

A
M
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
団
体
「
烏
恨
県
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン

・

u・• 
格
化

東
京

A
M
O
P
協、

全
国
各
地
の
意
見
を
も
と
に

制

東

京

都

ア

ミ

ュ

ー
ズ
メ
ン

酬
ト
マ
ン
ン

・
オ
ペ
レ

ー
タ
ー

酬
.
協
会
(
事
務
局
東
京
、
中
山

氾
一
昭
雄
会
長

・
側
タ
イ
ト

l
、

一
略
称

T
A
M
O
A
)
で
は
四

一
月
九
日
、
東
京

・
渋
谷
の
百

一
学
会
館
で
第

4
白
剤
一
卓
会
を

一
開
き
、
同
協
会
の
財
政
問
題

一
ゃ
い
わ
ゆ
る

H

全
国
連
合
会
H

一
作
り
な
ど
と
、
同
協
会
の
今

一
後
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
を

一
行
な
っ
た
。

一

同
協
会
の
財
政
問
題
に
つ

一
い
て
は
、
同
協
会
理
事
会
で

一
は
い
わ
ゆ
る
オ
フ
レ
コ
吸
い

一
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
協
会

/
一

の
運
営
上
か
な
り
厳
し
い
状

つ
一

況
に
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ご
ご

て
お
リ
、
そ
の
普
後
策
に
つ

7
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
討
論
が
行

〆

な
わ
れ
た
。

i

各
都
道
府
県
の

A
M
機
オ

一

ペ
レ

l
タ
|
協
会
(
組
合
)

人

の
H

全
国
逮
令
会
u

作
り
に

h
J
つ
い
て
は
、
す
で
に

T
A
M

O
A
が
中
心
と
な
っ
て
同
協

会
の
井
上
昭
男
常
務
が
三
月

ア
汎
日
付
で
各
地
の
協
会
な
ど

に
「
設
立
趣
旨
占
案
」
「
定

第260号1985年5月15日( 3 ) 
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上の写真はTAMOA第 5回漫事会 (4月9日)の会識のようす

移
行
す
る
こ
と
を
前
提
に
し

て
話
を
進
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
き
な
矛
盾
を
は
ら
み

る
カ
ら
T
A
M
O
A
で

J
地

合
会
。
作
り
の
作
業
が
進
行

し
つ
つ
あ
る
。

な
お
同
協
会
で
は
、
二
月

山
H
の
総
会
に
お
い
て
、
同

協
会
内
に
八
つ
の
支
部
な
ど

と
い
く
つ
か
の
委
員
会
を
設

誼
す
る
こ
と
が
玖
認
さ
れ
、

そ
の
具
体
化
は
攻
卓
会
に
委

任
さ
れ
て
い
る
が
、
則一
一山中会

で
は

「
時
期
尚
早
」
と
の
こ

と
で
継
続
繰
越
と
な

っ
た
。

以
よ
の
ほ
か
同
理
事
会
で

は
、
国
際
青
年
年
(
I
Y

Y
)

マ
i
ク
入
り
パ

ッ
チ
購
入
に

協
貸
す
る
こ
と
、

N
A
O
が

行
な
っ
て
き
た
の
と
向
憾
の

「
違
法
営
業
通
報
制
度
」
を

採
用
す
る
こ
と

(
賭
博
行
為

摘
発
の
協
力
の
み
に
限
定
)
、

そ
し
て
都
議
会
議
員
へ
の
謝

礼
の
件
(
会
長
に
一
任
)
な

ど
が
討
議
さ
れ
て
い
る
。

の
書
面
を
出
願
時
に
提
出
し

て
い
な
か
っ
た
ー
ー

と
い
う

事
実
に
よ
る
。
こ
れ
に
対
し

テ
|
カ
ン
で
は
、
こ
れ
ら
の

事
実
を
認
め
る
が
、
意
匠
法

第
四
条
(
新
規
性
喪
失
の
例

外
)
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
単

に
第
悶
条
倍
増
三
項
違
反
に
す

ぎ
ず
、
こ
れ
ら
は
出
願
手
続

き
上
の
ミ
ス
に
す
ぎ
な
い
の

で
、
無
効
審
判
請
求
の
理
由

に
な
ら
な
い

、
と
主
張
し
て

五
十
九
年
十
月
二
十
九
日
に

答
弁
書
を
提
出
し
て
い
る
。

同
意
匠
権
を
め
ぐ
る
無
効

審
判
諭
求
事
件
で
は
、
こ
の

よ
う
に
意
匠
法
第
三
条
、
第

四
条
に
つ
い
て
の
法
解
釈
を

め
ぐ
る
論
争
と
な
っ
て
お
り
、

も
う
一
方
の
民
事
訴
訟
に
も

影
響
を
与
、え
て
い
る
も
よ
う

で
あ
る
。

テ
ー
カ
ン
に
よ
る
本
訴
で

は
、
テ

l
カ
ン
に
よ
る
訴
状

提
出
(
一
月
九
日
)
以
後、

三
月
十
七
日
に
東
京
地
裁
で

第

一
回
口
頭
弁
論
が
行
な
わ

れ
、
ナ
ム
コ
に
よ
る
答
弁
書

提
出
な
ど
が
あ
り
、
や
っ
と

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
の
段
階
。

争
点
は
テ

i
カ
ン
の
主
張
ど

お
り
ジ
ャ
レ
コ
と
ナ
ム
コ
が

テ
l
カ
ン
の
意
匠
権
を
侵
害

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
具
体

的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、

そ
も
そ
も
無
効
審
判
請
求
が

行
な
わ
れ
て
い
る
同
意
匠
法

の
効
力
の
有
無
に
つ
い
て
で

あ
る
、
と
見
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ャ

レ
コ
、
ナ
ム
コ
の
側

で
は
、
同
意
匠
権
に
つ
い
て

無
効
審
判
が
出
る
と
見
て
お

り
、
そ
れ
を
前
提
に
テ

l
カ

ン
と
全
面
的
に
争
う
姿
勢
で

あ
る
。
一

方
の
テ
|
カ
ン
は

正
当
な
手
続
き
に
よ
る
正
当

な
訴
え
と
し
て
誠
ら
ず
、
双

方
は
対
立
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

行

な

わ

れ

た

。

水

竹

古

口

氏

(

側

ナ

ム

コ

・
松

同
協
会
は
側
安
来
モ
|
テ
江
営
業
所
)
、
赤
井
美
恵
子

ル
(
本
社
島
棋
県
安
来
市
、

氏

(
三
和
企
業
側
)。

福
田
照
三
社
長
)
な
ど
六
社
獄
事
H
H
M
悶
稔
氏

(
浅
利

が
設
立
準
備
を
進
め
て
き
た
観
光
)
、
門
脇
誇
功
氏
(
コ

も
の
で
、
同
総
会
に
は
十
凶
イ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
ワ
ン
ポ
イ

祉
が
出
席
し
た
。
同
総
会
は
ン
ト
)
。
な
お
同
協
会
の
事
務

制
タ
イ
ト
|
・
米
子
営
業
所
所
は
附
安
来
モ
ー
テ
ル
(
安

の
常
盤
呉
氏
の
司
会
で
進
め
米
市
西
荒
島
町
三
十一二
、
宮

ら
れ
、
設
立
準
備
委
員
会
の

O
八
五
回
二

1
八
|
八
二
五

福
田
照
三
委
員
長
の
挨
拶
の

O
)内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

後
、
定
款
の
示
認
や
役
員
選
ま
た
同
総
会
で
は
米
ひ
ん

出
な
ど
を
行
な
っ
た
。
会
員
と
し
て
県
笠
防
犯
部
の
塀
内

資
格
は
八
号
営
業
の
対
象
非
伊
助
部
長
、
同
防
犯
少
年
課

対
象
を
問
わ
ず
同
県
内
で
「
ア
の
佐
々
木
義
夫
課
長
と
永
見

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
ア
ン
ン
を
安
克
課
長
補
佐
が
出
席
、
堀

使
用
し
て
営
業
を
営
む
法
人
内
部
長
が
挨
拶
し
た
。
こ
の

又
は
倒
人
」
と
な
っ
て
お
り
、
後
一
新
風
営
法
「
八
号
営
業
」

入
会
金
は
一
万
円
、
年
会
費
に
関
す
る
熱
心
な
質
疑
応
終

は
二
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

が
行
な
わ
れ
た
。
同
協
会
に

同
協
会
の
役
員
は
次
め
と
お
よ
る
と
質
問
は

S
C
ロ
ケ
に

附
す
る
も
の
や
申
諸
手
続
に

つ
い
て
の
も
の
が
多
か
っ
た
、

と
の
こ
と
。

こ
の
ほ
か
同
総
会
で
は
同

協
会
単
位
で
岡
県
防
犯
連
合

会
へ
入
会
す
る
こ
と
を
決
議

し
た
。

• • 
で
凶
答
し
た

(
山川村山内吊が
・υ人
川

で
川
俳
人
け
す
る
の
は
異
例
の
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
)
。
阪
本

氏
は
同
ニ
ト

n付
で
、
府
符

伯
円
似
崎
将
防
犯
課
長
に
転
仔

し
、
後
任
に
府
笹
川
休
-rk
課
長

補
佐

(行
政
第
一
係
)
の
中

村
氏
が
兼
任
し
た
。

回
答
書
の
後
も
、
的
下
作

箸
で
の
説
明
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
O
A
O
で
は
府
管
中

村
氏
ら
と
協
議
、
そ
の
結
来

①
汁
可
申
請
に
伴
な
う
添
付

書
頒
は
総
埋
府
令
で
定
め
て

い
る
苫
類
以
外
の
も
の
は

一

切
必
裂
な
い

、
②
こ
れ
に
反

す
る
説
明
が
所
轄
署
で
行
な

わ
れ
た
場
合
、
会
員
は

O
A

O
役
員
に
連
絡
し
同
役
員
は

附
笠
本
部
と
調
加
給
す
る
な
ど

の
結
論
を
得
て
、
そ
の
上
で

な
お
疑
問
点
が
あ
れ
ば
凶
月

十
二
H
に
府
符
中
村
氏
ら
が

O
A
O
役
員
に
対
し
抗
凝
に

応
じ
る
ー
ー

と
の
通
知
を
同

協
会
は
四
月
八
日
に
会
会
員

に
行
な
っ
た
。
凶
月
十
二

H

の
質
疑
応
答
で
は
、
①
胤
定

以
外
に
要
ボ
さ
れ
る
建
築
物

関
係
の
書
煩
な
ど
は
防
災
卜

の
確
認
に
す
ぎ
ず
許
可
申
議

で
は
特
に
必
要
な
い

、
②
同

に
、
さ
ら
に
疑
問
点
を
明
ら
僚
に
ゲ

i
ム
機
の
資
料
に
つ

か
に
し
よ
う
と
す
る
府
響
と
い
て
は
七
号
営
業
と
の
聞
係

の
懇
談
会
を
機
に
聞
か
れ
た
の
ゐ
無
な
ど
参
考
に
す
る
も

も
の
。
こ
れ
ま
で
の
続
料
は
の
に
す
ぎ
な
い
、

③
大
規
隙

お
よ
そ
次
の
と
お
リ
と
な
る
。
府
舗
で
の
テ
ナ
ン
ト
は
基
本

大
阪
府
下
で
「
八
号
常
業
的
に
「
前
舗
」
で
あ
り
、
屋

に
関
す
る
説
明
会
」
は
、
府
上
の
場
合
も

「
届
舗
」
と
な

宮
本
部
主
催
で

一
月
二
十

九

リ

得

る
ー
ー

な
ど
を
そ
の
席

自
に
聞
か
れ
た
後
、
二
月
十
で
凶
符
、
残
り
は
後
日
問
符

九
日
の

O
A
O
総
会
で

「
申
す
る
と
し
た
。

前
手
続
き
説
明
会
」
が
聞
か
妓
り
の
質
疑
に
つ
い
て
は

れ
、
い
ず
れ
も
阪
本
課
長
補
後
円
、
①
ク
レ
ー
ン
式
遊
技

佐
が
講
師
と
な
っ
て
説
明
、

機
な
ど
の
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン

疑
問
点
は

O
A
O
が
後
H
と
は
、
五
イ
年
め
通
達
が
生
き

り
ま
と
め
て
府
警
へ
提
出
す
て
お
り
こ
の
通
迷
の
範
聞
内

る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
月
十
と
す
る
こ
と
、
②
許
可
申
誠

九
日
の
説
明
会
で
O
A
O
は
書
「
そ
の
2
ω
」
の
遊
妓
設

質
問
書
を
回
収
し
、
こ
れ
を
備
を
平
面
図
に
記
入
す
る
際

と
り
ま
と
め
三
月
七
日
府
答
は
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
H
H
S
、

へ
提
出
、
府
轡
保
安
課
は
三

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機

l
T、
フ

月
二
寸
日
に

O
A
O
へ
文
書
リ
ッ
パ

l
ゲ
l
ム
機

l
F
、

経
過
措
置
期
限
を
前
に

と
最

連
合
会
問
題
に
も
対
処
の
方
針

O
A
O
、

大
阪
府
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
マ
シ
ン

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

協
会
(
梅
原
病
三
会
長

・
関

西
カ
ク
タ
ス
側
、
略
称
O
A

O
、
会
員
数
二
一
白
九
十
二
社
)

で
は
四
月
十
二
H
、
大
阪

・

森
め
ん
刊
の
背
少
年
会
館
で
第

四
回
畑
一
事
会
を
聞
き
、
い
わ

ゆ
る
砂
金
国
連
合
会
。
問
題

に
つ
い
て
の
対
応
な
ど
、
同

協
会
の
活
動
に
つ
い
て
討
議

会
九
行
介
。
っ
た
。

こ
の
理
事
会
は
、
大
阪
山
川

瞥
保
安
部
保
安
課
の
中
村
課

長
補
佐
と
河
野
行
政
第
一
係

長
の
出
席
を
得
て
、

「
八
号

営
業
に
閲
す
る
質
疑
、
回
火
門
」

(
同
府
即
時
常
保
安
課
、
三
月
二

十

H
回
答
H

本
紙

M

-
日
め

ん
に
全
文
掲
載
)
な
ら
び
に

そ
の
後
の
協
議
事
項
を
前
提

ゲーム機設

お唐ごとに

」

八号営業者のための

営業者の

1冊は常

. . . . . . . 
• . . . . 
• 
• 
• 
• . . . . . 
• . . . 
• 
• . . . . . . . . . 
• . . . . . 
• 
• 
• . . . . . 
• 

四
国
の

「

青
森
A
M
O
P
協
が
臨
時
総
会

新
風
営
法
の
説
明

香
川
県
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン

ト
マ
シ
ン

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

協
会

(
事
務
局
高
松
市
、
多

回
三
日
生
会
長
)
で
は
三
月

二
十
五
日
、
高
松
市
内
の
オ

• • に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に

な
る
。
冒
鋭
、
世
話
人
と
な

っ
て
い
る

T
A
M
O
A
の
意

向
を
系
刷
会
長
が
織
令
、
討

論
に
入

っ
た
。

こ
れ
に
関
し

山
本
副
会
長
が
述
合
会
の
目

的
を
問
題
に
し
て
「
時
期
尚

中
」
、
段
副
会
長
は

T
A
M
O

A
以
外
の
東
京
の
協
会
(
ゲ

ー
ム
場
営
業
者
協
会
)
の
志

向
が
不
明
と
の
別
由
で
問
機

に
「
時
期
尚
早
」
と
し
た
。

し
か
し
、
法
規
制
の
緩
和
な

ど
を
同
的
に
早
急
に
作
る
べ

き
と
す
る
上
回
副
会
長
の
提

案
で
採
決
し
た
結
巣
、
賛
成

多
数
で
「
ぷ
土
問
連
合
会
。

設
し斗
を
目
的
と
す
る
懇
談
会

に
O
A
O
と
し
て
代
表
を
出

す
」
こ
と
が
決
定
し
た
。

O

A
O
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

。
懇
談
会
。
を
ボ
イ
コ
ッ
ト

副
社
副
剖
」

状
況
悪
化
に
伴
な
い
他
に
も

取
引
停
止
。

T
V
ゲ
l
ム
機

用
半
導
体
の
.
販
売
会
社
。
負

債
約
二
億
円
と
さ
れ
て
い
る
。

側

エ
イ
コ
ク
電
子

(
本
社

大
阪
、
紫
山
俊
一
社
長

)
1

一一
月
二
十
二
日
大
阪
地
裁
に

拘
己
破
産
巾
治
、
三
月
七
日

出

n
ム門
。

T
V
ゲ

i
ム
機
な
ど

の
メ
ー
カ
ー
、
負
債
は
二
億

な

い
し
四
億
問
と
の
こ
と
。

富
士
リ
l
ス
掛

(
本
社
岐

阜
、
清
水
重
信
社
長

)
1
二

川
ニ
ト
八
日
に
，
闘
己
般
産
申

請
。
間
十
九
年
設
立
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
。
負
債
約
二
億
円
。

側
関
西
ト
レ
ー
ド

(
本
社

兵
山
庫
県
姫
路
市
、
福
井
敏
社

長
)

H
H
三
月
卜

一
日
に
二
回

自
の
不
波
り
。
五
十
年
設
立

の
ゲ
ー
ム
機
販
売

・
リ
ー
ス

会
社
。
負
債
約
六
千
万
円
と

の
こ
と
。

こ
の
ほ
か
に
も
倒
産
な
い

し
経
常
破
た
ん
が
数
社
あ
る
。

青
森
県
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン

発

起
人
が
一
万
円
、

二
月
十

ト

マ
シ
ン

・
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
二
日
ま
で
の
入
会
者
が
二
万

協
会
(
事
務
局
青
森
市
、

中

円

、
そ
れ
以
降
が
三
万
円
と

村
幸
雄
会
長
)
で
は
三
月
十
な
っ

た
。
ま
た
保
向
聞
に
な
っ

三
日
、
青
森
市
内
の
背
森
グ
て
い
た
年
会
費
は

一
律
一
万

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
臨
時
総
問
に
決
定
し
た。

会
を
聞
き
、
会
費
の
変
更
な
こ
の
ほ
か
同
総
会
で
は
活

ど
を
検
討
し
た
。
ま
た
同
総
動
計
画
な
ど
も
検
討
さ
れ
、

会
で
は
会
議
に
先
立
っ
て
県
年
少
者
の
立
入
制
限
を
表
示

替
防
犯
少
年
課
の
担
当
官
に
す
る
石
板
な
ど
を
作
成
す
る

よ
る
新
風
営
法
「
八
号
営
業
」
こ
と
に
な
っ
た
。

に
関
す
る
説
明
も
行
な
わ
れ
ま
た
新
風
営
法
「
八
号
営

た
。

業
」
に
関
す
る
説
明
会
に
は

同
協
会
の
説
明
に
よ
る
と
、
県
笹
本
部
防
犯
少
年
課
風
俗

阿
総
会
に
は
会
員
三
十
六
名
係
の
八
戸
広
明
係
長
が
出
席
、

が
出
席
。
ま
ず
会
費
の
変
更
同
氏
は

「
八
号
営
業
」
の
申

が
示
認
さ
れ
、
入
会
金
は
同
論
手
続
な
ど
を
中
心
に
説
明

協
会
設
立
の
準
備
を
進
め
た
を
行
な
っ
た
。

香
川
県
協
会
が
臨
時
総
会
開
催

ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
に
て
臨
時
総

会
を
聞
き
、
五
十
九
年
度
決

算
を
象
認
し
た
ほ
か
六
十
年

度
事
業
計
画
な
ど
を
検
討
し

た
(
出
席
十
二
社
)。

香
川

し
た
例

ご

月
二
十
三
円
)

も
あ
る
が
、
改
め
て
般
極
的

技術と信頼を誇るメダルメーカー

東京(03)438・0698 大阪06(943)-2512 
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て
い
な
い
の
は
、
四
月
中
旬
賭
同
行
為
に
使
用
し
な
い
こ
パ

i
サ
ル
沖
縄
)
、
又
吉
利

現
点
、
残
り
六
県
と
な
っ
た
。
と
を
誓
約
し
た
者
で
、
入
会

一
氏
(
ω
大
倉
商
事
)
、
友

-
E
'同
'
r‘

金
は
鉱
山料
、
会
費
は
半
年
間
寄
隆
締
氏
(
ゲ

l
ム
イ
ン
那

川

U
9
n企
E

二
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
同

絹

)

、
奪
回
秀
氏
(
森
総
合

国
E
-
E司
l

t
・

協
会
の
役
員
は
次
の
と
お
り
。
リ
ー
ス
)。

同
協
会
の
事
務

会
長

1
大
城
伐
仁
氏
(
ビ
所
は
附
タ
イ
ト

l
・
沖
縄
営

リ
ヤ
ー
ド
平
和
台
)
、
副
会
業
所
(
那
覇
市
三
原

一
の
ニ

長
H
H
宮
尾
公
一
氏
(
セ
ガ
社
・

十
六
の
四
十
、
宮

O
九
八
八

沖
縄
営
業
所
)
、
富
里
勉
氏
、

ー
五
五
|
一
七
七
七
〉
内
。

古
浦
誠
氏
。

同
総
会
の
よ
う
す
に
つ
い

規
一
事
H
H
新
監
耕
造
氏
(
松
て
は
地
厄
新
聞
で
あ
る
成
球

川
ゲ
ー
ム
ラ
ン
ド
)
、
仲
順
新
報
と
沖
縄
タ
イ
ム
ズ
の
そ

利
治
氏
(
附
沖
縄
ベ
ン
ダ
ー
れ
ぞ
れ
三
月
二
十
七
日
付
朝

ス
)
、
石
川
栄
昭
氏
(
ユ
ニ
刊
で
詳
し
く
報
じ
ら
れ
た
。

款
案
」
を
送
付
し
て
お
リ
(本

T
A
M
O
A
の
井
上
常
務
は

紙
第
初
号
で

一
部
既
報
)
、
全
国
各
地
の
協
会
な
ど
に
対

そ
の
結
果
が
ま
ず
井
上
氏
よ

し
「
従
米
の
業
界
組
織
に
は

り
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
全
く
こ
だ
わ
ら
な
い
」

(
三

る
と
、
四
十
の
協
会
な
ど
に
月

4
日
)と
し
て
昨
び
か
け
て

こ
れ
ら
の
砂
素
案
H

を
送
つ
い
る
の
に
対
し
て
、

T
A
M

た
と
こ
ろ
、
約
半
数
か
ら
返

O
A
の
内
凶
降
刷
会
長

(
友

事
(う
ち
立
見
記
入
は
十
二
)

栄
)
か
会
長
と
な

っ
て
い
る

が
あ
り
、
「
時
期
尚
早
」

と

H
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

・

の
意
見
も
あ
る
が
全
体
的
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
(
事
務

は
々
素
案
H

に
対
し
畑
山
本
か
周
東
京
、
N
A
O
)
て
は
こ

ら
反
対
す
る
も
の
は
な
い
と
月
十
三
日
の
総
会
で

「
N
A

さ
れ
、
そ
の
い
く
つ
か
の
意

O
は

H

述
人
口
会
。
作
り
に
側

見
が
披
露
さ
れ
た
。
埋
市
会
商
か
ら
協
力
し
、
こ
れ
か
設

で
は
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
剖
立
さ
れ
た
眺
に
は
発
展
的
に

議
し
「
時
間
を
か
け
て
全
凶
解
散
し
て

N
A
O
の
す
べ
て

の
立
見
を
聞
い
た
」
こ
と
め
の
事
業
お
よ
び
財
姥
を
。
述

意
義
を
峨
調
す
る
と
と
も
に
、
合
会
H

に
継
承
す
る
」
こ
と

団
体
加
入
と
い
う
制
絡
か
ら
か
ぷ
認
さ
れ
て
お
り
、
お
笑

各
地
の
協
会
と

J
O
U
な

ど

上

N
A
O
が

n

述
合
会
。
へ

は
正
会
員
、

J
A
M
M
A
な

ど
は
準
会
員
と
す
る
な
ど
の

H
針
で
、
さ
ら
に
。
原
案
。

作
り
に
入
る
ニ
と
を
決
め
、

そ
の
作
業
に
正
副
会
長

(
タ

イ
ト

l
、
友
栄
、
セ
ガ
社
)

と
ト
|
ゴ
ナ
ム
コ
か
ら
な

る
委
員
会
が
当
た
る
こ
と
に

な
っ
た
。
な
必

T
A
M
O
A

現
事
会
で

は
、

。
全

国
述
合
会
々

の
設
立
不

備
会
を
一九

月
二
十
日

ご
ろ
、
間

設
立
総
会

を
六
月
二

|
日
ご
ろ

を
，
?
定
に

進
め
る
、

と
の
予
定

を
決
め
た
。

H

全
国

連
合
会
。

作
り
を
め

ぐ
っ
て、

オ
ペ

レ
ー
タ
ー
協
会
」
の
設

立
総
会
が
四
月
十
瓦
目
、
松

江
市
内
の
絵
江
ニ
ュ

ー
ア
|

パ
ン
ホ
テ
ル
に
て
開
か
れ
、

会
長
u
H
一伯
凶
附
…
三
氏
、
副

同
協
会
は
正
式
に
発
足
し
た
。
会
長
H
H
A
m
然
持
氏
、
今
同
点

ま
た
同
総
会
で
は
県
讐
防
犯
三
氏
(
ア
イ
レ
ム
側

・
松
江

部
防
犯
少
年
課
の
州
当
官
を
営
業
所
)。

招
き
、
新

風

営

法

「

八

号

営

理

事
H

中
村
英
生
氏

(
セ

業
」
に
関
す
る
質
疑
応
答
も
が
社

・
米
チ
営
業
所
)
、
皆

ル
ー
レ
ッ
ト
ム
門
等

I
R
、
そ

の
他
の
遊
技
設
備

I
E
の
要

領
で
記
入
す
る
こ
と
で
足
り

る、

③
本
川
一叶
由甲
出桐
時
の
遊
技

設
備
の
依
掃
な
ら
び
に
ソ
フ

ト
を
そ
の
後
変
更
で
き
る
か

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

台
数
、
的
知
に
変
化
が
な
け

れ
ば
差
し
支
え
な
い
ー
ー

な

ど
の
回
答
を
附
替
か
ら
待
て

O
A
O
は
問
川
十
八
日
、
会

員
に
通
知
し
て
い
る
。

大
阪
山
川
A
M
O
P協
会

(O

A
O
)
の
第
凶
回
埋
事
会
で

は
、
三
月
上
旬

T
A
M
O
A

井
上
氏
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

ゅ
ん
土
国
連
合
会
H

作
り
の
設

立
趣
旨

・
定
款
の
。
ぷ
案
H

を

O
A
O
役
川
県
に
配
布
し
て

お
り
、
ま
た
こ
の
件
に
つ
い

て
は
総
会
で
理
事
会
に
一
任

さ
れ
て
お
り
、
初
め
て
議
題

T
V
ゲ
ー
ム
機
用
の
繰
作

盤
な
ど
パ

ー
ツ
メ
ー
カ
ー
、

附
セ
イ
ミ
ツ

(
本
社
崎
玉
県

戸
悶
市
、
出
水
湧
三
社
長
)

が
倒
忠
附
し
た
。
民
聞
の
信
用

調
査
機
関
の
調
べ
に
よ
る
と

お
お
む
ね
次
の
と
お
り
。

同
社
は
三
月
末
に
総
営
行

法
問
り
を
見
せ
、
四
月
九
日
に

銀
行
取
引
停
什
と
な

っ
た
。

同
社
は
ω
セ
イ
ミ
ツ
の
業
務

を
引
継
い
だ
い
鍬
作
総
な
ど
の

パ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
で
、
急
激

に
業
容
拡
大
し
た
が
、
過
当

競
争
な
ど
で
夜
出
仰
が
急
柏
し

た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
営

業
は
縦
続
中
。
負
債
は
約
二

億
八
千
万
円
と
の
-
}
と
。

こ
の
ほ
か
判
明
分
で
主
な

経
営
破
た
ん
会
社
は
次
の
と

)つ
I
J
。

i
l
 

日
本
精
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
側

(
本
社
東
京
、
竹
中

φ

修
社
長

)
l
二
月
四
日
銀
行

株式会社

に
取
緩
む
方
針
を
問
め
た
こ

と
に
な
る
。

そ
の
他
の
議
案
で
は
、
①

小
社
発
行
「
八
号
営
業
者
の

た
め
の
『
新
風
営
法
』
法
令

広
一準
集
」
の
購
入
、
②
会
長

名
簿

(
ポ
ケ

y
卜
版
)
の
作

成
、
配
布
が
承
認
さ
れ
、

③

会
員
に
関
す
る
冠
矯
葬
祭
規

定
に
つ
い
て
は
執
行
部
(
正

副
会
長
)
会
に
原
案
作
成
を

一
任
、
④
地
域
社
会
に
対
す

る
仏
報
活
動
に
つ
い
て
は
継

続
課
題
と
す
る
こ
と
、
が
決

ま
っ
て
い
る
。

特
許
・
実
用
新
案

出
願
公
告
・
公
開

(
4
月
日
日

i
M
日
)

特
許
可
に
出
願
さ
れ
た
特

持
お
よ
び
実
用
新
案
の
公
告

な
い
し
公
聞
の
紋
新
分
で
、

A
M
業
界
関
連
の
も
の
は
次

の
と
お
り
。
記
事
内
一谷
は
、

公山
中門
/
公
聞
の

U
付
、
発
明

/
考
案
の
名
称
、
出
願
人
、

公
告
/
公
開
番
号
、
出
制
倭

号
の
順
に
掲
載
。
主
お
⑬
は

審
伐
請
求
の
あ

っ
た
も
の
を

示
し
て
い
る
。
具
体
的
な
内

谷
に
つ
い
て
は
、
会
地
の
発

明
協
会
な
ど
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

特
許
出
願
公
告

問
月
二
十
凶
日
付
H
H

「
通

信
用
遊
戯
端
末
装
置
」
、
日 1 ，000円送料 250円

11附以上のご注文の場合はお問い合わせ・

下 さい。送金方法は 、ー郵便振替にズ冊数

と金昔話をご記入の上郵便局窓、口へお出 し

下さい。 郵便振替口座 :大阪 2-307852 

ューズメント通信社
干530大阪市北区神山町 9-16(山名ビル)ft06(314) 0309 

定価

2冊以上の場合の送料

2--5附 350問
6-10冊 450円

アミ

県
協
総
会
は
同
協
会
設
立
後

初
め
て
聞
か
れ
た
総
会
で
、

ま
ず
①
予
決
算
に
つ
い
て
同

協
会
は
三
月
末
決
算
を
採
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
十

日
か
ら
初
年
度
(
六
ヵ
月
分
)

決
算
を
氷
認
し
た
が
、
四
月

以
降
の
六
十
年
度
計
画
は
ま

だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
と
の

こ
と
。
ま
た
六
十
年
度
事
業

計
岡
に
つ
い
て
は
、
②
社
会

福
祉
事
業
め
一
環
と
し
て
、

高
松
市
内
の
養
護
施
設
「
た

ま
も
園
」
に
T
V
ゲ
ー
ム
機

四
台
を
寄
贈
す
る
(
凶
月
十

九
日
に
寄
贈
し
た
)
、
③
ぷ
土
{

国
連
合
会
グ
の
参
加
は
慎
重

に
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
当

前
は
四
国
四
県
の
連
合
会

へ

向
け
て
活
動
を
行
な
っ
て
い

く
、
④
同
協
会
独
自
の
ポ
ス

タ
ー
や
会
員
証
を
作
成
す
る

こ
と
な
ど
が
泳
認
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
同
総
会
で
は
新

風
営
法
に
関
す
る
情
報
交
換

も
行
な
わ
れ
、
申
請
手
続
の

添
付
書
類
が
所
轄
に
よ
り
異

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
確

認
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
同
協

会
で
は
四
月
十
日
、
会
員
六

社
が
県
笹
本
部
を
訪
れ
、
申

翁
手
続
な
ど
に
関
す
る
警
察

側
の
対
応
を
統
一
す
る
よ
う

要
望
し
た
、
と
の

こ
と
。

ー
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特
許
出
願
公
開

同
月
卜

一
一H
付
H
H

「
テ
レ

ビ
ゲ

l
ム
装
置
」
、
パ
イ
オ

ニ
ア
附

(東
京
)
、
ω
ー
6

3

0

8

o

m

-
-
7
2
6
 

4‘
A
Y
。

川
月
十
」ハ
U
付

1
「
ケ
ー

ス
上
山
に
ス
イ

ッ
チ
操
作
ノ
寸

を
凶
定
し
た
ど
テ
オ
ゲ
ー
ム

機
」
、
川
野
総
(
東
京
)
、

勝
浦
院
次

(点
京
)
、
ω
ー

6

6

7

7

8

日
1
1
7
2

8

7

1
0
 

四
月
十
九
日
付
H
H

「
パ
チ

ン
コ
ダ
ー
ビ
ー
遊
戯
機
」
、

側
セ
カ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ゼ
ス

(
東
京
)
、
ω
1
6

8

8

8

4

日

1
1
7
7
0
2

A
位

。

問
月
二
十
凶
日
付

1
「
反

応
速
さ
測
定
ゲ

l
ム
機
」
、

ア
イ
レ
ム
側

(
大
阪
)
、
ω

ー
7
2
5
8
4
@
、
日
ー
ー

局

/
Q
d
ハ
o
n
f
p
b
。

実
用
新
案
出
願
公
開

四
月
十
三

H
付
H
H

「
ゲ
ー

ム
装
置
」
、
附
字
刊
行
研
究
社

(
小泉
ι

爪
)
、
ω
ー
5
2
8
8

4
@
、日
|
1
4
5
4
I
8
。

「
ゲ
ー
ム
装
慌
の
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
」
、
問
、
ω
ー
5

2

8

8

5
⑮
、
日
1
1
4
5
4
1

9
。

「
ポ
ー
ズ
機
能
を
備
、え

た
ゲ

l
ム
装
泣
」
、
川
、
ω

|
5
2
8
8
6
@、
日
ー
-

A
せ

長

d
A
ω
a
q
J
u
n
u

。

問
月
十
八

H
付
u
H

「
ゲ
ー

ム
機
械
の
検
出
装
置
」
、
東

洋
娯
楽
機
側

(東
京
)
、
ω

ー

5

5

4

8

7

日

|
1
4

0
0
1
A
0
0
0
0

。

四
月
二
十
三
日
付
u
H

「
電

動
型
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
の
リ

ー
ル
停
止
時
間
間
隔
制
御
装

置」

、
側
エ
ル

・
ア
イ

・
シ

i

(大
阪
)
、
ω
1
5

8
1

8
0
@
、
日
|
1
5
1
0

3

A
U

。



(4 ) 第三縁郵便物夜、可

喫
茶
・
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ョ

i
に

セ
ガ
社
が
出
展
し

「
情
報
く
ん
」

'-. • 
第三筏郵便物認可

と
両
替
機
を
出
品

喫
茶
届
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に

関
す
る
設
備
機
然
、
飲
料
、

食
品
、
甘
味
料
な
ど
の
展
示

会
「
部
喫
茶
、

甘
味
、
レ
ス

ト
ラ
ン
フ
ェ
ア
」

(
東
京
都

喫
茶
業
環
境
衛
生
同
業
組
合

主
催
)
が
四
月
九
日
か
ら
二

日
間
、
東
京

・
港
区
の
都
立

産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
て
閲

か
れ
、

A

M
業
界
か
ら
側
セ

グ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

(本
社
東
京
、
中
山
隼
雄
社

長
)
が
出
展
し
た
。

同
フ
ェ
ア
は
都
内
の
喫
茶

届
や
レ
ス
ト
ラ
ン
業
者
を
対

象
に
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら

ほ
ぼ
毎
年
開
か
れ
て
き
て
い

る
も
の
で
、
今
回
は
食
品
や

ゲームマシン

上の写真は喫茶・甘味・レストランフェアにてセガ社の小間

飲
料
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
四

十
三
社
が
出
展
し
た
。

セ
ガ
祉
は
硬
貨
作
動
式
キ

ャ
プ
テ
ン
端
米
機

『
情
報
く

ん
」
と
同
社
両
替
機
な
ど
を

出
目印
し
た
。
「
情
報
く
ん
」

は
ダ
イ
ナ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
糊
と
大
平
技
研
工
業
側
か

共
同
開
発
し
、
両
社
か
ら
販

売
さ
れ
て
お
り
、
業
務
用

T

V
ゲ

i
ム
機
と
同
形
式
の
ア

ッ
プ
ラ
イ
ト
と
テ
ー
ブ
ル
砲

が
あ
る
。
そ
の
テ
ー
ブ
ル
砲

を
セ
ガ
社
が
扱
う
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
、
セ
ガ
祉
は
四

月
十
丘
日
か
ら
発
売
す
る
。

同
社
で
は
問
機
に
つ
い
て
「
硬

貨
作
動
式
、
テ
ー
ブ
ル
型
と

い
う
こ
と
で
喫
茶
席
、
ス
ナ

ッ
ク
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で

の
需
要
が
大
き
い

」
と
見
て

お
り
、

「
す
で
に
都
内
の
大

手
喫
茶
唐
業
者
が
そ
の
チ
ェ

ー
ン
庖
に
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い

る
ほ
か
、
数
件
の

引
き
合
い
が
来
て
い
る
」
と

の
こ
と
。
な
お
両
替
機
は
同

社

「
D

P
|
日
|
l
」
と
コ

ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ

の

「
D

P

-w」
を
出
回
附
し
た
。

米
国
キ
ッ
ト
コ

l
プ
社
の

日
本
代
表
に
井
川
氏

米
国
の

T
V
ゲ
l
ム
機
メ

ー
カ
ー、

キ

ッ
ト
コ

ー
プ
社

(旧
名
キ
ト

コ
社
、
本
社
イ

リ
ノ
イ
州
エ
ル
ク
グ
ロ
ー
ブ
、

ジ
ヨ

|
-
ロ
ビ
ン
ズ
会
長
)

本
社
を
置
き
、
役
員
も
ア
イ

レ
ム
の
役
員
九
名
の
う
ち
七

名
が
兼
任
で
就
任
し
て
い
る
。

な
お
設
立
は
今
年
四
月
に
資

本
金
一
千
万
円
で
行
な
わ
れ

て
い
る
。

ア
イ
レ
ム
販
売
の
代
表
取

締
役
は
ニ
名
で
、
高
嶋
哲
氏

(
ア
イ
レ
ム
と
附
ナ
ナ
オ
の

代
表
取
締
役
社
長
)
が
会
長

に
、
そ
の
笑
弟
の
高
嶋
由
之

氏
(
ナ
ナ
オ
の
ア
ミ
ュ

ー
ズ

メ
ン
ト
事
業
部
長
)
が
社
長

に
就
任
し
て
い
る
。
な
お
ア

イ
レ
ム
は
ナ
ナ
オ
の
チ
会
社

な
の
で
ア
イ
レ
ム
販
売
は
孫

会
社
と
な
る
。

ア
イ
レ
ム
販
売
で
は
東
京

ア
イ
レ
ム
鮒
(本
社
大
阪
、

ン
を
同
時
に
展
開
し
て
き
て

高
嶋
哲
社
長
)
で
は
、
五

月

い

る

が
、
う
ち
商
品
開
発
と

一
日
付
で
同
社
の
商
品
開
発
販
売
の
両
部
門
に
つ
い
て
分

部
門
と
販
売
部
門
を
分
離
独

離

独

立
さ
せ
、
ア
イ
レ
ム
本

立
さ
せ
、
子
会
社
と
し
て
「
ア
社
は
レ
ン
タ
ル
部
門
を
含
め

イ
レ
ム
販
売
鮒
」
(
本
社
大
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
集

阪
、
高
嶋
由
之
社
長
)
を
発

中
す
る
こ
と
に
な
る
。
子
会

足

さ

せ

た

。

社

と

な

っ
た
ア
イ
レ
ム
販
売

ア
イ
レ
ム
で
は
商
品
の
聞
は
、
ア
イ
レ
ム
の
販
売
本
部

発
、
販
売
、
オ
ペ

レ
l
シ
ョ
の
あ
っ
た
大
阪

・
中
之
島
に

=
一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一
一一一一一一一一一戸一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一
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一一一一一一一-一一一一一一一
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一一一一一一一
一一一一一一
一一一一一
一一一一一一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一

新
風
営
法

「
八
号
営
業
」

と
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
ば
、
状
人
に
無
理
や
り
既
成
服
を
清
ま
れ
て
い
る
。

に
ま
つ
わ
る
話
か
ら
、
な

か

況

は

恵

化
す
る
傾
向
を
見
せ
せ
る
よ
う
に
、
既

成

の

許

可

と

こ

ろ

で

、
業
界
の
一
部

な
か
縦
れ
る
こ
と
が
で
き
な
て
も
決
し
て
明
る
い
万
向
に
制
で
あ
る
風
俗
営
業
と
い
う
に
お
い

て
「
フ

ロ
ア
等
が
一

い
の
は
実
に
辛

い
こ
と
で
は
向
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に

A

M
業

O
%以
上
な
ら
ゲ
ー
ム
機
を

一
あ
る
が
、
今
後
「八
号
営
業
」

か
と
思
わ
れ
る
。

界
を
置
い
た
こ
と
に
な
る
の
備
、
え
る
庖
舗
に
あ
た
り
要
詐

号
一

が
風
俗
営
業
で
な
く
な
る
か

警
察
庁
も
業
界
の
一
部
も
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
可
」
と
す
る
経
し
げ
な
フ
ロ

o一
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
法
的

「
機
械
が
悪
い
の
で
は
な
く
創
造
的
で
健
全
な

A

M
業

界

|

チ

ャ
ー
ト
を
手
に
し
て

い

、川
一

措
置
が
と
ら
れ
な
い
限
り
、

そ
れ
を
使
う
人
聞
の
方
が
悪
は
、
と
て
つ
も
な
い
苦
労
を
る
者
が
い
る
そ
う
で
あ
る
。

清
一

当
分
こ
の
テ
ー

マ

か

ら

離

れ

「

|

」

こ

の

「
一
O
%以
上
な
ら
出
版
売
事
務
所
を
移
転
、

五
月

匹一
片
山
バ
い
門
れ
ド

一制
一
自
分
で
守
る
権
利

伊
川
け
旧
日
間
十
日
間
寸
九
け
疑
問
け
い
。

十一

化
が
、
政
府

・
自

民

党

か

ら

「

1
1

違
い
で
あ
る
。
間
違
っ
た

法

市

北
区
西
天
満
一
の
七
の
四
、

円
一
提
案
さ
れ
た
時
点
か
ら
す
で
い
の
だ
」
と
主
張
し
な
が
ら
、

解
釈
を
も
と
に
、
進
法
な
い
協
和
中
之
島
ビ
ル
、
古
一
三

日
一

に
一
年
以
上
経
過
し
た
こ
と
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン

が

ど

う

い

し

脱

法

行

為

を

行
な
っ
て

も

二

l
一
三

O
O、
高
川
崎
由
之

5
一
に
な
る
が
、

「
ゲ
l
ム

セ

ン

う

ふ

う

に

悪

く

、

ど

の

よ

う

だ

れ

も

助

け

て

は

く

れ

な

い

。
社
長
。

唱一

タ
!
等
」
の
風
営
化
の
理
由
に
改
善
し
て
い
く
の
か
、
ま

結

局

、
自
分
た
ち
め
権
利
は

同

・
東
京
販
売
ギ
務
所
H

M
一
は
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
た
が
、
る
て
実
態
に
即
し
た
改

善

策

自

分

た

ち

で

守

る

し

か

な

い

東

京

都

港

区

南

麻

布

三
の
十

法
改
正
に
よ
り
新
風
営
法
の
を
示
し
て

い

な

い

の

で

は

な

の

で

あ

り

、
そ
の
た
め
に
は
九
の
二
十
三
、
オ
ー
ク
南
麻

も
と
で
そ
れ
ら
理
由
と
さ
れ
い
か
、
と

思

わ

れ

る

。

そ

の

法

令

な

ど

を

よ

く

勉

強

、

す

る

布

ピ

ル

H
F
、
宮
凹
凹
二
l

る
状
況
が
改
善
さ
れ
る

の

か

結

果

既

成

服

の

合

わ

な

い

こ

と

が

必

要

で

あ

る

。

三

O
八
一
、
松
本
利
勝
所
長
。
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白口

ア
イ
レ
ム
が
子
会
社
を
設
立

東
京
販
売
事
務
所
も
移
転

背
負
い
込
む
こ
と
に
な
っ
た

が
、

こ
れ
も
法
的
無
知
や
そ

の
他
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ

っ
た
か
ら
と
も
思
え
る
わ
け

で
、
…
早
に
愚
痴
を
こ
ぼ
す
こ

と
よ
り
、
自
ら
進
ん
で
状
況

の
改
善
に
采
り
出
す
こ
と
が

業
界
人
ひ
と
り
ひ
と
り
に
盟

• • 
~，. ，:. . 

ロ

J4a 

"t 

ロロ

ーミ
] 

a・・・四・.
ロロ . 

一・ 白‘ ーー
一ー . . 

リ
4

6つの秘密工場を爆破せよ

-工場の位置を確かめよ

空母または駐機場でのエネルギー及び爆弾の補給

宿区孟

空母・ヘリコプター

闘車主

オペレーターのパートナー

1入よりも2入@カで
書院務内容…

・ゲームコーナーの共同経営

・ゲームマシンの長期制賦販売

・長期資金融資

ケイ・アミューズメントリース額
東京(425)8102 大阪(365)8879

• • TEL 03(254)1781 
TEL 06(245)4155 
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4
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A
E
-
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式

認

仲

源

問
仁

-e-劉

摘

盟
問問

実

問駆
使

諮
干101

干542

。1984Will Wright 

t) 1985 Nintendo 

Licensed from 助副知tKK副知代U版E

"ALERT"のサインには要注意.グ

で
は
こ
の
ほ
ど
、
同
祉
の
日

本
代
表
に
井
川
兵

一
氏
を
任

命
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
同
社
は
昨
年
来
、
日
本

の
開
発
ゲ
ー
ム
を
米
国
で
許

諾
生
産
す
る
な
ど
、
日
米
間

の
橋
波
し
業
務
に
カ
を
入
れ

て
お
り
、
今
回
の
日
本
代
表

任
命
で
、
日
米
間
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か

一
一
層
円

滑
に
な
る
と
し
て
い
る
。

キ
ッ
ト
コ
l
プ
社
は
こ
れ

ま
で
、
日
本
の

T
V
ゲ
l
ム

「
ク
ラ
ウ
ン
ズ

・
ゴ
ル
フ
」

(
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
、
テ
ー
ブ

ル
型
の
み
)
、

「
チ
ャ
イ
ニ

ー
ズ
ヒ
ー
ロ
ー
」

(
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
の
み
)
を
米
国
シ
カ

ゴ
郊
外
で
許
諾
生
産
し
て
き

て
い
る
。
こ
の
問
、
同
社
は

ス
タ
ー
ン
社
の
工
場
を
使
用

し
て
き
た
が
、
ス
タ
ー
ン
社

の
閉
鎖
と
と
も
に
、
工
場
を

移
転
し
て
い
る
。

キ
y
ト

コ
ー
プ
社

・
日
本

代
表
H
H
東
京
都
中
央
区
八
丁

峨
二
の
七
の
一

、
大
石
ビ
ル

6
F
、
明
正
交
易
起
業
側
内
、

官
五
五
五

l
一
八
二
七
、
井

川
真
一

・
白
本
代
表
。

社
名
変
更

サ
ン
企
画
側

(旧

・
附
サ

ン
ラ
イ
ズ

)
1
横
浜
市
緑
区

岡
山
小
町
三
十
の

一
、
中
村
ビ

ル
、
宮

(
O凹
五
)
九
八

一

|
八
三
一

七
、
水
越
秀
明
社

長。

事
務
所
移
転

日
本
カ
プ
セ
ル
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
附

l
東
京
都
新
宿
区
歌

舞
伎
町
こ
の
十
七
の
七
、
松

宝
ビ

ル、

宮
ニ

O
九

l
三
三

五

一
、
演
回
典
房
社
長
。トライアヴト

る.グガ見えての予ホラ、
q・• 

lここ13¥んポートくるくる絵あわせ

高収益を約束する卜ーゴの新製品

レール走行ロボ
R四 BOYR-LADY 

1白L..1iI. 

.e ~'ザ~』
Z- ‘ 
'〆ァ

MOGY & MOGしIN
モギ-&モクリン

-c' • 

ピーターくんの
おかいもの

ガんばれ
ゴリくん

冨E---園開園

‘る

‘『
9 
.~ 

ー
... 

未来を創造する、電子技術の

i|:判 iヴエタィヨト器
本 社.干167東京都杉並区上荻2-3卜12ピース荻窪 包(03)392-4151

o NH  K総合テレビの人気番組。おかあさんと

いっし ょ"のニコニコ プンのキャラクタ ーで

すから、子供違に大人気まちがい年 L/

マ91-29985

。顔・綱・足の 3牧の絵を

組合わせて遊ぶゆかいな

景品ゲーム畿です。

マ91-29887

0世界最小の回転半後。従来の常訟では考えられない、

バリエーションに富んだレイアウトができます。AC

電源でもバッテリーでも御使用になれます。耳1)途コー

ス設計致しますのでお申 Lつけ下さい。

。従来のもぐら退治をカラフルにグレード

アップ。ロケーシ ヨンのシンボルに、 女

性客のキャ yチに最高です。

。ゲームを しなカずら、

たし算ひき算の勉強

ができる楽しい景品

ゲーム鍍です。

'W91-28186 

。ゲームの結果が、ゴ

リ〈んの動き で現わ

れるユニークな景品

ゲーム機です。

マ91-29887

• • フィールテ'1ングテストパッテイングテストピッチングテスト

社干152 東京都目 ~!:HR八芸1-5-7 *娯ピル 含 (03)718-6521(版J42E}
FAX . (03)725-2420 T L X .246-6310 T 0 G O. J . 

第一工場:干223t黄浜市港:1仁1，{綱島東5-4-6 ft(045) 531-6001 

FAX . (045) 542-8274 

本

株式会社
(旧itr.東洋娯楽機株式会社)

マ91-26038

.;pM，亙 !D ...-.;;;; 

'ーーニ'r
名古屋営業所・〒464名古屋市千滋区審問通 りか28ft( 052) 762・5222

大阪営業所:干550大阪市西区京町堀2・14・22兼吉ピJレft(06)448-860 1 

縄問営業所:干812t;伺市博多区博多駅東3-13-12蒜向島ピル含(092)474-0120

研究所:干167東京都杉並区南荻窪4-41-10データイーストビル含(03)331-5441

札幌営業所 干060札幌市中失区北一条西19-2-1伊蕗ピル3Fn(01l)61ト9271

仙台営業所.〒980仙台市上杉ト15-24林産上杉ピル含(0222)63-0646
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図
る
よ
う
に
し
た

い
。
で
き

れ
ば
・容
の
滞
留
時
間
を
延
ば

す
た
め
に
も
ゲ
ー
ム
機
の
ほ

か
ス
ナ

ッ
ク
的
な
設
備
や
シ

ョ
ー
ケ
ー
ス
、
電
話
ボ
ッ
ク

ス
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を

併
設
し
た
複
合
宿
に
し
て
い

き
た
い

の
だ
が
」
と
語
る
。

「
カ
ジ
ノ

・
ポ
ー
ト

・
マ

l
メ
イ
ド
」
は
柳
通
り
と
的

国
通
り
が
交
わ
る
角
地
に
あ

り
、
人
通
り
も
多
く
三
丁
目

界
限
で
は
最
も
立
地
条
件
に

忠
ま
れ
た
ゲ
ー
ム
場
。
庖
内

フ
ロ
ア
は
約
百
平
ト
刀
打
川
で、

フ
ロ
ア
奥
に
は
対
人
ゲ
ー
ム

機
と
テ
ー
ブ
ル
川
上
T
V
ゲ
ー

ム
機
を
、
中
央
部
分
に
は
メ

ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
を
、
入
口
部

分
に
は
コ
ッ
ク
ピ

y
ト
な
ど

大
相
T
V
ゲ
ー
ム
機
を
配
議

し
て
い
る
。
機
械
桃
成
は

T

V
ゲ
ー
ム
機
約
十
台
、
そ
の

他
ア
ー
ケ
ー
ド
機

一
台
、
メ

ダ
ル
ゲ

i
ム
機
約
二
J
l

台
、

対
人
ゲ
l
ム
機
こ
れ
で
、
総

機
械
台
数
は
三
十
数
台
と
な

っ
て
い
る
。
同
屈
の
十
日
姓
氏

は
「
客
層
は
子
ど
も
か
ら
五

十
代
ま
で
と
幅
広
く
、
常
連

よ
り
も
フ
リ
ー
容
が
多
い
よ

う
だ
。
当
山
の
メ
イ
ン
が
対

ロ
ケ
数
は
ほ
ぼ

、N hR

.. 
e院

"..1f.' 

a田崎・
¥ 

新
宿
駅
東
U

(
そ
の
三
)

と
し
て
今
回
は
新
宿
三
丁
目

を
中
心
に
、
前
凶
お
よ
び
前

々
凶
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た

歌
舛
伎
町
の
ゲ
ー
ム
場
も
合

わ
せ
て
取
り
上
げ
る
。
歌
舛

伎
町
が
さ
ま
ざ
ま
な
娯
楽
地

設
の
集
中
し
た

一
大
レ
ジ
ャ

ー
ゾ
ー
ン
を
形
成
し
て
い
る

の
に
対
し
、
三
l
目
は
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
衡

と
な

っ
て
い
る
。
な
か
で
も

新
山
似
通
り
に
は
伊
勢
判
川
、
丸

井、

三
越
な
ど
の
ん
ア
パ
ー
ト

の
ほ
か
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
山
中
川

崎
な
ど
が
亦
ん
で
お
り
、
日

中
は
シ

ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
山
本
し

む
家
紋
連
れ
や
同
f
・生、

O
L

な
ど
で
賑
わ

っ
て
い
る
。

タ
ト刀
か
ら
涼
伐
に
か
け
て

最
も
泊
、
似
を
呈
す
る
歌
抑
伐

聞
に
比
べ
る
と
、
佼
問
は
さ

す
が
に
除
け
さ
を
取
り
一
民
す

が
、
そ
れ
で
も
新
絹
駅
前
だ

け
あ

っ
て
佼
巡
く
ま
で
人
泌

り
は
絶
え
な
い
よ
う
だ
。

新
宿
三
丁
口
に
は
攻
作
六

析
の
ゲ
ー
ム
坊
が
運
営
さ
れ

以
前
は
新
宿
通
り

て
い
る
。

• • 
人
ゲ
i
ム
機
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
入
府
客
が
な
ご
や
か

な
気
持
ち
で
遊
べ
る
よ
う
な

雰
闘
気
作
り
を
心
が
け
て

い

る
。
フ
ロ
ア
が
せ
ま
く
設
置

台
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、

機
械
で
勝
負
と
い
う
よ
り
も

ゲ
ー
ム
場
の
が
囲
気
で
特
色

を
山
し
て
い
き
た
い

」
と
諮

る
。
ま
た
同
氏
は

「新
風
常

法
に
よ
り
土
曜
日
の
終
夜
営

業
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

に
加
え
、
午
後
寸
時
半
を
過

g
る
と
存
の
数
も
か
な
り
減

っ
て
き
て
お
り
売
り
上
げ
は

と
語
る
。

ダ
ウ
ン
し
て

い
る」

定
で
推
移

「ゲ

l
今

ァ

ン

タ
ジ
ア
・

ラ
ベ

l
ル
」
は
中
二
階
と
地

下
と
の
運
営
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
フ
ロ
ア
而
柏
は
約
百
平
方

灯。

機
械
構
成
は
T
V
ゲ
ー

ム
機
約
五
十
台
、
フ
リ
ッ
パ

l
三
台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー

ド
機
四
台
、
メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム

機
約
三
十
台
と
な
っ
て
お
り
、

総
機
械
台
数
は
約
九
十
ム
口。

同
屈
の
宮
永
応
長
は
「
中
二

階
は

T
V
ゲ

l
ム
機
を
中
心

に
、
ま
た
地
下
フ
ロ
ア
は
大

別
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
を
メ
イ

ン
に
し
た

レ
イ
ア
ウ
ト
で
、

地
下
の
み
寸
八
歳
未
満
者
の

入
場
を
禁
止
し
て
い
る
。
ゲ

ー
ム
料
金
は
ア
ー
ケ
ー
ド
機

が

一
律
百
円
で
、
メ
ダ
ル
は

一
枚
三
十
円
に
設
定
し
て
い

る
。
当
自
の
客
層
の
ほ
と
ん

ど
は
大
学
生
や
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
山
め
ら
れ
て
い
る
が
、

ス
タ
ジ
オ

・
ア
ル
タ
の
す
ぐ

a問
、

‘A君 事

-、E¥ 

.. 

裂
に
あ
る
こ
と
か
ら
ア
ベ
ッ

ク
な
ど
の
待
ち
合
わ
せ
場
所

と
し
て
も
よ
く
利
用
さ
れ
て

い
る
。
当
屈
は
新
宿
駅
の
す

ぐ
近
く
に
あ
る
が
、
ア
ル
タ

長
は
他
の
通
り
に
比
べ
る
と

通
行
最
も
少
な
い
の
で
、
そ

れ
ほ
ど
恵
ま
れ
た
場
所
で
も

な
い
よ
う
だ
」
と
語
る
。
ま

た
同
氏
は
「
入
口
部
分
に
ヒ

ッ
ト
商
品
や
ニ
ュ

ー
マ
シ
ン

な
ど
を
誼

い
て
答
の
導
入
を

ょ
の
写
真
は

?ケ
|
今
ァ
ン
タ
ジ
ア
・
ラ
ベ

ー

ル
」
の
中
二
階
で
ア
ー
ケ
ー
ド
機
を
中
心
に
レ
イ

ア
ウ
ト
。
左
は
向
庖
の
唐
一
鎖
の
よ
う
す'

b
F一
日

!
・
V
マ

上の写真は「プレイシティキャロット

新宿后J の地下フロア。下の写真は当

面は管漫画の強化を進めながら、ヤン

グアダルトに対象を絞った運営を行な

っていくとする同屈の才田啓一庖長

を
岐
に
南
北
に
そ
れ
ぞ
れ
三

軒
ず
つ
の
ゲ
ー
ム
場
が
あ
っ

た
が
、
こ
の

一
年
間
に
新
規

オ
ー
プ
ン
と
ビ
ル
建
て
伴
え

に
伴
な
う
閉
山
が

一
軒
ず
つ

あ
り
機
相
を
変
え
て
し
ま

っ

た
。
し
か
し
ゲ
|
ム
場
数
に

つ
い
て
は
こ
こ
数
年
聞
は
ぽ

一
定
で
推
修
し
て
お
リ
、
過

当
競
争
き
み
の
歌
舞
伎
町
に

比
べ
る
と
、
そ
れ
な
り
に
必

ち
柏
い
た
巡
営
を
行
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

さ
て
新
出
通
リ
北
側
に
は

凶
軒
の
ゲ

l
ム
坊
が
あ
る
。

ま
ず

「
プ
レ
イ
シ
テ
ィ
キ
ヤ

ロ
ッ
ト
新
市
山
」
は
、
側
ナ

ム
コ
が
展
開
し
て
い
る
都
市

川h
ゲ
ー
ム
場
の
ひ
と
つ
で
あ

1"手
主R4

!:t~ 

〆守、
・『陶剛-

一
階
と
地
下
の
運
営
で

フ
ロ
ア
而
績
は
そ
れ
ぞ
れ
約

白
一
平
方
灯。

地
下
フ
ロ
ア
に

は
T
V
ゲ

l
ム
機
の
み
三
卜

Tl
h
を
、
ま
た
一
時
に
は
了

V
ゲ
!
ム
機
二
十
八
台
、
フ

リ
ッ
パ
l
四
台
、
l
u

い
機
ニ

ム
け
を
設
置
し
て
お
り
、
総
機

械
の
数
は
約
七
ト
向
。
鹿
内

の
山抑
止
や
天
井
は
内
で
統
一
さ

れ
て
お
り
、
明
る
く
消
淑
な

感
じ
に
な
っ
て
い
る
。
同
席

の
'
J
間
同
長
は
「
札
帆
か
ら

問
月
に
転
任
し
て
き
た
ば
か

り
な
の
で
、
当
耐
は
符
附
や

ピ
ー
ク
時
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

印
か
ら
当
防
の
見
出
し
を
進

め
な
が
ら
管
理
耐
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
附
っ
て
い
き
た
い
。

レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
も
変
一史
し

た
い
が
、
新
川
公
刊
法
に
関
す

る
山
叩
治
省
飯
と
の
兼
ね
合
い

で
五
月
ま
で
は
で
き
な

い
だ

ろ
う
。

レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更

が
可
能
に
な
れ
ば
ヤ
ン
グ
ア

ダ
ル
ト
に
対
象
を
絞

っ
た
も

の
に
し
て
い
く
予
定
。
具
体

的
に
は
府
内
を
さ
ら
に
明
る

く
し
て
女
性
客
で
も
気
悦
に

入
れ
る
も
の
に
し
た
い
。
ま

た
地
下
フ
ロ
ア
に
は
パ
ブ
リ

ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
、

映
像
な
ど
を
使
っ
た
イ
ベ
ン

ト
を
組
み
た

い
」
と
語
る
。

さ
ら
に
同
氏
は
「
般
に
貼
っ

て
あ
る
ゲ
ー
ム
機
の
ポ
ス
タ

ー
は
販
促
悶
と
し
て
存
に
サ

ー
ビ
ス
し
、
そ
の
代
わ
り
に

季
節
感
を
表
わ
す
装
飾
を
地

し
、
ゲ
ー
ム
機
に
は
遊
び
方

な
ど
を
説
明
し
た
ず
書
き
の

も
の
を
貼

っ
て
い
く
。
ま
た

ロ
ケ
テ
ス
ト
機
な
ど
も
多
く

ぷ
置
し
て
、
終
へ
の
還
元
を

左は「プレイシティキャロット新宿

底J の庖頭。下は同后の 1階部分。

庖内の縫や天井は自で統ーされ、明

るく清潔f撃のある雰囲気がする

園

cK1 

る

• 
竪き

• • 

u 日

置• -一見

'ρν
夕
、

図
っ
て
い
る
。

T
V
ゲ
ー
ム

機
と
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
を
併

設
し
て
い
る
が
、
売
り
上
げ

は
T
V
ゲ
ー
ム
機
が

い
い
。

T
V
ゲ
l
ム
機
で
は
ド
ラ
イ

ブ
も
の
は
客
の
つ
き
も
い
い

よ
う
だ
。
ま
た
自
分
の
熟
練

度
が
縦
か
め
ら
れ
る
も
の
は

比
絞
的
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
が

長
い
。
メ
ダ
ル
ゲ

i
ム
機
に

つ
い
て
は
ダ
ー
ビ
ー
タ
イ
プ

の
大
明
機
を
メ
イ
ン
に
し
た

運
営
を
行
な
っ
て

い
る
が
、

フ
ロ
ア
而
績
が
せ
ま
い
こ
と

か
ら
今
後
は
小
型
で
し
か
も

魅
力
の
あ
る
メ
タ
ル
ゲ
ー
ム

機
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
ま

た
ビ
ン
ゴ
機
の
導
入
も
検
討

し
て

い
る
。

ビ
ン
ゴ
の
遊
び

方
を
教
、え
る
こ
と
に
よ
り
、

従
業
員
と
お
容
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
か
ら
。

新
風
営
法
の
施
行
で
深
夜
営

業
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
売
り
上
げ
は
約
三
割

ダ
ウ
ン
し
て

い
る
。
さ
ら
に

午
後
十

一
時
を
過
ぎ
る
と
極

端
に
客
の
数
が
減
っ
て
し
ま

う
」
と
諮
る
。

「新
宿
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
」

は
以
前
は
靖
国
通
り
に
而
し

て
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

の
ほ
ど
営
業
場
所
を
サ
ン
パ

可

上の写真は「ゲームファンタジア・さくら通り J の1吉内。下は rゲームフ

ァンタジア・ラベーJL.-Jの地下フロアで大型メダルゲーム機がメイン

一一一 一 ・1ド&15崎、¥沖 #ill1iiI:i:r:~ w::出 昼
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J刊場長
v 

'

こ

注

量

J
《

7
ル
ケ
1
祥
地
油
開
方
朱
満
塁
司陣

蔚
遊
び
に
事
北
ま
せ
ん

ー
ク
ビ
ル
の
地
下
フ
ロ

ア
に

移
し
た
も
の
。
庖
内
は
白
を

基
本
に
し
た
配
色
と
な
っ
て

い
る
た
め
比
較
的
明
る
い
感

じ
に
な
っ
て
い
る
。
約
三
十

平
方
幻
と
小
規
模
な
フ
ロ
ア

に
、
T
V
ゲ
ー
ム
機
の
み
三

十
丘
台
を
設
置
。
ゲ
ー
ム
料

金
は
全
台
一
プ
レ
イ
五
十
円

に
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

中
高
校
生
な
ど
の
占
め
る
制

ム
ロ
が
多
い
よ
う
だ
。

次
に
新
宿
通
り
雨
側
の
地

域
だ
が
、
こ
こ
に
は
こ
肝
の

ゲ
l
ム
場
が
運
営
さ
れ
て
い

zv
。「ワ

ー
ル
ド
ゲ

l
ム

・
メ

ル
」
は
約
二
百
一
半
方
幻
の
フ

ロ
ア
が
あ
り、

こ
こ
に
T
V

ゲ
ー
ム
機
二
十
六
台
、
フ
リ

ツ
バ

l
三
台
、
そ
の
他
ア
ー

ケ
ー
ド
機
数
台
、
メ
ダ

ル
ゲ

岡田・ー

上の写真は「新宿スポーツランド」の庖内。地下での遭営だが、遊戯料金を全台

50門に設定しており中高校生などで賑わっτいる

権
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・ド口ッフ。タイプセレクターF機械部をオールプラスチック製a

グラディウス

ノてブ、ルシステム第 2弾/

異次元空間での宇宙戦争

チャンピオンプロレス

タッグマッチの面白さ/

簡単な操作で豊富なワザ

トギャル

持ち点制TV麻雀ゲーム

ギャルが動いて話をする

l 圃 l illlll ll~-!.

l or l 二・i

自髄酒|

スイー戦場の狼

ライフルと手棺弾を駆使

秘境の地でゲリラ戦展開
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・ l台でコイン使用変更も簡単に可能
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1~柑 と 筏制的ドれあい
これと悶じ街道のコピーliBを正当Z主権利もなしlこ -1iBの総入使用をなさらぬよう醤告叡します。
製造販売し、ま疋{革、鰐入使用し疋蓄に対しては、 ー

主記出願に係る発明警察ガ出願公告され疋僚に法 昭和59ほm.月
lこZ基づく橋賞金を縞*し、主主疋法に基づき使用を
差しとめられることlこもなりますのでかかるコピ 寛代茨取締役安部

毎度務者I製5自宅~i御愛駁鹿島わり績にありがとうござ
いま写。事事主18製缶1<1:、会俸および各部の機偽C
っき、符節、実用新案、 2量匠等を@拐しており、
その-811革、既に登録および公開され、工業所筒
縫によって保議されておりま写。



)
-
i
ム
機
十
二
台
、
計
四
十
数

は
一

ム
ロ
の
ゲ

l
ム
機
を
設
置
。

フ

一
ロ
ア
の
形
は
ほ
ぼ
長
方
形
で
、

一
奥
部
分
に
は
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム

一
機
を
、
ま
た
入
口
部
分
お
よ

一
び
唐
頭
に
は
各
縫
ア

l
ケ

|

一
ド
機
を
機
栂
ご
と
に
ま
と
め

一
て
レ
イ
ア
ウ
ト
。
同
屈
を
運

一
併
出
す
る
鮒
東
京
キ
ャ
ビ
オ
|

一
ト
営
業
部
の
山
本
課
長
は

「
客

一
層
は
ヤ
ン
グ
か
ら
年
輩
者
ま

で
幅
広
い
。
夜
間
よ
り
も
畳

間
の
方
が
容
の
入
り
は
い
い
。

と
く
に
土

・
日
曜
日
に
は
午

前
中
か
ら
学
生
な
ど
で
賑
わ

っ
て

い
る
。
ま
た
近
く
に
場

外
馬
券
売
り
場
が
あ
る
の
で
、

競
馬
附
催
日
に
は
馬
券
を
持

っ
た
ゲ
ー
ム
客
の
姿
も
回
・斗

っ
て
い
る
。
当
病
で
は
メ
ダ

ル
ゲ

i
ム
機
に
重
点
を
置
い

て
運
営
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

T

V
ゲ

l
ム
機
も
含
め
ヒ

ッ

ト
マ
シ
ン
を
導
入
し
て
、グ

レ

ー
ド
ア

ッ
プ
を
図
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

T
V
ゲ
l
ム
機

に
つ
い
て
は
ニ

ュ
l
マ
シ
ン

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
麻
雀
も

の
に
人
気
が
あ
る
」
と
語
る
。

ま
た
同
氏
は
「
新
風
営
法
に

よ
り
深
夜
営
業
が
で
き
な
く

な
っ
た
が
、
こ
の
界
限
で
は

以
前
か
ら
深
夜
容
は
少
な
か

っ
た
の
で
、
同
法
に
よ
る
彩

科
は
少
な
い
」
と
語
る
。

「
ゲ
ー
ム
イ
ン

・
ラ
ス
ベ

ガ
ス
」
は
全
国
的
に
酬
排
出
吋

門
脂
「
マ
イ
ア
ミ
」
チ
ェ

ー

ン
を
持
っ
て
い
る
酔
心
興
業

附
の
運
営
。
フ
ロ

ア
商
品
慨
は

約
二
百
平
方
れ
で
、
T

V
ゲ

ー
ム
憾
の
み
凹
ト
ニ
ム
ロ
を
設

第三掻郵便物ZE.可

さ
て
歌
舞
伎
町
の
残
り
の

ゲ

l
ム
場
だ
が
、
前
一回
と
前

々
回
の
二
回
に
分
け
て
新
宿

コ
マ
劇
場
の
周
辺
に
あ
る
ゲ

ー
ム
坊
を
取
り
上
げ
た
。
今

回
は
そ
れ
ら
か
ら
少
し
離
れ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
三
軒
の
ゲ

ー
ム
場
を
見
て
み
る
。

ま
ず
「
オ
ス
ロ

l
パ
ッ
テ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
は
歌
鋒
伎

町
の
躍
も
北
側
に
位
置
す
る

ゲ
ー
ム
場
。
一

階
と
二
階
と

の
ニ
フ
ロ
ア
で
運
営
さ
れ
て

お
り
、
フ
ロ
ア
嗣
松
は

一
階

部
分
か
約
六
十
平
方
幻
て
二

階
は
約
百
平
ん
灯
。

一
階
に

は
ア
ー
ケ
ー
ド
機
と
メ
、
ダ
ル

ゲ
ー
ム
機
を
併
設
し
、
二
階

ゲームマシン
省
の
写
真
は
「
カ
ジ
ノ
・ポ
l
ト・
7
l
メ
イ
ド
」

の
底
頭
。
下
は
同
盾
の
庖
内
で
、
対
人
ゲ
l
ム
機

を
メ
イ
ン
に
し
た
運
営
を
行
っ
て
い
る

第260号

一一、ーノをそき

1985年5月15日

• • 
第三被郵便物認可

.. 

，ーーー'"_ =-ー， 十

第260号

k 

品;久
院円、

ゲームマシン

計
三
十
数
台
を
設
置

し
て
い
る
。
同
居
の
中
間
氏

は
「
こ
こ
は
歌
舞
伎
町
の
中

心
地
か
ら
は
ず
れ
て
お
り
、

し
か
も
三
階
で
の
運
営
と
い

う
こ
と
か
ら
、
ゲ
ー
ム
を
目

的
に
来
る
人
は
少
な
い
よ
う

だ
。
そ
れ
で
も
畳
間
は
学
生
、

夕
方
か
ら
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン

や
近
所
の
腐
の
従
業
員
な
ど

が
ゲ
ー
ム
機
で
楽
し
ん
で
い

一ム口、

「東京・新宿東口」については 3固に分けて
燭載した。今回は「新宿東口その 3J として

新宿三丁目を取り上げた。肯は前2固で取り
上げたゲーム場

ロ
3 

京・新宿
(その

全国市街地ゲーム場

1985年5月15日( 9 ) 

カジノ・ポート・マーメイド 新宿区新宿3・

21-7、東新ピlし、 念352・4331、直営=鮒喜久

屋 園

プレイシティキャロット新宿后 新宿3-21-9、

tr352-5346、本社=側ナムコ(合736-1211)

図

ゲームファンタジフコ ・ラーベル 新宿舎22-3、

三懇ピル、 tr341・0320、本柱=骨骨シクマ(怨

486・2841) 図

ゲームファンタジア・さくらi盈り 敏鍔伎町

1-6-8、敏舞伎会館、 tr208・0442、本従=1司』二

回

新宿スポーツランド 新宿3・22・15、合なし、

本柱=新宿サンJIーク〈合352・5352) 園

ワールドゲーム-メル 新宿3-28-7、tr350・

6869、本主1=側索京キャピオート (tr404・30

56) 図

ゲームイン ラスベガス 新宿3-34・8、合35

4-7188、本主1=喜平l似興業開 (tr354・7091)

園

ゲームセンターm事宇 宙究舞伎町1-24、風総会

舘3階、 tr209・0861、霊営=風寺本会館(ft20 

9・1411) 図

オスローパッテングセンタ- aJ!舞伎町会34

4、ft208・8130、/.$:宇I=附コオスローインター

ナショナル(包200-4107) 悶

! データ (順不同)

躍
し
て

い
る
。
鹿
内
の
壁
に

は
+H
い
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
な

ど
を
貼
っ
て
ゲ
ー
ム
場
の
雰

囲
気
を
帰
り
L
L

げ
て
い
る
。

客
層
と
し
て
は
学
生
や
ヤ
ン

グ
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
が
中

心
に
な

っ
て
い

る
。

ー;司
同
九
(
¥

1
i
1
1
 

よ
ツ
‘

• • 

ょ
の
写
真
は
「
オ
ス
ロ
l
パ
ッ
テ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
』

の
二
階
フ
ロ
ア
で
、
高
校
生
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

左
の
写
真
は
同
庖
の
庖
頚
の
よ
う
す

F 
げ
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
」

と
語
る
。
ま
た
同
氏
は

「
新

風
常
法
を
遵
守
し
て
午
前
雰

時
に
は
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
の

入
口
を
閉
じ
て
し
ま
う
。
歌

舞
伎
町
は
こ
れ
ま
で
、
砂
深
夜

の
町
u

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

焼
か
っ
た
が
、
同
法
に
よ
り

ビ
リ
ヤ
ー
ド
客
や
卓
球
客
も

減
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
語
る
。

「ゲ

l
今

ァ
ン
タ
ジ
ア
・

データの見方Iel:、をから巴名、所在地、電話

番号、経営者、そしてJt!l図上の位置を示すZ番
号のj煩とZまっている。

は
T

V
ゲ
ー
ム
機
の
み
設
山
直

し
て
い
る
。
機
械
憐
成
は

T

V
ゲ
ー
ム
機
問
寸
二
台
、
そ

の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
」
ハ
台
、

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
十
五
ム
け
で
、

総
機
械
台
数
は
約
六
十
台
。

ゲ
ー
ム
機
設
禽
フ

ロ
ア
は
道

路
側
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、

し
か
も
府
内
の
畦
は
ガ
ラ
ス

張
り
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

山
内
は
非
常
に
明
る
く
健
康

的
で
あ
る
。
同
席
の
諸
僑
町

長
は

「
こ
の
界
限
で
パ
ツ
テ

ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
当
胞
を

含
め
二
軒
し
か
な
く
、
当
脂

に
来
る
容
の
ほ
と
ん
ど
は
パ

ツ
テ
ィ
ン
グ
を
目
的
に
来
て

い
る
よ
う
だ
。
客
層
と
し
て

は
高
校
生
か
ら
ヤ
ン
グ
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
多
い
。
ま
た
ア

ベ
y
ク
容
な
ど
も
わ
り
と
多

く
、
男
性
が
パ

ッ
テ
ィ
ン
グ

を
し
て
い
る
問
に
女
性
が
ゲ

ー
ム
を
遊
し
ん
で
い

る
姿
が

見
ら
れ
る
。
新
風
営
法
後
は

と
く
に
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
の

光
リ
上
げ
が
孫
ち
て
い
る
よ

う
だ
」
と
語
る
。

「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
風
林
」

は
区
役
所
通
り
に
耐
し
た
風

林
会
館
の
三
階
に
あ
る
ゲ
ー

ム
場
で
、
同
じ
フ
ロ
ア
に
は

ビ
リ
ヤ
ー
ド
場
、
巾
球
場
が

設
計
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ー

ム

場
の
フ
ロ
ア
陶
績
は
約
百
十

平
方
幻
て
、
T

V
ゲ
ー
ム
機

ニ
イ
三
台
、
フ
リ
ツ
パ

1
凹

台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機

しハ
台
、
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス

-ー、.‘'..，.， 叫
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さ
く
ら
通
り
」
は
風
俗
闘
述

営
業
所
が
軒
を
並
べ
る
さ
く

ら
通
り
で
の
連
法
。

フ
ロ
ア

凶
械
は
約
二
百
五
十
一平
方

μ

あ
り
、
こ
こ
に

T

V
ゲ

i
ム

機
約
六
十
台
、
フ
リ

ツ
パ
!

八
台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド

機
三
台
、
計
七
十
数
台
の
ゲ

ー
ム
機
を
設
置
し
て
い
る
。

同
病
め
日
比
野
氏
は
「
当
脂

ょの写真は rゲームイン・ ラスベガス』のI古内のようす。古い映画な
どのポスターを鮎ってゲーム場の雰囲気を盛りよげている

「ゲームセンター風林J の庖肉。同じフロアにビリヤードや卓球施設

があり、それらの待ち時間にゲームで遊ぶ人が多いようだ

で
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
や
近
所
後
ほ
と
ん
ど
の
府
で
は
売
り

の
自
の
従
業
員
な
ど
が
多
く
、
上
一げ
ダ
ウ
ン
を
余
儀
な
く
さ

子
ど
も
は
ほ
と
ん
ど
来
な
い
。
れ
な
が
ら
も
法
律
に
遵
守
し

以
前
は
メ
、
タ
ル
ゲ

l
ム

機

も

た

健
全
営
業
を
進
め
て
い
る

設
置
し
て
い
た
が
今
は
ア
|

ょ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
な

ケ
|
ド
機
の
み
を
置
い
て
い
か
に
は
管
埋
者
の
常
附
則
し
て

る
」
と

諮

る

。

い

な

い

ゲ

l
ム
場
も
見
ら
れ
、

以
上
三
回
に
分
け
て
新
宿
五
月
十
三
日
を
目
前
に
し
て

来
日
の
ゲ
ー
ム
場
を
見
て
き
い
さ
さ
か
気
に
か
か
る
と
こ

た
が
、
新
風
営
法
の
地
行
以
ろ
で
あ
る
。

岬_，...吋同

十1
....... .刊

一二一
リ

hF
 

J
 

P

E

‘nhr
-

る
。

ビ
リ
ヤ
ー
ド
や
卓
球
な

ど
の
待
ち
時
間
や
帰
リ
に
ゲ

ー
ム
を
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど

な
の
で
、
ゲ
ー
ム
場
の
売
り

上
げ
は
三
階
に
来
る
人
数
に

ほ
ぼ
比
例
し
て

い
る
。
設
置

機
械
に
つ
い
て
は
大
人
客
が

多
い
こ
と
か
ら
ポ
ー
カ
ー
や

麻
雀
な
ど
を
内
容
と
し
た
も

の
に
人
気
が
あ
る
よ
う
で
、

新
製
品
を
遣
い
て
も
売
り
上

『 、‘、、

-
• • 

右
の
写
真
は
「
ワ
ー
ル
ド
ゲ
l
ム
・
メ
ル
」
の

庖
一娘
。
下
は
同
庖
の
庖
内
で
、
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム

幽慨を
メ
イ
ン
に
し
た
運
営
を
行
な
っ
て
い
る

F為

回

国

円

υ一
回

庁
b
a
沢

右
業
C
A
E
W

体が

Sつのタイプに

1つの
JいベFヲベづ

三J二jf71UlノV

.1. 

チェンジアップ官主体は、それぞれの

ロケーション、用途に合わせて有効的

に使用できます。狭い所にはコンパク

トテーブル、壁ぎわ ・デッ ドスペース

にはシングルプレイタイプ、そして従

来のワイドテーブルと、そのほか様々

な使い方で機能性を発揮/

一打逆転
好評発売中/

価格 1.240，000円

テ、ィクタPグII
新発売/

PCBキット価格 138.000

マーブルマッドネス
新発売ノ

本体定価 980.000円

株式会社幻事レコ
干158東京都世田昔区上用賀 5-24-9 

TEL 03・420・2271
TELFAX 03-420・2280

~_.-づW
\~づヤソ

.;喝さ 600-700個別(シ ンク勺νタイ 7'600-9ヲ5mm)

・幅 600mm(ワイドテープル860mm) ・奥行560mm

仕I(コン トロールパネ沖合む656・m) ・天板角度0・~
様I30'， 5・討に腕可能 ・ACI∞V 75W 50/削 Z.1収容可能最大法板寸法総400.mX奥行310mmX ' 

i喝さ60剛

.1(. 

実用新案出願中
(旧社名:手塚商会)

T E L 0798-66-0811 (イ~)

(株)テヅカ私たちはギャンブル機やコピー機のない、

健全な AM業界をめざしています。
たゆまぬ努力で正しいコースを



ゲームマシン
第三禄郵便物認可ゲームマシン第260号1985年5月15日、、.，，1

 
1
 

，，，‘、
(10) 第三線郵便物認可第260号1985年5月15日

• • 

3去

ー，

例

員。

新
風
営
法
(
風
俗
営
業
等
の
規
則
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
闘
す
る
法
律
)

で
都
道
府
県
の
条
例
に
委
任
し
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
は

「新
風
営
法

・
施
行

条
例
」
と
し
て
全
国
四
十
七
都
道
府
県
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

「施
行

条
例
」
で
さ
ら
に
そ
の
都
道
府
県
の
公
安
委
員
会
に
委
任
し
て
い
る
事
項
が
あ

り
(
な
い
県
も
い
く
つ
か
あ
る
)
、
そ
の
委
任
事
項
に
つ
い
て
都
道
府
県
公
安

委
員
会
規
則
が
出
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
う
ち
い
く
つ
か
の
主
な
「
施
行
条

例
随
行
規
則
」
を
掲
載
す
る
(
神
奈
川
県
は
本
紙
第

m号
に
掲
載
ず
み
)。

こ
れ
ら
の

「施
行
条
例
施
行
規
則
」
で
は
、
①
地
域
制
限
の
緩
和
地
域
、

②

特
別
の
日
の
規
定
の
限
定
化
な
ど
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

都
道
府
県
に
よ
り
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。

《
編
集
部
》

(
東
京
都
)

風
俗
営
業
等
の
規
制

及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
施
行
条
例
の
施
行
に
関
す
る

規
則(昭

和
六
十
年
二
月

一
日

公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
)

東
京
都

(
風
俗
営
業
の
営
業
所
の
設
置
を
特

に
制
限
す
る
地
域
の
特
例
)

第
一
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行

条
例
(
昭
和
五
十
九
年
東
京
都
条
例

第
百
二
十
八
号
。
以
下
「
条
例
」
と

い
う
。)
第
三
条
第

一
項
第

一
回
す
の
規

則
で
定
め
る
地
域
は
、
近
隣
商
業
地

域
及
び
商
業
地
域
に
隣
桜
し
、
か
っ
、

当
該
地
域
か
ら
の
距
離
が
二
十
メ
ー

ト
ル
以
下
の
区
域
と
す
る
。

第
二
条

条
例
第
三
条
第
一
項
第
二
号

た
だ
し
替
の
規
則
で
定
め
る
地
域
は
、

次
の
各
号
の
区
分
に
従
い
、
当
該
各

号
に
掲
げ
る
区
域
と
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
区
械
の
う
ち
、
風
俗
営
業
の
規

制
に
当
た
り
者
し
い
支
障
が
あ
る
と

東
京
都
公
安
委
員
会

(以
下
「
公
安

委
員
会
」
と

い
う
。)
が
認
め
る
区
域

を
除
く
。

一
近
隣
商
業
地
蛾

大
学
、
病
院
及
び
診
療
所
の
敷
地

か
ら
の
距
縦
が
五
十
メ
ー
ト
ル
以

鉄
道

線

京
阪
電
気

鉄
道

京
阪
線

阪
急
電
鉄

神
戸
線
、
宝
塚
線
、

京
都
線
及
び
千
里
線

本
線
及
び
西
大
阪
線

阪
神
電
気

鉄
道

別
表
第
三

(
第
二
条
関
係
)

笠
屋
町
、
畳
屋
町
、
玉
屋

町、

宗
右
衛
門
的
、
久
左

衛
門
町
、
千
年
町、

千
日

前
一
丁
目
、
千
日
前
二
丁

目、

道
頓
場
二
丁
目
、
難

波
二
丁
目
、
難
波
三
丁
目

及
び
難
波
四
丁
目
の
区
域

区
分

地

域

区市大
北 阪

見
我
野
町、

太
融
寺
町
、

堂
山
町
、
小
松
原
町
、
曽

恨
崎
一
丁
目
及
び
曽
根
崎

二
丁
目
の
区
域

区市大
南阪

(
兵
庫
県
)

風
俗
営
業
等
の
規
制

及
ぴ
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
施
行
条
例
施
行
規
則

(
昭
和
六
十
年
二
月
十
二
日
兵
庫

県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
)

(
趣
旨
)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
施
行
条
例
(
昭
和
三
十
九

年
兵
庫
県
条
例
第
五
十
五
号
。

以
下

「
条
例
」
と
い
う
。
)
に
基
づ
き
、
条

例
の
笑
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
と
す
る
。

(
三
箇
月
以
内
の
期
聞
を
限
っ
て
営

む
風
俗
営
業
の
営
業
所
の
設
置
を
制
限

す
る
地
域
)

第
二
条

条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る

地
域
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

上
の
区
域

ニ

賄

業

地

域

ア

学

校

(
大
学
を
除
く
。)
、
図

書
館
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
敷

地
か
ら
の
距
継
が
五
十
メ
ー
ト

ル
以
上
の
区
域

イ

大

学
、
病
院
及
び
診
療
所
の

敷
地
か
ら
の
距
離
が
二
十
メ
ー

ト
ル
以
上
の
区
域

2

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
近

隣
商
業
地
波
及
び
商
業
地
域
の
う
ち
、

風
俗
営
業
に
係
る
営
業
所
が
密
集
し

た
地
域
守
、
特
に
風
俗
営
業
の
税
制

に
当
た
り
支
防
が
な
い
と
公
安
委
員

会
が
認
め
て
告
示
す
る
区
域
は
、
条

例
第
三
条
第
一
一
項
第
二
号
た
だ
し
訟

の
規
則
で
定
め
る
地
域
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
制
限
の

特
例
)

第
三
条

条
例
第
四
条
第
一
墳
の
規
則

で
定
め
る
日
は
、

一
月
一
日
か
ら
同

月
七
日
ま
で
の
聞
及
び
十
二
月
寸
白

か
ら
同
月
三
十

一
日
ま
で
の
問
に
お

い
て
公
安
委
員
会
が
告
示
す
る
H
並

び
に
大
規
棋
な
祭
礼
が
行
な
わ
れ
る

日
等
で
公
安
委
員
会
が
地
域
を
指
定

し
て
告
示
す
る
日
と
す
る
。

2

条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
則
で
定

め
る
叫
吋
は
、
午
前

一
時
と
す
る
。
た

だ
し
、
特
別
の
半
怖
が
あ
る
場
合
は
、

公
安
委
員
会
が
血
門
ポ
す
る
時
と
す
る
。

附

則
こ
の
規
則
は
、
昭
和
六
十
年
二
月

十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

• • 一
条
例
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す

る
第

一
極
地
域

ニ

条

例
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す

る
第
二
種
地
域
又
は
同
条
第
三
号

に
規
定
す
る
第
三
極
地
域
に
つ

い

て
は
、
学
校
(
学
校
教
育
法
(
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
)
第

一
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
)
、

図
書
館
(
図
書
館
法
(
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
百
十
八
号
)
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
)
、

保
育
所
(
児
童
福
祉
法
(
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
)
第

三
十
九
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い

う
。)
、
病
院
(
医
療
法
(
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
)
第
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い

う
。
)
又
は
有
床
診
療
所
(
医
療
法

第

一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療

所
の
う
ち
、
患
者
の
収
容
施
設
を

有
す
る
も
の
を
い
う
。)
の
敷
地
か

ら
三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

2

前
項
め
規
定
は
、
祭
礼
、
縁
日
そ

の
他
地
域
的
慣
習
に
よ
る
催
し
又
は

習
俗
的
行
事
(
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
祭
礼
等
」
と
い
う
。)
が
開
催
さ

れ
る
日
に
、
当
該
祭
礼
等
が
開
催
さ

れ
る
場
所
に
お
い
て
営
む
風
俗
営
業

等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に

関
す
る
法
律
(
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
百
二
十
二
号
)
第
二
条
第
一
項
第

七
号
及
び
第
八
号
の
営
業
に
は
適
用

2

し介。ぃ。

(
個
室
に
自
動
車
の
車
庫
が
個
個
に

接
続
す
る
施
設
の
構
造
設
備
)

第
三
条

条
例
第
十
一
条
第
一
号
の
規

定
に
よ
る
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め

る
施
設
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
構
造
設
備
の
も
の
と
す

ヲ令
。一

個
室
に
接
続
す
る
車
庫
(
ニ
以

上
の
側
壁
(
カ
ー
テ
ン
、
つ
い
た

て
等
を
含
む
。)
及
び
屋
根
を
有
す

る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
)
の

出
入
口
が
扉
等
に
よ
っ
て
遮
へ
い

で
き
る
も
の

二

車

庫

の

内
部
か
ら
個
室
に
通
ず

る
専
用
の
人
の
出
入
口
又
は
階
段

若
し
く
は
昇
降
機
が
設
け
ら
れ
て

い
る
も
の

三

個

室

と
寧
臨
時
と
が
専
用
の
通
路

に
よ
っ
て
接
続
し
て
い
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
当
該
通
路
の
内
部
が

大
阪
府
風
俗
営
業
等
の
規
則
及
び

業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例
施
行
規
則

(昭
和
六
十
年
二
月
六
日

公
安
委
員
会
規
制
第
二
号
)

大
阪
府

(
趣
旨
)

第
一
条

こ
の
規
制
は
、
大
阪
府
風
俗

営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

(昭
和

三
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
六
号
。

以

下
「
条
例
」
と
い
う
。)
の
施
行
に
関

し
必
要
な
事
碩
を
定
め
る
も
の
と
す

ヲ
@
。(

風
俗
営
業
の
許
可
に
係
る
制
限
地

域
の
特
例
)

第
二
条

条
例
第
三
条
第
一

一旗
第
一
号

た
だ
し
蓄
の
規
則
で
定
め
る
地
域
は
、

次
に
拘
げ
る
地
域
内
の
住
居
地
域
と

す
る
。

一

別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
道

路
の
側
端
か
ら
お
お
む
ね
二
十
五

メ
ー
ト
ル
の
区
域
の
う
ち
、
当
該

道
路
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

問
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
地
域

ニ
別
表
第
二
に
掲
げ
る
鉄
道
線
路

の
各
駅
の
出
入
口
(
一
般
乗
降
客

が
利
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

駅
合
等
の
出
入
口
を
い
う
。)
の
周

問
お
お
む
ね
丘
十
メ
ー
ト

ル
め
区

域

2

条
例
第
三
条
第
一
項
第
二
号
た
だ

し
書
の
規
則
で
定
め
る
区
械
は
、
別

表
第
三
に
偽
げ
る
地
域
と
す
る
。

(
臨
時
風
俗
営
業
の
許
可
に
係
る
制

限
地
域
)

第
三
条

条
例
第
三
粂
第
二
項
の
規
則

で
定
め
る
地
域
は
、
祭
礼
そ
の
他
の

行
事
が
刷
催
さ
れ
て
い
る
間
に
お
け

る
当
該
行
半
開
催
場
所
を
除
く
府
の

区
域
と
す
る
。

• • 

外
部
か
ら
見
え
な
い
も
の

附

則
(
施
行
期
日
)

1

こ
の
規
制
は
、
昭
和
六
十
年
二
月

十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

(風
俗
営
業
等
取
締
法
施
行
条
例
施

行
規
則
の
廃
止
)

2

風
俗
営
業
等
取
締
法
施
行
条
例
施

行
規
則

(昭
和
三
十
九
年
兵
庫
県
公

安
委
員
会
規
則
第
十
二
号
)
は
、
廃

止
す
る
。

(
愛
知
県
)

風
俗
営
業
等
の
規
制

及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
施
行
条
例
第
五
条
第
一
号
の

日
を
定
め
る
規
則

(昭
和
六
十
年
二
月
四
日

公
安
委
員
会
規
制
第

一
号
)

愛
知
県

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
め
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
(
昭

和
五
十
九
年
愛
知
県
条
例
第
三
十
六
号

)
第
五
条
第
一
号
の
公
安
委
員
会
規
則

で
定
め
る
日
は
、

十
二
月
二
十
一
日
か

ら
一
月
七
日
ま
で
の
日
と
す
る
。

附

則

(
略
)

(
埼
玉
県
)

風
俗
営
業
等
の
規
制

及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
施
行
条
例
施
行
規
則

(昭
和
六
十
年
二
月
一
日

公
安
委
員
会
規
則
第

一
号
)

埼
玉
県

(
趣
旨
)

第

一
条

こ
の
規
則
は
、
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
闘

す
る
法
律
施
行
条
例

(
昭
和
五
十
九

年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
七
号
。
以
下

「
条
例
」
と
い
う
。
)
の
施
行
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(
条
例
別
表
の
公
安
委
員
会
規
則
で

定
め
る
地
域
)

第
二
条

条
例
別
表
第
一
一
極
地
域
の
項

第
一
号
に
規
定
す
る
崎
玉
県
公
安
委

員
会
規
則
(
以
下

「
公
安
委
員
会
幾

則
」
と
い
う
。)
で
定
め
る
地
域
は
、

(
条
例
第
十
条
第
四
号
の
規
則
で
定

め
る
施
設
)

第
四
条

条
例
第
十
条
第
四
号
の
規
制

で
定
め
る
地
設
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
構
造
文
は
設
備

の
も
の
と
す
る
。

一
個
室
に
綾
統
す
る
車
庫
(
二
以

上
の
側
壁
(
つ
い
た
て
、
カ
ー
テ

ン
等
を
含
む
。)
及
び
屋
根
を
有
す

る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。)
の

出
入
口
が
扉
等
に
よ
っ
て
し
ゃ
へ

い
で
き
る
も
の

二

車

庫

の

内
部
か
ら
例
室
に
通
ず

る
専
用
の
人
の
出
入
口
又
は
階
段

若
し
く
は
昇
降
機
が
設
け
ら
れ
て

い
る
も
の

三
個
室
と
車
庫
と
が
専
用
の
通
路

に
よ
っ
て
桜
統
し
て
い
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
当
該
通
路
の
内
部
が

外
部
か
ら
見
え
な

い
も
の

(
深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲
食
庖

営
業
の
禁
止
地
域
の
特
例
)

第
五
条

条
例
第
十
二
条
た
だ
し
書
の

規
制
で
定
め
る
地
域
は
、
第
二
条
第

一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
地
域
内
の
住

居
地
織
と
す
る
。

附

則

(
略
)

別
表
第
一

(第
二
条
、
第
五
条
関
係
)

国 一 4妥
道般 長員 道

= |可 号四 事J --E 号 ニ 一 路一
d'止3 J - イー 十 + 号 手J ザぷ 路ノ、

十 .み m

五/¥ 

び市大 大 区及大 大 大 区及川枚
ヰ受

、阪 |波 域び|仮 阪 阪 域ぴ市方 J也
髭門 市 市 高市 市 市 大、市
川 」1 σ〉 石

、
グ〉 グ〉 阪守

市市守 区 市堺 区 区 市ロ寝
の及口 域 の市 f或 域 の市屋 域• • 

一
般
国
道
(
道
路
法
(
昭
和
二
十
七

年
法
律
第
百
八
十
号
)
第
三
条
第
二

号
に
規
定
す
る
一
般
国
道
を
い
う
。
)

の
路
端
か
ら
三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の

住
居
地
域
と
す
る
。

2

条
例
別
表
第
一
種
地
域
の
項
第
二

号
に
規
定
す
る
公
安
委
員
会
規
則
で

定
め
る
地
域
は、

別
表
に
掲
げ
る
地

域
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
制
限
の

特
例
に
係
る
日
)

第
三
条

条
例
第
四
条
に
規
定
す
る
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
は
、
十

二
月
二
十
五
日
か
ら
翌
年
の
一

月
八

日
ま
で
の
日
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
等
の
騒
音
に
係
る
公
安

委
員
会
規
則
で
定
め
る
地
域
)

第
四
条

条
例
第
六
条
第
一
一
項
の
表
備

考
l
に
規
定
す
る
公
安
委
員
会
規
則

で
定
め
る
地
域
は
、
第
二
条
第
一
一
項

に
規
定
す
る
住
居
地
域
と
す
る
。

2

条
例
第
六
条
第
一
一
項
の
表
備
考
2

に
規
定
す
る
公
安
委
員
会
規
則
で
定

め
る
地
域
は
、
別
表
に
掲
げ
る
地
裁

と
す
る
。

(
モ
ー
テ
ル
営
業
と
な
る
構
造
設
備
)

第
五
条

条
例
第
十
条
第

一
号
に
規
定

す
る
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
構

造
設
備
は
、
次
の
各
号
め
い
す
れ
か

に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
個
室
に
接
続
す
る
車
庫
(
ニ
以

上
の
側
壁
(
カ
ー
テ
ン
、
つ
い
た

て
等
を
含
む
。)
及
び
屋
根
を
有
す

る
も
の
に
限
る
。
以
下
閉
じ
。
)
の

出
入
口
が
扉一
等
に
よ
っ
て
遮
へ
い

で
き
る
も
の

二

車

庫

の
内
部
か
ら
個
室
に
通
ず

る
専
用
の
人
の
出
入
口
又
は
階
段

若
し
く
は
昇
降
機
が
設
け
ら
れ
て

い
る
も
の

三

個
室
と
車
庫
と
が
専
用
の
通
路

に
よ
っ
て
接
続
し
て
い
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
当
該
通
路
の
内
部
が

外
部
か
ら
見
、
え
な
い
も
の

附

則

(
略
)

別
表

(第
二
条
、
第
四
条
関
係
)

-

新

座
市
あ
た
ご
三

T
目
二
六

六
番
、
二
六
七
番
、
二
八
六
番

か
ら
二
九

O
番
ま
で
、
二
九
二

番
、
二
九
六
番
か
ら
ニ
九
八
番

ま
で
、
三

O
二
番
、
三
六
四
番

か
ら
三
六
六
番
ま
で
、
三
六
九

府
道

央大 iiJj，大 屋 i矢 石大 聞大 線泉大 線槻大 口京 号 三 号二 六百 限状線 阪号百
以~ 1仮 線阪 JII 木 tjil|仮 線 |仮 泉阪 京阪 tjjl者11 i;i 『同d 号七 る外 ( 七
状中 紙!;1主 高 池 南和 者日高 マ上 イー 九 イー に環大十

八場l
大it高 大

大 中 犬 市 Tll高大 大 l朽)11枚 区 i可郎 i界 阪松河ゐ. 阪盟 市市 三年柏市東;四 il'i高 区
尾市 有阪 オミ |荻 市阪 の及不[阪 阪 の 7行方 域内狭市 市中 の及市!京 、1'n条 qぷFλ- 槻 域

市市市 市 市 の市 区び市市 区/えrn 長 山
、

の市林 の市 区ひ 、市八、聞阪 市
、必

グ)"立 グ〉 σ3 区 Aえ 域出
、

の 域び
、

野町南 区及市 区及 峨笛羽 、尾東市鹿
原

東 'ft'i 区び堺 区 区 I或ぴ 相手日 常 区 守寂 市 jえ河 城び IIIT 城び 回曳 i隊市 大 、JlI枚

大 城泉市 域 域 51622L 1 回泉 域 口屋 のび内 大雨 大 林野井、阪大市方

， 

番
か
ら
三
七
二
番
ま
で
、
一二
七

五
番
、
三
七
六
番
、三
七
九
番
、

三
八

O
番
、
三
八
五
番
か
ら
三

八
九
番
ま
で
、
三
九
二
番
か
ら

三
九
七
番
ま
で
、
一
八
九
五
番

か
ら

一
八
九
七
番
ま
で
、
一

八

九
九
番
、

一
九

O
二
番、

一
九

O
六
番
の
地
域

2

川
越
市
大
字
古
谷
上
字
江
遠

島
六

O
八
三
番
及
び
大
字
古
谷

本
郷
上
組
字
江
遠
島
一

四
九
二

番
の
地
域

3

所
沢
市
大
字
下
富
字
雪
見
原

一
O
四
三
番
、

一
O
四
七
番
、

一
O
五
三
番
、
一

O
五
六
番
、

一一

四
O
番
、

一
一
四
二
番
、

一一

四
四
番
、

一
一
四
六
番
及

び
大
字
下
作
曲
字
柳
野

一
一
五
七

番
か
ら
一
一
五
九
番
ま
で
、

一

一
六

一
番
、
一
一

八
九
番
か
ら

一
一
九

一
番
ま
で
、
一

二
O
一

番
、

一
二

O
八
番
(
一
二

O
八

番
五
を
除
く
。)
、
一
二

O
九
番
、

一
二
五
三
番
(
一
二
五
三
番
こ

を
除
く
。
)
、
一
二
五
六
番
、

一

二
六
六
番
、

一
二
七
二
番
、

一

三
O
三
番
、

一
三
二
六
番
、

一

三
二
八
番
並
び
に
大
字
北
岩
岡

字
林
前

一
番
の
地
域

4

狭
山
市
大
字
北
入
曲
目
字
南
入

間
野
一
五

O
八
番
、

一
五
一

四

番
及
び
大
字
水
野
字
松
ケ
岡
六

O
六
番
及
び
大
字
場
兼
字
大
河

内
二
三
六
九
番
、
二
三
七

O
番
、

二
三
七
二
番
、
ニ
三
七
四
番
、

二
三
七
六
番
並
び
に
大
字
加
佐

志
字
金
ケ
崎
五
三
二
番
、
五
三

六
番
か
ら
五
三
八
番
ま
で
、
五

四
三
番
、
五
四
六
番
の
地
域

5

坂
戸
市
東
坂
戸
一
丁
目
及
び

二
丁
目
の
地
域

6

岩
槻
市
大
字
小
鴻
字
外
耕
地

一
番、

二
番
、
八
番
か
ら
二
七

番
ま
で
、
六
四
番
、
六
八
番
、

七

O
番
か
ら
七
二
番
ま
で
、
七

七
番
、
八

O
番
、
八
九
番
か
ら

九
三
番
ま
で
、
九
七
番
、

一
O

七
番
、

一
一
二
番
か
ら
一
一
七

番
ま
で
、

一
二
二
番
、
一

二
三

番、

一
二
五
番
か
ら

一
三

O
番

ま
で
、
一

四
O
番
か
ら

一
六
二

番
ま
で
及
び
大
字
小
潟
字
内
耕

地
一
六
三
番
及
び
大
字
小
溝
字

j草員十都 市大
路画市 i草 |妓

俸は 岡県 tjji八第生 ま』{イミ1;可 j成 jt チ 中 状大 !毛大 E業 大 駒大 t来
線川 線虫 コ=1J!l' i孝{音 東美 46 i主 総阪 むill仮 4犬阪 総 |仮

一 一
~t j.主 官庁 二 区 )11 野 線 ~fi 線太 iafJ出H 八 線内 生

大 大 jく 大 大 大 大 大 u大 市市大 域び市門阪
i仮 i仮 |仮 阪 |仮 Ig_x Igx |坂 市|仮 の 1え |坂 8、t 、必;市

市 市 市 市 市 市 市 の市 区び ill 木 ffT市天
σ3 σ3 の グ〉 グ〉 グ〉 σ3 グ〉 区}久 城 IJq

、
市 i中

区 |茎 区 区 |豆 |亙 区 |玄 城び 粂大 の市守 |坂

虹長 JE長 }或 城 j或 域 域 域 守 日必束 区及口市

別
表
第
二

(
第
二
条
闘
係
)

南 鉄 i!i: j9c日
鉄

i毎 i草畿 道本
電 日 |有孟| j邑
気 本

南 線南奈 JV f策 束
海 大良 n汀 ~)( iflj: ヰ来
本 阪線 線線道
司如増、 百以

、
及 、本

及 Nt.大 び関紙l
び び 阪 |坂 西

I~E奇 長線 和 本大 路
野 里子 線紡!阪

• • 

， 

東
八
七
五
番
、
八
七
六
番
、
八

八

一
番
、
八
八
二
番
、
八
八
四

番
か
ら
八
八
六
番
ま
で
、
八
九

九
番
、
九
一
三
番
、九

一
四
番
、

九
一
七
番
か
ら
九
一
九
番
ま
で
、

九
二

一番、

九
二
二
番
、
九
七

二
番
、
九
七
三
番
、
九
七
七
番
、

一
O
四
七
番
並
び
に
大
字
小
溝

字
鳶
一
五
四
一
番
、
一

五
四
八

番
、

一
五
五

O
番
、
一

五
五

一

番
の
地
域

7

南
埼
玉
郡
白
岡
町
大
字
上
野

回
字
富
山
四
七
七
番
、
五
二
九

番
、
五
三
O
番
及
び
大
字
上
野

田
字
内
大
町
七

O
O番
及
び
大

字
上
野
田
字
前
西
ケ
崎
七
三
六

番
、
七
三
七
番
及
び
大
字
下
野

図
字
本

村

=

二

三
番
及
び
大

字
下
野
国
字
B
川
富
市

一
三
七

四
番
並
び
に
大
字
下
野
田
字
東

西
大
町
一

三
七
五
番
、

一
四

O

四
番
の
地
域

備

考

こ

の

表
に
掲
げ
る
地
域

を
示
す
図
面
は
、
埼
玉
県
警
察
本

部
防
犯
部
防
犯
課
及
び
当
該
地
域

を
管
絡
す
る
讐
察
箸
に
備
え
付
け
、

縦
覧
に
供
す
る
。

附

則

(略
)

(
岡
山
県
)
風
俗
営
業
の
営
業
時

聞
の
延
長
の
認
め
ら
れ
る
日
を
定

め
る
規
則

(
昭
和
六
十
年
二
月
十
三
日

県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
)

岡
山

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
(
昭
，

和
五
十
九
年
岡
山
県
条
例
第
三
十
三
号
)

第
五
条
に
規
定
す
る
公
安
委
員
会
規
則

で
定
め
る
日
は
、
岡
山
市
の
主
催
す
る

岡
山
桃
太
郎
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
目
、

倉
敷
市
の
主
催
す
る
天
領
夏
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
る
働
日
そ
の
他
県
及
び
市
町
村

が
主
催
し
、
又
は
協
賛
す
る
大
規
模
な

祭
礼
等
か
開
催
さ
れ
る
日
で
公
安
委
員

会
が
地
域
を
指
定
し
て
告
示
す
る
日
と

す
る
。

附

則

(
略
)
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米
パ
リ
l
社
例
年
決
算
、

A

M
機
部
門
の
悪
化
で

米
国
の
パ
リ

i
・
マ
ニ

ュ
損
に
転
じ
約

一
億
四
十
万
ド

フ
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
社

(
本
ル
の
赤
字
を
と
な
っ
た
。
な

社
シ
カ
ゴ
、
ロ
パ
ー
ト
・
ミ
お
八
四
年
度
の
一

一株
当
た
り

ユ
|
レ
|
ン
会
長
)
の
八
四
の
欠
損
は
三

・
八
六
ド
ル
、

年
度
(
十
二
月
末
締
め
)
決
(
前
年
0
・
二
0
ド
ル
の
利

算
が
こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に
な
益
)
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う

っ
た
が
、
前
年
度
の
急
激
な
し
た
総
売
上
げ
商
の
伸
び
に

利
益
減
少
か
ら
さ
ら
に
悪
化
、
か
か
わ
ら
ず
巨
額
の
赤
字
を

一
億
ド
ル
を
越
す
赤
字
を
出
生
じ
て
い
る
の
は
、
他
の
会

す
に
至
り
、
大
変
深
刻
な
状
社
や
資
産
を
買
い
と
っ
て
き

況
と
な
っ
て

い
る
。

た

た

め

売

上

げ

高

が

維

持

さ

同
社
八
四
年
度
決
算
書
に
れ
た
が
、
そ
れ
に
応
じ
経
費

よ
る
と
、
総
売
上
げ
高
は
約

が
か
か
る
上
に
ア
ミ
ュ

ー
ズ

十
三
億
五
千
万
ド
ル
(
前
年
メ
ン
ト
関
連
事
業
で
の
出
費

約
十
一
億
八
千
万
ド
ル
)
で
が
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
た
め

品
別
年
に
比
べ
約

一
・
三
億
ド

|

|
と
見
ら
れ
て
い
る
。

ン
一

ル
、
二
年
前
と
比
べ
約
一

・

も
う
少
し
詳
し
く
見
る
と

'一一

二
億
ド
ル
回
復
し
た
が
、

利
分
野
別
の
売
上
げ
高
は
次
の

ご
ご
益
は
激
減
し
た
。
す
な
わ
ち
ょ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

マ
一
純
利
益
は
八
二
年
度
が
ピ

l

①
製
造

・
販
売
部
門
で
は

い
一

ク
で
約
九
千
百
万
ド
ル
、
八

@
T
V
ゲ
!
ム
機
、
フ
リ

ツ

，A
一
三
年
度
が
約
五
百
二
十
万
ド
パ
ー
な
ど
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

一一

ル
、
そ
し
て
八
四
年
度
は
欠

ト
機
器
で
、
八
二
年
度
約
六

ゲ一第260号1985年5月15日(13) 
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・-.ν ， 
Z46〈・・.. 

部c

億
三
百
万
ド
ル
、
八
三
年
度

約
二
億
三
千
七
百
万
ド
ル、

八
四
年
度
約
一
億
九
千
百
万

ド
ル
(
二
年
前
に
比
べ

三
二

%
、
一
年
前
に
比
べ
八
一
%

減
少
)
と
急
激
な
落
ち
込
み

を
見
せ
、
⑮
ス
ロ
ッ
ト
マ

シ

ン
な
ど
の
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
株

で
は
八
二
年
度
約
一
億
一
千

万
ド
ル
、
八
三
年
度
約
一
億

一
千
九
百
万
ド
ル
、
八
四
年

度
約
一
億
三
千
三
百
万
ド
ル

と
わ
ず
か
・
な
が
ら
伸
び
て
き

て
い
る
。
以
上
の
う
ち
③
で

は
パ
リ
!
・
ミ
ッ
ド
ウ
エ
|

社
、
パ
リ

l
・
デ
ィ
ス
ト
リ

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
社
ら
の
グ

ル
ー
プ
が
担
当
し
、
⑮
で
は

本
社
の
ゲ
|
ミ
ン
グ
(
ギ
ャ

ン
ブ
ル
)
機
器
部
門
が
担
当

し
て
い
る
。

②

A
M
ゲ
ー
ム

・
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
部
門
(
ア
ラ
ジ
ン

ズ

・
キ
ヤ

ツ
ス
ル
社
)
で
は

八
二
年
約
九
千
五
百
万
ド
ル
、

八
三
年
約
九
千
二
百
万
ド
ル
、

八
四
年
約
八
千
百
万
ド
ル
と

次
第
に
減
少
。
阿
部
門
を
初

当
す
る
ア
ラ
ジ
ン
ズ
キ
ヤ
ツ

ス
ル
社
は
全
米
に
、
平
均
五

十
な

い
し
六
十
台
の

A
M
機

を
持
つ
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム

場
を
四
百
二
十
五
庖
所
有
し

て
い
る
。
③
遊
園
地
部
門
(シ

ッ
ク
ス

・
フ
ラ
ッ
グ
ス
社
)

で
は
八
二
年
約
二
億
五
千
九

百
万
ド
ル
、
八
三
年
約
三
億

二
百
万
ド
ル
、
八
四
年
約
三

億
三
千
二
百
万
ド
ル
と
、
順

調
に
売
上
げ
を
伸
ば
し
た
。

こ
の
部
門
は
現
在
九
カ
所
の

・

大
き
な
遊
園
地
を
持
っ
て
い

る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
ニ
ュ

ー

ヨ
ー
ク
州
に
あ
る
ク
レ
ー
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
昨
年
五

月
八
名
が
死
亡
す
る
と
い
う

火
災
必
放
が
あ
り
、
こ
れ
が

、~
h‘~ 

1b Z』

?、 -LJ4け
身:ム、

か
な
り
影
響
し
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

④
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
部
門
(
ヘ

ル
ス
&
テ
ニ
ス
社
)
は
二
十

二
州
に
三
百
二
十
三
ヵ
所
の

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
を
持
っ
て

い
る
が
、
八
三
年
度
約
一
億

七
千
万
ド
ル
、
八
四
年
度
約

三
億
五
千
万
ド
ル
と
好
調
で

あ
る
。
⑤
ホ
テ
ル
カ
ジ
ノ
部

門
(
パ
リ
!
・
パ
ー
ク
パ

レ

ス
社
、
ニ
ュ
|
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
ア
ト
ラ
ン
チ
ツ
ク
シ
チ
|
)

は
八
二
年
度
約
ニ
億
二
千
六

百
万
ド
ル
、
八
三
年
度
二
億

六
千
五
百
万
ド
ル
、
八
四
年

度
約
二
億
七
千
三
百
万
ド
ル

と
順
調
で
あ
る
。

し
か
し
部
門
別
に
見
た
収

支
決
算
で
は
、
ア
ミ
ュ

ー
ズ

メ
ン
ト
関
係
が
全
体
の
経
営

に
大
き
な
お
術
物
と
な
っ
て

い
る
。
欠
損
の
大
き
い
順
で

ミ
ッ
ド
ウ

ユ
l
l
w
ン

フ

フュージエン社長

米
国
パ
リ

l
・
マ
ニ
ュ
フ

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
社
の
子

会
社
の
ひ
と
つ
、
パ

リ

|
-

ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社
の
首
脳
呉

動
に
つ
い
て
は
、
パ
リ

l
社

の
ロ
ジ
ャ

l
-
カ
l
シ
l
執

行
副
社
長
級

C
O
O
が
こ
の

ほ
ど
従
か
い
コ
メ
ン
ト
を
出

す
だ
け
で
終
っ
た
。

. ~. 

は
、
①
製
造
・
販
売
部
門
(約

七
千
八
百
万
ド
ル
)
、
②
A

M
ゲ
l
ム
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
部
門
再
建
費

(
約
七
千
七

百
万
ド
ル
)
、
③
製
造

・
販

売
部
門
再
建
費
(
約
四
千
四

百
万
ド
ル
)
、
④
A
M
ゲ
ー

ム
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門

(
約
九
百
万
ド
ル
)
。
米
国

市
場
で
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン

ト
T
V
ゲ
ー
ム
機

、
フ
リ
ツ

パ
ー
の
市
場
が
低
迷
し
て
い

る
た
め
だ
が
、
二
年
前
は
こ

れ
ら
A
M
機
部
門
が
最
高
の

収
入
源
だ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、

急
転
直
下
A
M
ゲ
ー
ム

・
ビ

ジ
ネ
ス
は
経
営
を
悪
化
さ
せ

る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
な
る
。

こ
の
市
場
悪

化
は
構
造
的
な
も
の
で
あ
る

が
、
近
い
将
来
改
善
さ
れ
る

ー
ー
と
同
社
で
は
分
析
し
て

い
，
@
。

ェ
!
社
社
長

ン
氏
兼
任

エ
そ
れ
に
よ
る
と
、
パ
リ
1
・

ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
祉
の
デ
ビ
ッ

ド

・
マ
ロ
フ
ス
キ

l
社
長
は

三
月
ニ
ト
九
日
に
退
任
し
、

パ
リ

l
・
ア
ラ
ジ
ン
ズ

・
キ

ヤ
ツ
ス
ル
社
の
モ
|
リ
ス

・

フ
ュ

l
ジ
ェ
ン
社
長
が
当
面

ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社
の
社
長
を

兼
ね
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

マ
ロ
フ
ス
キ

l
氏
の
今
後
に

つ
い
て
は
何
ら
明
ら
か
で
は

な
い
。
カ
!
シ
|
氏
は
「
パ

リ

|
社
は

A
M
ゲ
ー
ム

・
ビ

ジ
ネ
ス
を
基
礎
に
し
て
お
り

従
っ
て
今
回
の
巣
動
に
つ
い

て
も
、
適
切
な
人
物
を
新
社

長
に
任
命
す
べ
〈
検
討
中
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

パ
リ
|
・
ミ
ッ
ド
ウ
エ

|

社
は
へ
ン
リ
l
-
ハ
ン
ク
・
ロ

ス
氏
と
マ
|
シ
ン

・
ウ
ォ
ル

パ
ー
ト
ン
氏
が
共
同
で
一
九

五
八
年
に
設
立
し
た
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ
ー
ム
機
メ
ー
カ
ー
、

六
九
年
に
パ
リ

l
社
に
買
収

さ
れ
、
八
二
年
に
ミ
ッ
ド
ウ

エ
|
社
か
ら
パ
リ

l
-
ミ
ツ

ド
ヴ
ェ

l
社
へ
と
社
名
変
更

し
た
。
こ
の
問
、
パ
リ
|
-

ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社
は
世
界
有

数
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
T

V
ゲ
ー
ム
機
、
フ
リ
ツ
パ

l

メ
ー
カ
ー
と
し
て
成
長
し
て

き
た
が
、
こ
こ
一
、
二
年
の

聞
は
業
紺
を
悪
化
さ
せ
て
き

て
い
る
。

デ
ビ
ッ
ト

・
マ
ロ
フ
ス
キ

ー
氏
は
同
社
の
設
立
直
後
に

入
社
、
す
で
に
二
十
五
年
も

勤
め
た
こ
と
に
な
る
。
同
氏

は
七
二
年
に
製
造
担
当
副
社

長
に
就
任
、
八

O
年
に
社
長

へ
昇
絡

(
当
時
の
ウ
ォ
ル
パ

ー
ト
ン
社
長
の
引
退
に
伴
な

う
も
の
)
、
以
後
五
年
聞
社

長
を
勤
め
た
。

創
設
者
の
ひ
と
り
、
ハ
ン

ク

・
ロ
ス
氏
は
こ
れ
ま
で
相

談
役
を
勤
め
て
き
た
が
、
マ

ロ
フ
ス
キ
|
氏
の
辞
任
と
と

も
に
退
任
し
た
。

な
お
、
同
社
の
ス
タ
ン
リ

ー

-
ジ
ャ
ロ
ッ
キ
ー
執
行
副

社
長
は
同
社
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
、
と
の
こ
と
。
同
氏
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
重
役

か
ら
、
同
副
社
長
、
そ
し
て

執
行
副
社
長
と
歩
ん
で
き
て

い
λ
v
。

イ
タ
リ
ア
最
大
級
の
ゲ

l
ム
機
メ
ー
カ
ー

J
J
F
tぱ

ノ
l
-
J
4
τ

ー

西
独
A
V
G
倒
産
の
連
鎖
、
経
営
は
続
行

イ
タ
リ
ア
の
ザ
ッ
カ
リ
ア

社
(
本
社
ポ
ロ
|
ニ
ャ
、
マ

リ
ノ

・
ザ
ッ
カ
リ
ア
社
長
)

が
こ
の
ほ
ど
事
炎
上
倒
産
し

た
も
よ
う
で
あ
る
。
同
社
は

も
と
小
引
乗
物
機
メ
ー
カ
ー

む
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た
め
の
連
鎖
、
と
の

こ
と
。

た
が
保
釈
と
な
ら
ず
、
ア
ト

A
V
G
社
は
ザ
ツ
カ
リ
ア
社
ラ
ン
タ
で
勾
留
さ
れ
て
い
る
。

製
品
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l

ジ
エ
|
ム
ズ

・
ヤ
|
ポ
ロ
は

タ
ー
だ
っ
た
が
、
多
額
の
負
召
喚
に
際
し
自
ら
有
罪
と
認

偵
を
残
し
て
倒
産
し
た
と
さ
め
た
た
め
、
検
察
側
の
証
人

れ

て

い

る

。

と

し

て

他
の
コ

ピ
ー
ャ

l
に

な
お
ザ
ッ
カ
リ
ア
社
で
は
つ
い
て
の
証
言
を
行
な
う
予

再
建
を
め
ざ
し
て
、
現
在
も
定
と
な
っ
て

い
る
。

な
お
T
V
ゲ
i
ム
機
、
フ
リ
な
お
今
回
の
捜
査
で
、
ロ

ツ
パ
ー
な
ど
の
製
造
を
行
な

l
ド

・
ア
イ
ラ
ン
ド
州
プ
ロ

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ビ
デ

ン
ス
に
あ
る
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
社
で
多
数
の
コ
ピ

l
ロ聞
が

抑
収
さ
れ
た
が
、
同
社
こ
そ

こ
の
一
連
の
グ
ル
ー
プ
の
故

大
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
i
(供
給

者
)
だ
と
見
ら
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
何
人
か
近
日
中
に
逮

捕
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
言
わ

れ
て

い
る
。

ま
た
四
月
十
九
日
、
F
B

ー
は
ウ
ィ
ナ
|
ズ
社
の
テ
ィ

ム
・
エ
ビ
ー
が
オ
ペ
レ

l
ト

し
て
い
た
寸
四
台
の
ニ
セ
モ

ノ
T

V
ゲ
l
ム
機
を
押
収
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

で
、
後
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
有
数

の
フ
リ
ツ
パ

l
、
T
V
ゲ
ー

ム
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
発
展

し
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
和

誠
申
耐
を
提
出
し
た
こ
と
で

4
炎
上
の
倒
産
を
明
か
に
し

た
も
の
(
時
期
は
三
月
末
ご

ろ
と
見
ら
れ
て
い
る
)。

同
社
の
経
営
破
た
ん
の
原

因
は
、
情
報
筋
に
よ
る
と
西

独
の

A
V
G
社
が
倒
産
し
た

F
B
l
、
手
配
し
た

1
人
も
逮
捕

な
お
続
く
コ
ピ

l
ヤ
ー
へ
の
痩
査

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
社
の
告

発
に
よ
り
、
米
国
連
邦
捜
査

局
が
四
月
三
目、

T
V
ゲ
ー

ム
機
の
コ
ピ
ー
ャ
ー
た
ち
を

逮
捕
し
た
事
件

(
本
紙
前
号

2
め
ん
参
照
)
は
、
カ
ー
ン

も
捕
ま
り
、
五
名
全
日
起
訴

と
な
っ
た
た
め
、
舞
台
は
公

判
へ
と
移
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

ジ
エ

リ
ー
・

カ

i
ン、

ト

ム
・
ゴ
ス
、
チ
ィ
ム

・
オ
ラ

リ
ー
の
三
名
は
、

公
判
廷
へ

の
出
頭
を
許
約
し
て
保
釈
と

な
っ
た
が
、
公
判
期
日
は
未

定
。
サ
イ
モ
ン

・
ホ
ー
に
つ

い
て
は
、
問
機
の
誓
約
を
し



組
品

τ
-

hu一
以
下
に
掲
げ
る
の
は
、
大
阪
府
ア
ミ
い
う
、
相
互
の
信
頼
関
係
を
示
す
も
の

一
ユ
|
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

と
言
え
る。

一協
会
(
梅
原
靖
三
会
長

・
関
西
カ
ク
タ

回
答
文
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
、
二

一ス
側
、
略
称

O
A
O
)
が
、
大

阪

府

管

月
十
九
日
の
説
明
会
の
終
了
時
点
で
、

一防
犯
部
保
安
課
に
よ
る
新
風
営
法
「
八
同
協
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
事
項
を

嗣
一号
営
業
」
に
関
す
る
説
明
会
(
一
月
二
響
い
た
文
書
を
協
会
執
行
部
に
渡
し
、

開
一十
九
日
、
二
月
十
九
日
)
の
際
に
、
質
執
行
部
が
そ
れ
を
繁
理
し
て
四
十
七
項

榔
一疑
応
答
は
と
り
ま
と
め
て
文
官
で
行
な
固
め

「
風
営
法
に
つ
い
て
の
質
問
」
を

=品
う
こ
と
に
し
た
結
果
、
府
鵬首
保
安
課
か

し
て
文
書
一
に
ま
と
め
、
そ
れ
を
三
月
七

ー
ら
文
書
で
示
さ
れ
た
回
答
で
あ
る
。
箸
日
府
鵬
首
保
安
課
に
提
出
し
て
回
答
を
依

察
側
か
ら
文
書
で
回
答
が
示
さ
れ
る
と
頼
し
、
三
月
二
十
日
に
府
警
保
安
課
か

い
う
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
な
例
で
あ
り
、
ら
文
書
で
回
答
を
受
け
と
っ
た
|
|
と

新
風
営
法
の
円
鴻
な
施
行
と
い
う
目
的
い
う
も
の
。

の
た
め
に
行
政

(
府
警
)
と
業
者

(
O

「
八
号
営
業
に
関
す
る
質
疑
、
回
答
」

A
O
)
と
が
互
い
に
協
力
し
て
い
る
と
は
そ
の
ま
ま
四
十
七
項
目
に
な
っ
て
お

翁
弘
次
民
話
@
話
m
x民
旬
。
e
h開虫
M
E

@
o
a
x伺
a
w
M

り
、
質
問
文
は
意
味
を
よ
り
一
層
明
ら

か
に
す
る
た
め
い
く
ぶ
ん
書
き
変
え
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
重
複
す
る
質
問
に
つ

い
て
は
「
問

n
の
回
答
を
参
照
さ
れ
た

い
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
質
問
者
に
対
し
て
て
い
ね
い
に
回
答

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
表
わ
す
も
の
と

言
え
る
。
回
答
文
は
、
法
令
解
釈
を
府

下
の
業
者
に
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
他
府
県

で
も
大
い
に
参
考
に
な
る
。
但
し
、
問

9
で
の
回
答
中
「
遊
技
の
結
果
が
物
品

に
よ
り
表
示
さ
れ
る
遊
技
設
備
」
と
の

解
釈
は
そ
の
後
撤
回
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
の
で
注
意
を
要
す
る
。
《
編
集
部
》

@
語
夢
偶
@語
。
偽
@話
ehw

問
1

添
付
書
類
で
建
築

の
確
認
証
、
検
査
済
証
を
要

求
さ
れ
た
が
間
違
い
で
は
な

b

・ヵ答

違
法
建
築
物
で
の
営

業
は
防
災
上
種
々
問
題
が
あ

る
場
合
が
多
く
ま
た
、
建
築

基
準
法
と
の
終
合
性
を
あ
る

程
度
は
か
る
必
要
が
あ
る
た

め
申
請
書
類
に
添
付
ま
で
義

務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、

こ
れ
ら
の
書
類
が
あ
れ
ば
申

請
時
に
呈
示
又
は
提
出
さ
れ

た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
添
付
し
て
も
ら

っ
て
も

差
し
っ
か
え
な
い
。

問
2

許
可
対
象
外
(
遊

技
設
備
の
床
面
積
が
一

O
%

を
越
え
な
い
場
合
)
で
あ
れ

ば
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
営
業
を
行

っ
て
も
よ
い
か

答

法
律
で
は
遊
技
設
備

の
占
め
る
床
面
積
の
い
か
ん

に
か
か
わ
ら
ず
許
可
対
象
と

し
て
い
る
が
、
当
面
の
運
用

と
し
て
許
可
を
必
要
と
し
な

い
措
置
を
と
る
に
と
ど
ま
る

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
許
可

を
受
け
な
く
と
も
よ
い
か
ら

即
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
可
能
と
い

う
に
は
種
々
問
題
が
含
ま
れ

る
の
で
法
に
沿
っ
た
時
間
制

限
の
範
囲
で
営
業
す
る
の
が

好
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と

考
、
え
る
。

問
3

脱
衣
相
場
は
男
女
あ
わ
せ
て
の

商
積
で
み
る
の
か

筈

当
該
遊
技
機
が
設
置

さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ア
ー
の
面

積
を
対
象
と
す
る
の
で
、
原

則
と
し
て
男
性
用
脱
衣
場
と

女
性
用
脱
衣
場
は
別
個
に
み

る
こ
と
と
な
る
。

問
4

ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー

は
無
条
件
に
許
可
対
象
外
か

答

ロ
ビ
ー
で
あ
っ
て
も

区
画
さ
れ
て
遊
技
設
備
の
内

部
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
、
又
は
独
立
し
た
庖

舗
の
形
態
を
と
っ

て
い
る
も

の
は
許
可
対
象
と
な
る
。

問
5

管
理
者
は
庖
の
者

の
家
族
で
も
よ
い
か

答

現
実
に
従
業
員
を
指

揮
監
督
す
る
な
ど
営
業
実
態

を
掌
鑓
し
得
る
状
態
に
あ
れ

ば
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い

限
り
家
族
の
者
で
あ
っ
て
も

よ
い
。

間
6

リ
ー
ス
業
者
が
リ

ー
ス
先
に
替
っ
て
営
業
者
(
申

請
者
)
に
な
れ
る
か

答

当
該
営
業
に
つ

い
て

の
笑
質
的
決
定
権
が
あ
り
、

か
っ
、
法
的
な
責
任
(
行
政

処
分
等
)
を
受
け
得
る
地
位

に
あ
れ
ば
、
営
業
者
適
格
を

有
す
る
。

問
7

施
行
規
則
第
二
条

に
定
め
る
遊
技
設
備
が
一
ム
ロ

だ
け
設
置
し
て
い
る
場
合
で

ゲームマシン
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風
呂
屋
の
場
合
、

• 

• 

• 

• 

と
さ
れ
た
い
。
な
お
自
泌
さ

答

出
入
口
あ
る
い
は
そ
名
と
い
う
の
は
屈
が
近
く
で

答

府
組
物
と
い

っ
て
も

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
の
直
近
の
位
置
か
ら
お
お
む
あ
っ
て
も
必
要
か
遊
技
設
備
が
町
内
に
あ
れ
ば

一
え
る
。

ね
客
室
全
体
が
見
通
せ
る
も

答

問
刊
の
回
答
を
参
与
許
可
対
象
と
な
る
。
ま
た
応

一

間
行

管
理
者
は
近
隣
に
の
で
あ
れ
ば
よ
い
。
客
五
の
に
さ
れ
た
い
。

内
か
ら
砧
外
の
進
技
設
備
で

一
営
業
所
が
あ
る
場
合
は
ニ
ヶ
真
中
に
建
築
物
の
構
造
上
柱

間
幻

遊
技
設
備
の
両
砧
…
遊
技
さ
せ
る
場
合
は

一
応
山

一
所
兼
任
し
て
も
よ
い
か
が
あ
る
も
の
は
や
む
を
得
な
が
、
客
室
尚
績
の
一

O
%を
頑

物

と

言
う
こ
と
が
で
き
る

一

答

相
互
の
営
業
所
が
緩
い
。
術
立
又
は
こ
れ
に
矧
似
越
、
え
な
い
場
合
で
も
許
可
申
が
、
脱
法
的
ト
刀
法
と
も
思
わ

一
め
て
近
接
し
て
い
る
な
ど
の
す
る
工
作
物
を
設
け
そ
の
背
請
す
れ
ば
許
可
が
て
る
の
か
れ
る
。
従
っ
て
砧
組
物
と
い

一
場
合
で
あ
っ
て
物
理
的
に
管
面
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
よ

答

一
O
%を
越
、
え
な
い
う
に
は
遊
技
設
備
及
び
遊
技

一
理
で
き
得
る
の
で
あ
れ
ば
差

う

に

し
て
あ
る
も
の
は
、
見
も
の
は
当
面
許
可
の
扱
い
を
容
が
共
に
鴎
外
に
あ
る
よ
う

一
し
支
え
な
い
。

通

し

を

妨

げ

る

設

備

と

な

り
し
な
い
と
い
う
の
み
に
と
ど
に
拍
註
さ
れ
た
い
。

一

間
同

二
月
十
二
日
現
在
・
憐
造
基
準
に
違
反
す
る
こ
と
ま
る
。
従
っ
て
許
可
を
取
り

間
口
の

1

百
頭
物
も
庁

一
の
個
人
営
業
者
が
、
そ
の
後
と
な
る
。

た
い
と
い
う
こ
と
で
申
消
が
可
申
請
す
る
の
か

一
法
人
設
立
し
て
法
人
営
業
者

問
幻

賞
品
を
提
供
し
て
あ
れ
ば
欠
格
事
由
に
一
該
当
し

答

広
舗
の
外
に
あ
り
、

一
と
し
て
申
請
し
て
も
よ
い
か
は
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
は
な
い
限
リ
リ
許
可
す
る
方
針
で

か
つ
区
画
さ
れ
て

い
な

い
状

一

答

営
業
の
禁
止
地
域
以
そ
の
賞
品
が
有
料
無
料
に
か
あ
る
。

態
に
あ
る
と
こ
ろ
に
設
置
し

一
外
の
場
所
で
の
営
業
て
あ
れ
か
わ
‘
ら
句
ず
と
一
雪百

一
ぱ
問
腿
は
な
い
。

答

賞
品
提
供
の
祭
止
は
る
図
耐
は
内
法
サ
イ
ズ
の
図
な
ら
な
い
。

一

間
刊

遊
技
設
備
の
占
め
法
律
的
に
は
あ
く
ま
で
も
遊
面
で
な
く
と
も
よ
い
か

間
口
の

2

リ
l
ス
先
の

一
る
稲
積
が
、
客
室
面
核
の

一

枚
の
結
果
に
対
し
て
、
提
供

答

客
室
岡
村
、
の
測
定
は
許
可
申
前
者
が
主
人
で
あ
る

一
O
%を
越
え
な
い
場
合
管
察
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
内
法
で
測
る
の

で
、
そ
の
商
た
め
リ

l
ス
業
者
が
申
副
首

一
官
の
立
入
が
再
三
行
わ
れ
一
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

績
が
積
算
で
き
る
よ
う
な
方
の
作
成
を
手
伝
っ
て
や
っ
て

一
O
%
う
ん
ぬ
ん
で
同
じ
質
問
以
外
の
方
法
で
提
供
す
る
こ
法
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
正
締
・
も
よ
い
か
。

一
を
受
け
る
こ
と
と
な
ら
な
い
と
も
業
者
閉
め
過
当
競
争
を
な
図
簡
で
あ
れ
ば
よ
い
。
従

答

行
政
書
士
法
に
抵
触

一
か

誘

発

し

、
ま
た
、
遊
技
結
果

っ
て
紘
認
申
請
に
使
用
し
た

し
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た

一

答

当
面
許
可
を

J

喪
し
な
に
対
す
る
賞
品
提
供
に
拡
大
も
の
で
も
か
ま
わ
な
い
。

ぃ
。
な
お
、
申
請
者
に
か
わ

一
い
扱
い
と
な
る
営
業
所
は
、
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

問
日

十
八
歳
未
満
の
ア

っ
て
申
請
書
類
の
作
成
を
手

一
具
体
的
な
理
由
(
図
面
等
を
従
っ
て
い
か
な
る
名
目
、
理
ル
バ
イ
ト
を
雇
用
し
て
も
よ
伝
っ
た
と
し
て
も
、
申
請
者

一
書

い

て

)

を

管

轄

警

察

署

に

由

に

か

か

わ

ら

ず

提

供

し

な

い

か

の

署

名

、
押
印
す
べ
き
と
こ

一
そ
の
旨
申
し
出
て
お
く
と
よ
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

答

法
第
二
十
二
条
第
三

ろ
は
申
請
者
に
内
谷
を
よ
く

一
い
と
思
わ
れ
る
。
立
入
り
は

問
M

「
ゲ
ー
ム
を
一
回
号
に
規
定
す
る
範
囲
で
雇
用
周
知
さ
せ
白
書
、
押
印
さ
せ

一
許
可
の
有
無
に
闘
係
な
く
当
し
て
も
よ
い
」
と
い
う
サ
ー

で
き
る
が
、
同
条
第
四
号

及

て

お

く
必
要
が
あ
る
。

一
該
営
業
の
行
わ
れ
て
い
る
も
ビ
ス
券
を
客
に
発
行
す
る
こ
ぴ
条
例
第
八
条
と
の
鐙
合
性

問
日

八
号
営
業
は
、
三

一
の
で
あ
れ
ば
行
、え
る
も
の
で
と
は
で
き
る

の

か

に

配

立

す

る

必

要

が

あ

る

と
月
十
二
日
ま
で
に
申
請
し
な

一
あ
る
こ
と
を
念
の
た
め
申
し

答

サ
ー
ビ
ス
券
も
場
合
思
わ
れ
る
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
か

一
添

え

る

。

に

よ

っ

て

は

有

価

証

券

又

は

問
刊

防
音
装
還
が
な
け

答

五
月
十
二
日
ま
で
で

一

間
日

遊
技
設
備
を
一

μ
点
品
の
一
種
と
解
さ
れ
る
の
れ
ば
許
可
さ
れ
な
い
か
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
早
く

一
以
上
の
距
離
を
移
動
し
た
場
で
、
上
記
問
お
の
回
答
と
問

答

許
可
は
得
ら
れ
る
が
、
申
請
す
る
よ
う
組
合
員
に
指

一
合

は

ゑ

認

事

項

か

様

の

扱

い

と

さ

れ

た

い

。

防
音
装
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
導
さ
れ
た
い
。

一

答

遊
技
機
の
配
置
換
え

問
お

専
業
の
ゲ
ー
ム
セ

・な
け
れ
ば
、
営
業
上
騒
音
等

問
符

台
数
変
更
の
一
ヶ

一
は
届
出
事
項
で
あ
る
。

ン
タ
ー
で
も
、
ス
ナ

ッ
ク
併
の
規
制
基
準
を
越
え
る
と
忠

月
単
位
の
届
出
の
便
法
を
検

一

間

引

五
月
十
二
日
ま
で
設
屈
の
よ
う
に
ア
ル
コ

ー
ル
わ
れ
行
政
処
分
の
対
象
と
な
討
し
て
ほ
し
い

一
に
機
械
、
設
備
を
変
更
し
た
を
提
供
し
て
も
よ
い
か
る
可
能
性
が
あ
る
。

答

問
日
の
幽
答
を
参
照

沼
一

い
時
は
、
許
可
申
諮
を
す
る

答

法
的
に
は
な
ん
ら
税

間
引

ス
ー
パ
ー
の
通
路
さ
れ
た
い
。

いい一

前
で
も
ゑ
認
申
結
が
必
要
か
定
は
な
い
。
し
か
し
専
業
屈
で
の
八
号
営
業
許
可
は
必
婆

間
臼

倉
庫
や
ガ
レ
ー
ジ

円

一

答

許

可

前

に

は

そ

の

必

と

い

う

性

格

か

・

り

し

て

あ

え

か

で

現

に

営

業

し

て

い

る

も

の

同
一

要
は
な
い

、
許
可
を
受
け
た
て
提
供
す
る
必
婆
性
は
な
い

答

具
体
的
な
状
況
を
見
は
許
可
に
な
ら
な
い
か

ut-
一後
の
変
更
は
そ
の
状
況
に
よ
と
思
わ
れ
る
の
で
業
界
と
し
な
い
と
回
答
で
き
な
い
が
、

答

営
業
場
所
の
制
限
規

ι
2
っ
て
象
認
又
は
届
出
が
必
要
て
の
方
針
を
機
立
さ
れ
た
い
。
営
業
に
独
立
性
が
あ
れ
ば
唐
定
及
び
構
造
設
備
基
準
に
抵

刊

と
な
る
。

(
警
察
と
し
て
は
抑
制
し
て
舗
に
な
る
司
能
性
が
あ
る
。

触
し
て
い
な
け
れ
ば
問
題
な

関
口

開
放

一
室
と
は
ど
お
い
た
ほ
う
が
好
ま
し
い
の

間
口

庖
掛
物
に
つ
い
て
い
。

の
位
置
か
ら
も
す
べ
て
見
通
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

)

許

可
対
象
に
な
る
か

(参
考

問
幻

法
第
十
八
条
の
年

し
が
き
く
こ
と
が
必
要
か

問
日

菅
理
者
は

一
庖

一

図

あ

り

)

少

者

立

入

制

限

の

表

示

は

効
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も
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か

答

遊
技
機
の
占
め
る
面

積
(
遊
技
台
の
面
積
の
三
倍

の
面
積
で
あ
る
、
そ
の
面
積

が

一
・
五
平
方
幻
未
満
で
あ

る
場
合
は
一

・
五
平
方
幻
と

み
な
す
。
)
が
客
室
面
積
の

一
O
%を
越
、
え
れ
ば
許
可
対

象
と
な
る
。

問
8

遊
技
設
備
の
種
類

に
よ
っ
て
許
可
条
件
が
異
な

る
か答

現
在
の
と
こ
ろ
遊
技

設
備
そ
の
も
の
に
対
す
る
許

可
条
件
を
つ
け
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

問
9

プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン

は
、
許
可
対
象
と
な
る
か

答

施
行
規
則
第
三
条
第

四
号
の
「
遊
絞
め
結
果
が
物

品
に
よ
り
表
示
さ
れ
る
遊
技

の
用
に
供
す
る
遊
技
設
備
」

に
該
当
し
八
号
営
業
の
対
象

と
な
る
。
し
か
し
賞
品
の
対

象
と
な
り
得
べ
き
物
口
聞
が
で

る
も
の
は
法
の
禁
止
行
為
に

抵
触
す
る
の
で
設
置
し
な
い

よ
、
つ
に
さ
れ
た
い
。

問
川

年
少
者
の
入
場
制

限
に
関
し
年
齢
は
ど
う
い
う

方
法
で
見
分
け
る
の
か

答

年
齢
確
認
の
方
法
に

は
一
定
の
方
式
と
い
う
も
の

は
な
い
。

一
般
的
に
は
対
象

者
の
顔
だ
ち
、

言
葉
づ
か
い
、

グ
ル
ー
プ
の
状
況
等
か
ら
お

お
む
ね
の
判
断
し
、
状
況
に

よ
っ
て
身
分
証
明
等
の
呈
示

を
求
め
磯
認
す
る
こ
と
と
な

る
。
要
は
、
年
齢
制
限
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
客
に
対

し
て
は
常
に
年
齢
確
認
の
た

め
資
を
か
け
る
な
ど
し
て
年

少
者
の
立
入
制
限
時
間
に
営

業
所
に
入
り
難
い
状
況
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

問

円

申

請
添
付
帯
類
は

同
時
申
請
す
る
場
合
の
取
扱

い
を
ど
う
す
る
の
か

答

法
人
登
記
騰
本
、
住

民
票
抄
本
、
診
断
書
等
の
有

• • 

料
で
入
手
す
る
必
要
が
あ
る

添
付
書
類
は
一
部
の
み
が
原

本
で
あ
れ
ば
他
は
コ
ピ
ー
で

あ
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
。

こ
れ
ら
以
外
は
コ
ピ
ー
の
使

用
は
認
め
な

い
こ
と
と
し
て

い
る
。

聞
は

ボ
ー
リ
ン
グ
場
で

遊
技
設
備
面
積
が
一

O
%以

上
の
場
合
、
衝
立
等
の
区
画

に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
部
分

の
み
の
申
請
と
し
ボ
ー
リ
ン

グ
場
本
体
は
風
営
法
の
届
舗

に
し
な
い
よ
う
に
で
き
な
い

の
か答

遊
技
設
備
の
占
め
る

面
積
が
客
室
蘭
積
の
一

O
%

を
越
、
え
れ
ば
区
画
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
ボ
ー
リ
ン
グ
場

全
体
が
八
号
営
業
と
な
る
。

慢
し
、
ポ
ー
リ
ン
グ
場
の
施

設
で
あ
っ
て
も
ボ
ー
リ
ン
グ

利
用
者
と
ゲ
ー
ム
利
用
者
の

出
入
口
・
を
完
全
別
個
に
し、

か
っ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
と
ゲ

ー
ム
場
が
相
互
に
往
来
が
で

き
な
い
よ
う
区
画
し
て
し
ま

っ
て
い
る
場
合
は
別
で
あ
る
。

聞
け

遊
校
設
備
の
増
減

に
伴
う
届
出
を
三
ヶ
月
単
位

と
し
て
ほ
し
い

答

変
更
事
項
の
記
載
が

ど
れ
だ
け
正
硲
に
行
わ
れ
る

か
に
か
か
っ
て
い
る
。
将
来

の
運
用
と
し
て
は
検
討
す
る
。

間
同

リ
ー
ス
業
者
が
リ

ー
ス
先
に
社
員
を
派
遣
し
運

営
管
理
し
て
い
る
場
合
、
営

業
者
と
し
て
許
可
申
請
し
て

も
よ
い
か

答

問
6
に
対
す
る
回
答

を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

間
同

行
政
処
分
を
受
け

る
場
合
、
そ
の
業
者
の
他
庖

に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の

.カ

答

法
令
違
反
上
の
関
連

が
な
い
限
り
処
分
は
他
の
屈

に
は
及
ば
な
い
。

問
団

五
月
十
二
日
ま
で

は
深
夜
営
業
を
認
め
て
ほ
し

悠ロ

問
2
の
回
答
を
参
考

来
が
あ
れ
ば
出
入
口
で
な
く

答

他
の
風
俗
営
業
所
と

と

も

よ

い

か

出

入

口

を

別

個

に
し
、
か
っ
、

答

法
て
は
出
入
口
の
見
時
点
で
完
全
に
区
画
し
別
個
独

や
す
い
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
立
の
営
業
所
と
す
れ
ば
よ
い
。

る
。
従
っ
て
鹿
内
に
も
表
示

問
刊

二
月
十
二
日
現
仮

し
た

い
場
合
は
出
入
口
に
表
八
号
営
業
を
し
て

い
る
が
、

が
し
、
か
っ
、
府
内
の
見
や
家
賃
の
賃
貸
借
契
約
が
二
月

す
い
と
こ
ろ
に
あ
わ
せ
て
表

十

三

日

以
後
と
な

っ
て
も
よ

示
さ
れ
た

い
。

い
か

問
刊

営
業
用
広
舗
に
つ

答

二
月
十
三
日
の
段
階

い
て
家
、
王
と
家
賃
の
こ
と
で
に
お
い
て
、
現
に
営
業
し
て

紛
争
が
あ
り
現
杭
家
計
を
供
い
た
こ
と
を
客
観
的
に
疎
明

託
し
て
い
る
状
態
で
使
用
象
で
き
得
る
資
料
が
あ
れ
ば
よ

諾
替
が
と
れ
な
い
が
ど
う
す
い
。

れ
ば
よ
い
か

問
料

二
月
十
二
日
現
在

答

正
当
に
使
用
権

が

あ

営

業
し
て

い
る
者
で
あ
る
が
、

る
旨
の
客
観
的
に
証
明
で
き
改
造
で
き
に
く
い
構
造
上
の

る
資
料
を
提
出
さ
れ
た
い
。
問
題
が
あ
る
。
不
許
可
に
な

裁
判
所
の
決
定
書
、
家

賃

る

か

の
供
託
に
関
す
る
資
料
等

答

具
体
的
に
検
討
し
な

問
刊

市
場
内
の
庖
舗
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
法
に

寸
五
年
前
に
買
っ
て
営
業
し
構
造
設
備
の
基
準
が
あ
る
以

て
い
る
が
現
在
は
家
口
も
支
上
、
こ
れ
に
渡
合
し
て
い
な

払
っ
て
い
な
い
(
家
主
が
不
け
れ
ば
不
許
可
に
な
る
こ
と

明
)
使
用
殺
諾
轄
を
受
け
ら
は
当
然
で
あ
る
。

れ
な
い
が
ど
う
す
れ
ば
よ

い

問
刊

ホ
テ
ル
、
大
規
模

か

小

売

し活
、
遊
園
地
に
つ
い
て

答

問
犯
の
回
答
に
準
じ
見
通
し
が
よ
け
れ
ば
許
可
対

た
資
料
を
提
出
さ
れ
た
い
。
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
が
、

一

関
川

市
場
内
の
商
人
会

O
%と
の
関
係
は
ど
う
な
る

が
空
庖
舗
に
リ
ー
ス
で
ゲ
!
の
か

ム
機
を
置
き
市
場
収
入
の
足

答

こ
れ
ら
の
施
設
で
は

し
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
区
画
さ
れ
た
遊
技
設
備
内
が

営
業
者
を
誰
れ
に
し
た
ら
よ

外
部
か
ら
見
通
し
が
で
き
得

い

か

れ

ば

許

可

対

象

外

と

な

る

。

答

問
6
の
回
答
を
参
照
見
通
し
が
で
き
な
い
場
合
は

さ
れ
た
い
。

一

O
%
の
問
題
が
で
て
く
る
。

関
川

外
国
人
の
禁
治
産

間
判

間
的
の
質
問
の

一

者
等
で
な
い
証
明
は
、
日
本

O
%
の
分
母
は
区
画
さ
れ
た

人
二
名
の
証
明
が
あ
れ
ば
よ

施
設
か
、
又
は
そ
の
施
設
の

い

の

か

あ

る

遊

園

地

全

体

の

面

柏

の

答

そ
の
通
り
で
あ
る
。

こ
と
か

但
し
証
明
で
き
得
る
日
本
人

答

区
画
さ
れ
た
施
設
で

は
身
元
の
明
確
な
成
年
者
で
あ
る
。

あ
っ
て
当
該
外
国
人
を
長
期

間
灯

大
規
院
小
売
届
の

に
わ
た
っ
て
よ
く
知
っ
て
い
屋
上
は
許
可
申
絡
め
必
要
は

る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
な
い
か

と
考
、
え
る
。

答

屋
上
天
井
が
な
い
だ

関
口

屈
の

一
部
が
他
の
け
で
屋
外
と
同
様
の
取
扱
い

風
俗
営
業
所
で
あ
る
が
、
こ
と
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
営

の
場
合
八
号
営
業
と
し
年
少
業
の
笑
態
に
よ
っ
て
許
可
対

者
が
立
入
れ
る
よ
う
に
す
る
象
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
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旬、

第三緩郵便物認可

ミカルに登場

基板「あいむそーり一J

有名人に似た人物がコ

セガ社から

金
流
を
集
め
て

い
く
と
い

う
内
容
の

T
V
ゲ
l
ム
機

「
ご

硬
貨
投
入
、

句、旬、

ん
べ
、
え
の
あ
い
む
そ
|
り

l
」

が
、
側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ゼ
ス
(
本
社
東
京
、
中

山
隼
雄
社
長
)
か
ら
四
月
二

十
二
日
発
売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
迷
路
状
画
面
で
、

画
面
内
に
落
ち
て
い
る
金
塊

を
拾
っ
て
家
(
画
面
上
部
)

に
持
っ
て
帰
る
と
い
う
ゲ
ー

ム
で
、
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
ど
こ
か
で
見
た
よ
う

な
人
た
ち
(
タ
モ
リ
、
田
中

元
首
相
、
有
名
プ
ロ
レ
ス
ラ

ー
な
ど
)
に
似
せ
て
お
り
、

コ
ミ
カ
ル
な
ム
ー
ド
の
中
に

るもはで払た払数| 句、 ジ 落 こ 門 ノfけレジて 操ンレ谷も
。使「き出だ出字 I ~ ヤちととン 、スャき敵作プパ 。少
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な イ ま ど か け ち ボ へ な 返 の が はンて 、レゲでつつ姿|球を同タは月、が機を
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十を;球のスヤれ 、時 似jが相的合 iイ ボ ) 難つ作みくな手もレ 、用発良ナナと
一取で巡マンたスはえ勝手にわブブタを易 。はが 、つ前のイ二で売信ミミし
1らさ択 ツ スらマパば負が左せすかン選度 四 動 ラ て が で で 人 は と 代 側 の た
をれずをシボカツツコの打右て る カ で 択 ( ついケい 1 、卓用コな表(ピ T
先る相誤斗 | ツ シク|決つ移ラ 。ツ 球し五 のてツるプ画球でンる)本ン V

て
脱
出
。
消
火
栓
が
あ
る
と

火
を
吹
く
の
で
注
意
。
タ
イ

マ
ー
内
に
画
商
の
金
流
を
全

部
取
っ
て
家
に
帰
る
と

一
パ

タ
ー

ン
ク
リ
ア
。
三
回
ア
ウ

2
人
同
時
プ
レ
イ
、

5
レ
ベ

コ
ナ
ミ
か
ら

メ
ダ
ル
払
出
し
で

叩
く
と
ジ
ヤ

ン
フ

1985年5月15日第260号

がヤが 下叩 と た を ら 神
、ン る部 く こ な 「メ同戸糊

総プもかとれつ Jダ社市 こ
商アめら 、は て Pルコ、ま
左ツでパそ 丸 い ス 払 二 回 や
側プギッの い るタ出、:中製
に」性 ク 弾 タ 。 | し二弘作
1 と半がみ タ 」仕♀社所
、戸 刀 飛 で キ が様九長(

2 じ吃び縫合 発に三 ) 本
、だジ上簡を 売 し ζ か社

こ
ま
や
か
ら

五
種
類
の
野
球
能
力
テ
ス
ト
で

大
リ
ー
グ
に
登
用基

板

• • 

デ
ー
タ

プ
ロ
野
球
の
入
団
テ
ス
ト

を
内
谷
と
し
た

T
V
ゲ
l
ム

機
「
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
」
が
、

デ

l
タ
イ
ー
ス
ト
附

(
本
社

東
京
、
福
田
哲
夫
社
長
)
か

ら
四
月
二
十
二
自
発
売
と
な

っ
た
。こ

れ
は
米
国
メ
ジ
ャ

ー
リ

ー
グ
の
査
用
テ
ス
ト
を
受
け

大
リ

l
ガ
ー
を
図
指
す
と
い

う
も
の
で
、
野
球
に
必
要
な

五
種
類
の
プ
レ
イ
を
順
次
、

八
方
向
レ
バ
ー
と
二
つ
の
ボ

タ
ン
に
て
行
な
う
ゲ

l
ム
。

各
テ
ス
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
数
回

「マーブルマッドネス」

第 1弾“アタリシステム 1" 

ナムコから

立

2
階
建
て
の
バ

。
キ
デ
ィ
l
シ
リ
ー
ズ
H

「

J

P
ス
タ

l
」

3
、

5
、
叩
の
数
字
が
あ
り、

パ
ッ
ク
め
止
ま
っ
た
個
所
の

JPスター

• • 

「
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
」

場
し
、
#
ボ
タ
ン
で
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
(
タ
イ
ム
制
限
が

あ
る
)
。
③
ピ
ッ

チ
ン
グ
テ

ス
ト

1
青
ボ
タ
ン
で
コ
!
ス

を
決
め
て
亦
ボ
タ
ン
で
投
げ
、

レ
バ
ー
で
カ
ー
ブ
、
シ
ュ

l

ト
を
か
け
る
。
九
球
ス
ト
ラ

イ
ク
で
ク
リ
ア
。
④
パ
y
テ

ィ
ン
グ
テ
ス
ト

1
ピ
ッ

チ
ン

グ
マ
シ
ン
が
直
球
、
カ
ー
ブ、

シ
ュ

l
ト
を
投
げ
る
の
を
、

レ
パ

l
で
ヒ

ッ
ト
ポ
イ
ン
ト

を
決
め
赤
ボ
タ
ン
で
打
つ
。

フ
ィ
|
ル
デ
ィ
ン
グ
テ
ス
ト

H
H
ノ
ッ
ク
さ
れ
た
ボ
ー
ル
を

走
り
な
が
ら
キ
ャ
ッ
チ
す
る
。

基
板
販
売
の
み
で

O
P
価
絡

十
四
万
八
千
円
。

行
な
わ
れ
、
そ
の
う
ち
の
最

良
の
成
績
が
設
定
ラ
ン
ク
以

上
で
あ
れ
ば
次
の
テ
ス
ト
に

移
る
が
、
そ
れ
以
下
だ
と
ゲ

ー
ム
終
了
と
な
る
。
テ
ス
ト

の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

①
遠
投
テ
ス
ト
H

赤
ボ
タ

ン
を
叩
い
て
パ
ワ
ー
を
上
げ

(
腕
が
回
る
)
、
背
ボ
タ
ン

で
投
げ
る

(四
十
丘
度
方
向

が
よ
り
遠
く
へ
飛
ぶ
)
と
飛

距
離
が
表
示
さ
れ
る
。
②
盗

塁
テ
ス
ト

1
レ
バ
ー
で
リ
ー

ド
と
パ

ッ
ク
を
行
な
い
、
レ
定

る
時
吋
は
亦
ボ
タ
ン
で
速
度
を

二語、、

•••• 
・・・・・・圃圃

•••••••• 
、

トライアウト

米
国
ア
タ
リ
社
開
発
の
ア

ッ
プ
ラ
イ
ト
引

T
V
ゲ
i
ム

機
「
マ
|
ブ
ル
マ

ッ
ド
ネ
ス
」

が
、
側
ナ
ム
コ

(本
社
東
京
、

中
村
稚
哉
社
長
)
か
ら
四
月

十

一
日
発
売一
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
コ
ン
バ

ー
ジ
ョ
ン

用

ρ
ア
タ
リ
シ
ス
テ
ム

1
8

第
一
一
体
で
、
同
シ
ス
テ
ム
は

高
密
度
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
多
彩
な
カ
ラ

l
表
現
、
独
特
の
サ
ウ
ン
ド

効
果
、
汎
用
性
な
ど
を
特
徴

と
し
て
い
る
。
同
ゲ

l
ム
は

ボ
ー
ル
。

マ
|
ブ

ル
仰
を
転

が
し
立
体
迷
路
コ

ー
ス
を
進

ん
で
い
く
も
の
で
、
操
作
は

マ
|
ブ

ル
の
動
き
に
対
応
し

た
ト
ラ

ッ
ク
ボ
ー
ル
(
三
向

六
寸
度
回
転
)
を
回
す
。
画

商
は
コ
ー
ス
の
進
行
方
向
に

ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
い
く
。
全

部
で
六
つ
の
パ
タ
ー

ン

(
コ

ー
ス
)
が
あ
る
。

ゲ
ー
ム
は
二
人
同
時
プ
レ

イ
も
可
能
で
、

坂
、
ト
ン
ネ

ル
、
階
段
、
階
層
な
ど
が
あ

る
複
雑
な
コ

i
ス
を
、
マ
ー

定
置
型
乗
物
機
「
デ
ラ

ッ

ク
ス
パ
ス
」
が
、
側
ホ
ー
プ

(
本
社
工
場
川
崎
市
、
小
野

定
良
社
長
)
か
ら
発
売
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
二
階
建
て
パ
ス
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
同

社
H

キ
デ
ィ
!
シ
リ
ー
ズ
。

の
ひ
と
つ
。
赤
い
ボ
デ
ィ
ー

に
賀
色
を
あ
し
ら

っ
た
配
色

で
、
窓
は
青
色
に
な

っ
て
い

ブ
ル
を
転
が
し
な
が
ら
進
ん

で
い
き
、
制
限
・
時
間
内
に
ゴ

ー
ル
に
着
け
ば
一

パ
タ
ー

ン

ク
リ
ア
。
途
中
で
障
害
物
に

ぶ
つ
か
っ
た
り
コ
ー
ス
か
ら

落
ち
る
と
壊
れ
て
ロ
ス
タ
イ

ム
と
な
る
(
し
ば
ら
く
す
る

マーブルマッドネス

句、

旬、旬、

ト
で
ゲ
ー
ム
終
了
だ
が
、

一

定
得
点
以
上
で
一
人
追
加
さ

れ
る
。
な
お
問
機
は
同
社
「
マ

ザ

l
ボ

l
ド
シ
ス
テ
ム
」
第

十
二
弾
で
、
同
社
従
来
機
の

R
O
M
交
換
(
一
部
サ
ブ
基

板
も
必
要
)
で
悶
ゲ

i
ム
に

変
更
。

R
O
M
キ
ッ
ト

O
P

価
格
五
万
五
千
問
、
基
似
O

P
価
格
十
六
万
五
千
円
。

ル
の
試
合

お
二
人
用
で
は

2
プ
レ
イ
ヤ

ー
側
が
向
こ
う
側
の
コ

i
ト

か
ら
手
前
の
コ

l
ト
に
打
ち

返
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
操

作
街
で
多
少
戸
惑
う
こ
と
も

あ
る
。
恭
一
板
販
売
の
み
で
定

価

l
四
万
八
千
円
。

「
ピ
ン
ポ
ン
」

基
板

取
す
れ
ば
そ
の
試
合
に
勝
ち
、

次
の
試
合
(
レ
ベ
ル
が
上
が

る
)
に
挑
戦
す
る
。
デ
ユ

ー

ス
が
続
く
時
は
十
五
点
先
取

し
た
側
の
勝
ち
。
試
合
に
負

け
る
と
ゲ

l
ム
終
了
。
二
人

用
で
勝
っ
た
方
は
そ
の
後
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
対
戦
。
な

戸田園品長叫ー-二盟国曲幽圃・・・・・園町

顕盟
貯・:τ

吋

朝
日
の
乗
物

「
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
」

FL『

ぷ己

U
タ
i
ン
式

定
置
回
転
式
乗
物
機
「
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
」
が
、
朝

日
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
附
(
営

業
本
部
、
大
阪
府
泉
南
都
、

佐
原
十
郎
社
長
)
か
ら
発
売

と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
文
字
通
り
米
国
の

θ

コ
ロ
ン
ビ
ア
号
。
を
モ
デ

ル
と
し
た
も

の
で
、
小
さ

な
ス
ペ

ー
ス

に
て

U
タ
ー

ン
を
行
な
う

乗
物
機
。
約

一
M
の
ス
ト

ロ
ー
ク
で
直

進
と
三
百
六

十
度
回
転
を

繰
り
返
す
と

い
う
動
き
を

す
る
。
作
動
中
に
電
子
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
流
れ
る
。
作
動
時

間
は
六
十
秒
、
二
人
乗
り
。

外
棚
の
大
き
さ
は
幅
約
ニ
バ
、

長
さ
三
れ
で
、
側
画
に
は
木

馬
の
イ
ラ
ス
ト
が
捕
か
れ
て

い
る
。
受
注
生
産
に
よ
る
版

売
で
定
価
八
十
単
万
円
。

• • 
と
マ
!
ブ
ル
が
持
出
現
)。

た
だ
し
第
五
パ

タ
ー

ン
で
は

逆
に
障
害
物
に
当
た

っ
て
唆

す
こ
と
が
で
き
る
う
、
ぇ
、
重

力
の
法
則
も
逆
に
な
る
の
で

注
・社
。
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー
ま

た
は
第
六
パ
タ
ー
ン
を
ク
リ

ア
す
れ
ば
ゲ

i
ム
終
了
。
タ

イ
マ

ー
は
五
段
階
に
調
節
で

き
る
。

ア
ッ
プ
ラ
イ
卜
型
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
定
価
九
十
八

万
円
。

タ
ス
コ
の
定
置
型

「
ブ
ル
l
コ
ス
モ
ス
」

宇
宙
船
の
離
着
陸

定
叩
夜
明
采
物
機
「
ブ
ル
ー

コ
ス
モ
ス
」
が
、
タ
ス
コ
附

(
本
社
東
京
、
上
原
勝
社
長
)

か
ら
発
売
と
な
っ
て
い

る
。

こ
れ
は
上
灯
式
で
宇
宙
船

の
縦
着
陸
が
テ
ー

マ
の
も
の
。

タ
ラ
ッ
プ
を

出
品
且
っ
て
ん
子
ん凶

船
に
采
り
込

む
と
、
効
果

音
と
と
も
に

全
体
が
少
し

上
昇
し
な
が

〉句
、

山
子
{
自
に

飛
び
立
つ
よ

う
に
前
の
部

分
が
さ
ら
に

上
昇
し
、
機
体
が
斜
め
に
な

る
。
作
動
中
に
運
転
席
の
ボ

タ
ン
操
作
で
銃
の
発
射
山闘
が

鳴
り
、
フ
ロ
ン
ト
の
ラ
ン
プ

が
点
滅
す
る
。
高
さ
最
高
一

・

五

μ。
定
価
九
十
五
万
円
。

陶

¥E
寸

L
一一一一
宮
一日

、

r
-
4
亨

s

ブルーコスモス

ス
ー
リ
ン
グ
で
、
作
動
中
に
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
ホ
|
ン
を

叫
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
作

動
時
聞
は
九
十
秒
。
な
お
同

シ
リ
ー
ズ
は
す
べ
て
幕
内
が

共
通
。
定
価
四
十
八
万
円
。

る
が
、
二
階
部
分
の
フ
ロ
ン

ト
と
パ

ッ
ク

は
開
放
さ
れ

て
い
る
。
乗

容
が
座
る
と

ち
ょ
う
ど
そ

の
二
階
の
窓

か
ら
外
を
見

る
こ
と
に
な

る
。
動
き
は

左
右
へ
の
ロ

デラックスパス
コナミのピンポン

(有限会社寿版完製品名)

ロイヤルあるいはマー ジャン

花ビューターあるいは

コイビューター

三人l麻雀

東京都豊J誌区高田 1丁目20番 l号

有限会社寿販売

代表取締役 北野 慶

勺

有限会社券販売が製造及び販売数しました後記有欄表示のビデオ

ゲーム機は、日本物産株式会社が製造及び販売する後記友樹表示の

ビデオゲーム機の必ー作権を侵害するものであったため、 日本物産株

式会社と有限会社奔販売聞で紛争が生じましたが、此j支両社聞にお

いて協議が整い、円満に干[1解が成立数しましたので、ここに謹んで

お知らせ欽します。

有限会社券販売は、 日本物産株式会社に対し謹んで陳謝の意を表

明し 、今後有限会社奔販売は、日本物産株式会社と協力して、コピ

ー製品の追放をはじめ、業界め健全な発展のために一層の努力を致

す所存でございます。

本紙上をもちまして|長j係各位にお知らせ申し上げる次第です。

ラ己

3 雀張

昭和60年 4月吉日

せ実日

大阪市北区天神僑 1丁目12番 9号

日本物産株式会社

代表取締役 鳥井末治

お

(日本物産株式会社製品名 )

1 .ロイヤルマー ジャン

2.プロピューター

スベースシャトル

置血阻且亜里血I~~:I 

名古屋市北区辻本通 1丁目[(!]番地 l
干~(3I.i'i(I}.J，æ・ 5727 914・[m.

2718~2732~2732A ~2784、27128(1".~】

￥138，000-

.特長

・2716、2732、2732A、2764、27128に書込可能 {切り谷え

は簡単で故障のないロータリースイッチ式)

・ベリファイ、フランチェッ 夕、プログラムオートスター卜

・ア ドレス Jfス チェック

・データ /"¥ス チヱック

・同時に10佃魯込
..込終了ブザー

・魯込電圧異常検出 (Vpp)

・Vcc電源電庄異常検出

・書込 残町時間表示・2764、27128高速讐込

・誤掃入防止カバー付

・各P-ROMの選択がワンタッチ

・電源内蔵

日本メモリー株式会社|

マルチP-ROMプログラマー

• 

• • 

• 

〈有〉ママトップ
0542 63 9373 

基板常時2，000枚在庫有ります。

FOR SALE : 2，OOOPCBS ALWAYS IN OUR STOCK 

盟国彊E
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ゲームマシン

評
論
そ
の
他
の
部
門
で
は

佐
瀬
捻
『
金
属
パ

ッ
ト
殺

人
い
や
件
』

(
不
思
社
)

校
山
縦

『札
止
少
と
点
京
』

{
八
ル
コ
山
版
社
)

い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
、
気

が
つ
く
と
ま
た
〈
ハ
ヤ
カ
ワ
・

ミ
ス
テ
リ
ー
〉
の
書
評
の
欄

を
夜
ち
読
み
し
て
而
向
そ
う

な
本
を
口
っ
た
り
、
説
冊
目
紙

で
は

〈
週
刊
読
冷
人
〉
が
川

に
4

回
山
似
せ
る
ミ
ス
テ
リ
ー

の
時
泌
が
い
ち
ば
ん
ま
し
で

あ
る
の
だ
が
そ
こ
で
と
り
あ

げ
て
い
る
本
で
興
味
を
必
か

れ
る
も
の
が
あ
る
と
つ
い
そ

の
本
を
購
入
し
た
り
、
日
刊

紙
は
月
曜
日
に
読
書
欄
を
掲

載
し
て
い
て
〈
朝
日
v

の
ミ

ス
テ
リ
ー
の
と
り
あ
げ
方
は

非
常
に
鈍
感
な
も
の
で
よ
く

な
い
場
合
が
多
い
が
、

〈
毎

日
〉
や
〈
読
売
v

の
ミ
ス
テ

リ
ー
や

S
-
F
の
招
介
記
事

は
簡
に
し
て
要
を
え
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
そ
こ
で
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
つ
い
読

み
た
い
滋
惑
に
か
ら
れ
て
し

ホ
ぞ
っ
。

毎
年
存
に
な
る
と
そ
の
延

以
で
か
れ
に
す
る
と
も
な
く

刊
本
推
組
作
家
協
会
食
も
公

に
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

今
年
の
受
賞
作
の
な
か
に

佐
瀬
稔
司
令
制
パ

ッ
ト
殺
人

新
人
の
季
節

桃
や
菜
の
花
や
コ
ブ
シ
の

花
の
頃
は
ま
だ
風
は
冷
た
く

L
E
、。

削
巾
書
、
し

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
が
花
開
〈

頃
か
ら
夜
胤
も
肌
に
な
ま
ぬ

る
く
馴
染
ん
で
く
る
よ
う
に

な
り
桜
が
咲
き
怯
が
散
る
頃

に
は
昼
間
ち
ょ
っ
と
急
い
で

歩
い
た
り
す
る
と
う
っ
す
ら

と
汗
が
う
か
ん
で
く
る
。

新
人
の
k
f
節
で
あ
る
。

今
や
噸
笑
の
的
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
な
は
や
じ
が
す

る
が
例
の
紛
の
背
広
に
あ
か

い
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
た
人
た

ち
で
街
が
あ
ふ
れ
か
え
る
。

桜
の
字
節
に
毎
年
日
本
推

理
作
家
協
会
貨
の
受
賞
作
品

が
決
定
さ
れ
発
表
さ
れ
て
い

る
。今

年
は
H
K
制
部
門
で
は

北
万
謙
三

『
泌
さ
の
街
』

(
仙
栄
作
央
社

)

皆
川
向
チ
『
時
了
旅
芝
川
伯

殺
人
必
件
』

(
白
水
社
)

と
な
っ
て
い
る
。

今
か
ら
・

一卜

4
年
は
ど
前

か
ら

4
年
間
ほ
ど
伎
に
け
を

つ
い
で
仕
七
・
の
A
N
間
を
縫
っ

て
と
い
う
よ
リ
も
仕

u

ゅ
の
聞

も
ず
っ
と
ミ
ス
テ
リ
ー
だ
け

を
読
み
絞
け
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
そ
れ
以
後
ず
っ
と
ミ

ス
テ
リ
ー
に
つ
い
て
は
チ
ャ

ン
ド
ラ
ー
だ
け
を
残
し
て
あ

る
い
は
も
、
7
す
こ
し
範
問
白を

広
げ
て
も
ハ
メ

ッ
ト
と
ロ
ス
・

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
三
人
だ
け

で
い
い
と
し
て
、
他
の
ミ
ス

テ
リ
ー
を
み
な
台
本
口
座
に
引

き
と
っ
て
代
っ
た
。

小
引
の
ト
ラ
ッ
ク

い
っ
ぱ

い
の
州
物
に
な
リ
、
お
も
っ

た
よ
り
も
多
く
の
お
令
が
予

に
人

っ
て
似
し
か

っ
た
。

そ
れ
以
後
か
な
リ
の
間
ミ

ス
テ
リ
ー
に
つ
い
て
は
あ
る

附
の
断
念
を
し
て
い
た
は
ず

な
の
だ
が
、
生
米
だ
ら
し
な
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〈之

鎌
先
英
太
郎

事
件
恥
が
あ
っ
た
の
に
は
な

か
ば
窓
外
な
感
じ
が
し
た
。

が
読
ん
で
み
る
と
や
は
り

こ
れ
は
こ
れ
で
よ
か
っ
た
と

い
う
討
も
す
る
。

こ
の
本
は
出
版
さ
れ
た
附

に
は
秀
れ
た
ル
ポ
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
紙
耐
や
総
刷
で
刈

価
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、

引払

は
読
ん
で
い
な
か
っ
た
。

『
金
属
パ
ッ
ト
殺
人
事
件
』

の
あ
と
が
き
の
中
に
も
あ
る

の
だ
が

|
|
私
た
ち
の
世
代
は
、

必
死
に
働
け
ば
明
日
は
少
し

で
も
よ
く
な
る
、
と
信
じ
て

走
り
続
け
、
そ
し
て
こ
う
い

う
新
し
い
世
代
を
育
て
あ
げ

ま
し
た
。
要
す
る
に
こ
れ
が

現
実
で
す
。
尚
一
而
す
る
ほ
か

に
対
処
の
し
よ
う
は
な
い
。

社
会
が
必
い
、
受
験
競
争
が

い
け
な
い
、
と
他
人
の
せ
い

に
す
る
わ
け
に
は
い
か
る
い

の
で
す
。

仙
紙
川
内
所
の
判
決
丈
は
何
度

も
北
み
返
し
ま
し
た
。
政
判

長
は
判
決
文
を
削
減
し
た
あ

と
、
被
告
に
む
か

つ
て

「
紘

判
所
と
し
て
も
心
の
旦

い
必

判
だ

っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
が
、
い
わ
ば
世
代
の

脊
渋
が
に
じ
み
出
た
、
印
象

的
な
言
葉
で
し
た
。
法
律
的

に
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る

の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
公
判

に
通
っ
た
者
と
し
て
は
、
あ

れ
は
名
判
決
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
、
と
思
い
ま
し
た
。

心
の
且
い
が
件
に
つ
い
て

そ
う
滞
し
く
は
知
り
た
く
な

い
、
も
う
沢
山
だ
と
い
う
気

持
で
こ
の
本
は
抗
め
な
い
と

し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

受
賞
を
機
会
に
金
属
パ

ッ

ト
の
よ
う
な
カ
バ
ー
で
裳
輸

を
し
て
あ
る
こ
の
本
を
読
ん

だ
の
だ
が
読
後
感
は
ま
す
ま

す
心
が
彊
く
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。あ

と
が
き
に
出
て
い
る
こ

う
い
う
新
し
い
世
代
に
つ
い

て
も
や
は
り
心
霊
い
も
の
が

あ
る
の
だ
が
、
こ
う
い
う
新

し
い
世
代
と
は
ど
ん
な
新
人

た
ち
か
ら
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

『A
J，

M
パ
ッ
ト
殺
人
事
件
』

の
な
か
で
佐
瀬
捻
は
こ
の
事

件
は
特
舶
な
い
や
作
で
は
な
く

て
、
こ
う
い
う
新
し
い
世
代

に
と
っ
て
は
ご
く
あ
た
り
ま

え
の
ニ
と
で
あ
り
引
き
令
さ

え
引
か
れ
る
の
な
ら
令
国
の

ど
こ
の
家
庭
で
も
起
り
う
る

事
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
与
祭
を
く
わ
え
て
い
る
。

新
人
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
で

は
「
ス
チ
ュ

l
テ
ン
ト

・
ア

バ
シ

l
」
と
命
名
さ
れ
て
い

る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形

成
を
め
ぐ
る
必
藤
に
失
敗
し

て
、
現
実
面
で
の
選
択
か
ら

逃
げ
た
り
、
絶
望
感
、
効
勉

さ
の
山
氏
失
、
生
活
の
緩
般
化

な
ど
に
陥
っ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
が
ご
く
千
均
的

な
山
年
。
行
俄
が
よ
く
む
し

ろ
平
均
以
上
の
好
感
が
も
て

る
。
分
裂
性
料
、
ヒ
ス
テ
リ

ー
性
絡
、
受
動
的
攻
靴
下
掛
川
給
。

い
ず
れ
に
も
ぴ
っ
た
リ
し
な

• • 

ぃ
。
笠
原
嘉
は
従
来
か
ら
あ

る
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
と
正
常
者
の

中
問
状
態
、
準
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

と
い
う
言
葉
を
用
い

「
わ
れ
わ
れ
精
神
科
医
は

中
産
階
級
化
、
高
学
歴
化
の

す
す
む
時
代
に
お
い
て
は
、

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
今
ま
で
の

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
よ
り

一
附
怖
い

こ
う
い
う
状
態
に
ま
で
広
げ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
L

と
い

っ
て
い
る
。

彼
ら
は
競
争
や
挑
淵
明
か
ら

オ
リ
て
、
や
さ
し
さ
を
求
め

る
。
現
実
に
尚
一
闘
し
、
問
題

を
解
決
し
て
大
人
に
な
る
か

わ
り
に
、
そ
れ
を
回
避
し
て

留
ま
り
、
無
気
力
、
虚
脱
成
ゅ

の
な
か
に
閉
じ
こ
も
る
。
服

装
や
表
情
に
は
乱
れ
が
な
く

多
く
は
い
い
子
、
い
い
青
年

で
あ
る
。

彼
ら
は
内
分
の
梢
神
の
深

層
に
何
が
起
っ
て
い
る
か
知

ら
な
い
。
鉱
山
気
力
と
い
っ
て

も
彼
ら
の
広
鴨
川
下
に
は
激
し

い
抑
圧
、
げ
何
様
、
焦
慮
、
怖

い
訟
が
必
同
制
し
て
い
る
。

彼
ら
は
ふ
め
る
臼
突
如
と
し

て
立
ち
あ
が
り
尖
然
に
減
免

し
て
し
ま
う
。

「
ア
ク
テ
ィ
ン
グ

・
ア
ウ

ト
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ

り
、
寸
本
求
、
心
の
内
側
に

体
験
と
し
て
保
持
さ
れ
て
し

か
る
べ
き
不
安
や
緊
張
が
行

動
と
し
て
外
に
発
散
さ
れ
て

し
ま
う
」
の
で
あ
る
。

佐
瀬
稔
に
よ
れ
ば

|

|
敏
感
で
傷
つ
き
ゃ
す

く
、
抑
圧
に
も
ろ
い
子
は
、

既
成
の
惜
し
代
か
ら
見
た
ら
理

由
と
も
い
え
ぬ
埋
山
で
、
死

と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
予
を

め
ば
す
。
そ
う
い
う

f
は
、

ご
く
汗
過
の
家
経
の
い
い
子

と
し
て
、
い
い
似
を
し
て
何

気
な
く
パ
作
均
し
て
い
る
そ
う

だ
。
新
人
た
ち
を
μ
均
年
数
多

く
迎
、
え
て
い
る
こ
の
社
会
は

正
常
も
凶
丹
市
川
巾
も
な
い
出
沌
と

し
た
一
厄
の
社
会
な
の
で
あ
る
。

戸価値あるこユーマシンをディストリビュートするグ• • 

OSAKA (Jaoan) 
TEL06-お0・1331FAX06・ぉ0・13ω

TOKYO (Jaoan) 
TEL 03-262-9111 FAX03-261-6211 

略。naml.
FAANKFUAT (W.Ge同nany)
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しONOON(U.K.) 
TEL01-429-2446 FAX例-429-2069
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TEL312・お4・6633FAX312-364-1368 

諜

伴

電
光
点
滅
ル
ー
レ
ッ
ト
方
式

超
小
型
で
多
く
の
機
能
満
載

MISSILE FEVER 
メタルゲーム機のE世相E運営につき ましては「メ

ダルゲーム場選営器準J を守ってニ・使用下さい

ミサイルフィーパーごんべえのあいむそーりー

金塊を集め家に持ち帰る

コミカルなキャラクター

戦場の狼

悪の軍団との激烈な陸戦

ライフルと手棺弾を駆使

ドネスマッマーフル

。
シ
ス
テ
ム
1
0
第

一
仰
/
・

立
体
面
で
の
ボ

l
ル
転
が
し

• • 
I'M SORRY COMMANDO MARBLE MADNESS 

ご
挨
拶

益
々
御
降
口
日
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
格
別
の
お
引
立
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

業
務
進
展
に
伴
い
商
品
開
発
部
門
と
販
売
部
門
を
統
合

新
会
社

ア
イ
レ
ム
販
売
株
式
会
社

を
設
立
し、

年
五
月
一
日
よ
り
営
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

さ
て
、

こ
の
度
、

品
申
A

レじ、

3
L
J

，al
 

来
る
昭
和
六
十

つ
き
ま
し
て
は
新
発
足
を
機
に
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
う
べ
く

一
層
努
力
致

す
所
作
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ア
イ
レ
ム
株
式
会
社
同
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
卜
年
間
月

本

社

東
京
販
売

事

務

所

敬
白

ヌ
イ
レ
ム
株
式
会
社

代

表

取

締

役

社

長

高

嶋

哲

ム
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

高

嶋

由

之

大
阪
市
北
区
西
天

満
一
丁
目
七
番
四
号

協
和
中
之
島
ビ
ル
三
階

一T
五
三
O

電
話

(O
六
)

=
二
二
|

一
三

O
O
(代
)

東
京
都
港
区
南
麻
布
三
丁
目
十
九
番
二
十
三
号

オ
l
ク
南
麻
布
ピ
ル
十
四
階

干

一
O
六

電
話

(O
三
)

四

四

二
|
三

O
八

一
(
代
)

五
月
十
八
日
よ
り
営
業
致
し
ま
す
。
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l新一風

八

同
自

L 

立
法
段
階
で
は
賭
博
行
為
、

聞

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

で
、
い
く
つ
か
の
オ
盾
点
や

疑
問
点
は
時
四
り
ま
す
が
、
は

ぽ

「
八
号
営
業
」
に
関
し
て

の
慨
略
を
み
て
き
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
あ
と
は
許
付
申

請
や
憐
造
設
備
の
変
更
水
認

な
ど
山
辺
州
や
届
山
山
、
そ
し
て

遊
守
事
項
な
ど
を
み
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が

こ
こ
へ
き
て
ど
う
も
。
な
ぜ

「
八
号
営
装
」
が
風
俗
営
裟

と
し
て
こ
れ
ほ
ど
厳
し
い
肌

制
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
e

と
い
う
疑
問
が
山
山

て
き
ま
す
ね
。

新
川
山
川
智
門
法
第

一
条
の
目
的

に
は

「
(
:
:
:
)
規
制
す
る

と
と
も
に
、
風
俗
営
業
の
健

全
化
に
資
す
る
た
め
、
そ
の

業
務
の
巡
王
化
を
促
進
す
る

等
の

(
:
:
:
)」

と
あ
り
、

こ
れ
は
今
一凶
の
法
改
正
で
人

っ
て
き
た
条
文
て
す
が
、
「
規

制

-
K
)

「

t
生
ヒ

-
こ
'屯

刈
百
川

」

〈

2
.

、
川
以

L
T
'
d
1

，L

，b
t
J

震
が
あ
る
よ
う
に
見
、
え
て
、

な
に
か
風
俗
常
業
に
な
る
と

い
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
業

界
の
一
部
の
人
た
ち
は
考
え

て
い
た
よ
う
で
す
。
で
も
、

「
H
見
川
け

み
・0

晶
状

ー
し
ノ
¥
、

l't」
i
』

日

申
前
の
窓
U
で
も
担
当
山
口
か

ら
、
市
中
消
に
不
必
要
な
高
知

ま
で
要
ボ
さ
れ
、
あ
げ
く
は

「
行
政
書
士
を
通
し
て
や
り

な
さ
い

」
な
ど
と
言
わ
れ
る

(l
分
そ
の
営
業
者
だ
け
て

中
諸
手
続
き
が
で
き
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
で
す
よ
)。

だ
か
ら
こ
こ
で
、
な
ぜ
「
八

号
営
業
」
が
風
俗
営
業
と
な

っ
た
の
か
、
を
ふ
り
か
、え
っ

て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

笠E
c 

国
会
へ
提
出
さ
れ
た

• 1・

~n巴司問巴

15 MAY 

設
理
由

た
ま
り
場
防
止
が
理
由

「
風
俗
サ
門
業
等
取
締
法
の

一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ

い
て
」

(
衆
議
院
地
方
行
政

安
員
会
湖
上
食
主
資
料

・
昭
五

九
第
七
号
)
か
ら
引
用
す
る

と
、
法
改
正
め
背
景
と
し
て

「
少
年
の
た
ま
り
場
と
な

っ

て
い
る
蛍
袋
所
の
状
汎
」(
昭

利
五
八
年
七
月
現
在
)

で
、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
営
業
所

総
数
二
、
ム
一
六
に
刈
し
、

た
ま
り
場
と
な

っ
て
い
る
常

業
所
数
二
、
凶
=
=
丈
全
体
の

六
九

・
二
%
)
と
、
要
す
る

に

「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
約

七
訓
が
少
年
の
た
ま
り
場
に

な
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
、
「
た

ま
り
場
」
と
は

「
少
年
が
た

む
ろ
し
、
喫
煙
、
飲
柄
、
不

純
W
ハ
性
交
遊
等
の
不
良
行
為

を
繰
り
返
し
行

っ
て
い
る
州
場

所
」

(
腎
祭
庁
少
年
課
)
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

ゲ
l
ム
喫
茶
等
で
は
、
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
機
が
湾
入
さ
れ
、

こ
れ
を
刈
用
し
た
開
時
半
犯

が
大
幅
に
地
加
し
て
い
る
ほ

か
、
そ
の
多
く
が
少
年
の
た

ま
り
場
と
な

っ
て
非
行
集
同

の
閉
山
城
と
な
る
な
ど
、
少
年

の
健
全
な
育
成
に
深
刻
な

U

縦
けを
及
ぼ
し
て
い
る
」
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

開

業
界
側
と
し
て
は
、

「
た
ま
り
場
七
割
説
」
に
は

添
服
し
が
た
い
も
の
が
あ
り

ま
す
ね
。
ま
た
単
に

「
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
機
」
で
は
、
拙州悩川

用
の

T

V
ゲ
ー
ム
機

(
ギ
ャ

ン
ブ
ル
機
)
と
路
間
で
な
く

純
粋
な
娯
脚
本
だ
け
を
問
的
と

し
た

T

V
ゲ

l
ム
機

(
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
)
が

は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
は
ず

アップライト、コックピット型TVゲーム機
(UPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 

テーブル型TVゲーム機 (TABLEVIDEOS) 

前
回 言平価(RATING)

機種名(メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

評価
(RATING) 

機種名(メーカー名)
MOD.EL (MANUFACTURER) 

叫削

回

• • 
TX-l V8  (辰巳電子)

TX-l V8 (Tatsumi) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . .…"'7.00 
1 

ごんべえのあいむそーりー(セガ杜)
l' m sorry (Sega) ..................................…. • • • • • • • • • .8 . 33 

。
で
す
か
ら
、
そ
の
調
A
H
主
資

料
は
峻
川
町
だ
と
百
わ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
ね
。

答

ま
あ
そ
う
で
す
ね
。

調
査
宅
資
料
に
よ
る
と
、
「
八

サ
営
業
」
を
追
加
し
た
崎
由

は
、
以
上
の
背
京
を
も
と
に

「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
に
つ

い
て
は
、
ゲ
ー
ム
機
に
よ
る

開
的
行
為
が
行
な
わ
れ
た
リ
、

不
良
少
年
の
た
ま
り
場
に
な

る
い
場
の
問
題
か
生
じ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
改
正
法
楽
で
は
、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
の
営
業

を
風
俗
川
智
内
庁
去
の
許
可
対
象
に

加
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ス
ロ

ッ
ト

マ
シ
ン
、
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
機
、
そ
の
他
の
遊
校

設
陥
は
同
家
公
安
安
員
会
総

則
で
定
め
ら
れ
る
が
、
ス
ロ

ッ
ト
マ
シ
ン
等
の
ほ
か
、
フ

リ
ッ
パ
|
、
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム

等
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
」
と
な

っ
て
い
ま

す
。

こ
の
調
査
返
資
料
は
、

法
奈
が
凶
会
に
上
限
さ
れ
実

質
事
併
議
と
な
っ
た
地
方
行
政

委
員
会
で
配
布
さ
れ
た
も
の

で
、
内
谷
は
衆
参
両
院
と
も

ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
問
会
で
は

こ
れ
ら
の
資
料
に
ぷ
づ
き
法

案
を
め
ぐ

っ
て
(
と
く
に
「
八

号
営
業
」
の
追
加
な
ど
)
激

し
い
議
論
の
や
り
と
り
が
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

附
会
で
の
議
織
は
こ
こ
で

は
触
れ
な
い
と
し
て
、

「
八

廿
常
業
」
が
胤
俗
営
業
と
し

て
新
た
に
追
加
さ
れ
た
狸
由

は
、
①
ゲ
ー
ム
機
に
よ
る
賂

同
行
為
の
未
然
防
什
、
②
不

良
少
年
の
た
ま
り
場
化
の
未

然
防
止
、
の
二
凸
…
に
集
約
さ

れ
ま
す
。

聞

な
る
ほ
ど
、

T X-1 (辰巳電子)
TX-l (Tatsumi) ........................................"・・・・・・・5.645 @ 

忍者プリンセス(セカ。杜)

Ninja Princess (Sega) ・・・…・・・・・・…・….. . . • . . . . . . . . • . . . . . • • • .6 . 54 
l 2 

GPワール ド (セガ杜)

GP World (Se9a)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ .... 5.63 
4 @ 

ザ・ 高校野球 (アルファ電子)
The Kokoyakyu (Alpha) .............................".........6.27 3 3 

ポールポジ シ ョン (ナムコ )
Pole Position (Namco) 一.. . . . . . . . . . . . . . .一.. . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 50 7 。1 9 4 2 (カプコン)

1942 (Capcom) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一.. . . . . . . . . . . .…....6.08 
7 。

法
案
づ

ポ ーJレポジション II (ナムコ )
Pole Position II (Namco) 一.. . . . . .・.• . .…. • • • • • • • • • • • • • • • • • • 5 . 46 3 5 

く
り
と
い
う
極
旨
で
は
な
ん

と
な
く
分
か
っ
た
よ
う
な
気

が
す
る
の
で
す
が
、
す

っ
き

り
し
ま
せ
ん
ね
。
今
お
っ
し

ゃ
っ
た
二
つ
の
理
由
と
も
、

風
俗
営
業
と
し
て
ど
う
し
て

も
規
制
す
る
組
曲
に
は
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
も

っ
と
具
体
的
で
、
説

得
力
の
あ
る
説
明
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答

そ
れ
は
同
会
て
諭
議

さ
れ
る
形
で
明
ら
か
に
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
、
地
行
長
員

(脳
会
議
員
)
の
質
問
に
対

し
て
、
政
附
委
員

(凶
家
公

安
委
員
会

・
曾
察
庁
)
が
答

弁
す
る
と
い
う
十
刀
法
で
、
い

く
つ
か
は
明
ら
か
に
な
リ
ま

す
が
、
必
ら
ず
し
も
明
ら
か

に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は

凶
会
の

「
会
議
録
」
を
よ
く

読
む
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う

(「
会
議
対
」
は
凶
会
問
書

館
な
ど
で
読
む
も
」
と
が
て
き

ま
す
)。

な
お
納
得
で
き
る
説
明
だ

っ
た
か
ど
う
か
は
人
に
よ
っ

て
間
断
が
呉
な
る
で
し
ょ
う
。

国
会
で
は
党
派
別
に
言
う
と

山
民
、
公
明
、
民
社
が
法
楽

に
質
成
し
、
社
会
、
共
和
陀
が

反
対
し
ま
し
た
。
ま
た

「
ゲ

ー
ム
機
の
組
制
の
杭
リ
万
に

つ
い
て
引
続
き
検
討
す
る
こ

と
」
と
い
う
決
議
が
衆
参
両

院
で
採
択
さ
れ
、
参
議
悦
で

は

「
小
を
員
会
」
も
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で

に
、
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る

と
言
、7
べ
き
で
し
ょ
う
。

開

業
界
の

一
部
の
人
た

ち
は
、
法
楽
段
階
で

「
以
対

す
る
も
の
で
な
い
」
と
言
っ

て
お
き
な
が
ら
、
今
に
な

っ

て

「
佼
成
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
そ
れ
は
責
任
の

す
り
か
え
と
言
う
べ
き
で
し

ょ
う
ね
。

新
風
営
法
を
勉
強
す
る
会

マーブルマ ッ ドネス (アタリ )
Marble Madness (Atari) .....…. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 5 . 25 2 6 

ツ インビー(コナミ )
Twin 8ee (1くonami)・・・・・・・・・・・.. . . . . . . .一.. . . • . . . . .…. . . . . . . • • .6 . 00 

リターン ・オブ・ザ・インベーダー (タイトー)

Return of The Invaders (Taito) ...............…. • • • • • • • • • • .5 . 88 

2 5 

4 6 

ウル トラクイズ (タイ トー)
Ultla Ouiz (Taito) ................................................ 5.00 8 @ ナイ トギャル (日本物産)

Night Gal* (れlichibutsu).......................................5.69 5 7 

• • 
忍者ハヤテ (タイトー)
Ninja Hayate (Taito)・・・・・一.. . • . . . . . .一.. . . .一一.. . . . . . . • • • . . . . . . 4 . 67 

スーパー・ド ンキホーテ (ユニバーサル)
Super Don Ouix-Ote (Universal) ...........................4.50 

6 

8 

8 

9 

ジャンゴ・レディー (日本物産)
Jangou Lady鋳 (Nichibutsu)....................................5.58

ロードランナー・ノインゲリング帝国の逆襲(アイレム)

Lode Runner-The Bungeling Strikes Back (Irem) ・・・・・....5.45 

10 

6 

。
9 

CATCHER 
キャッチャー

UFO 
セガ・ユーフォー

ハラハラ、ドキドキ、ゲーム気分てρ楽しさつかみど

り。抜群の客層の広さをほこる、ファミリー・プライズ

ゲームの決定版です。

H ， 
• ，;勾Ti

-SKJ!で
，;r，・・.... 

私
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
が

わ
く
わ
く
ゲ
i
ム
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

ご
つ
き
げ
ん

f

サンダーストーム (デー タイースト )
Thunder Storm (Data East)....................................4. 00 10 10 

アイ ザック 2 (タイト ー)

Isaac II (Taito)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'5.25
11 ⑪ 

スターウォ ーズ (アタリ )

Star Wars (Atari) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.00
11 1 1 

マグ マックス (日本物産)

Magmax (Nichibutsu)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..一・・・・….5. 13 
9 11 

ジェダイの復讐(アタリ)
Return of The Jedi (Atari) 一.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 00 13 @ フィールドコンパ ッ ト (ジャ レコ )

Field Combat (Jaleco)....................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.008 12 

マッハスリー(タイトー)
M.A.C.H.3. (Taito) ・-一.. . . . . . . . . . . . . . . . • • • • . . . . . . • . • . . . . • . • • 3 . 67 16 @ クラウンズゴルフ・イン・ハワイ (エスコ貿易)

Crowns Golf in Hawaii (Esco) . . ........ . ...... ・・・・・・・・・・・・・・4.7515 @ 

ヨーコちゃんの歌をパックに、ちょっといかした

テデ、イボーイが無数にある迷路に潜入。今

までじない故高なサウンドにのって、ひょうきん

寧聞を索速いガンさばきで、めった懲ち/ボ、

ーナスゲ、ームも見逃せない、ムチャクチャ楽

しいア・イ・ド・ノレ・ゲームです。

モナコグランプリ(セか守士)
Monaco G P (Sega) ............................".".".........3.50 12 14 

レイダースフ ァイブ(タイトー)

Raiders 5 (Taito) ..…・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・.• . • • . . . . 4 . 70 
@ 

スーパーノぞンチアウ ト(任天堂)

Super Punch-Out (Nintendo)・・一.. . . . . • . . . • . . . • . • . • . . . • • • • . • . 3 . 18 14 15 
ギャラガ (ナムコ )

Galaga (Namco) ...・・…・ ・・・・… ~"" """ " """""""""'4.67
27 @ 

1 • .. 
(FLlPPERS) 

。
ツハーフリ

ピツト フオ一 jルレ11(セカ方、

PitげfallII (Sega) ................................................4.64 

雀王(新日本企画)
Jang-oh持 (S N K) ................................・・・・・・・・・…....4.58 

12 

16 

16 

17 

スペースシャトル(ウィ リアムズ)

Space Shuttle (Williams)・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6.67
2 。スパルタン X (アイレム)

|くungFu Master (Irem) .........・・…一.. . . . . . . . . . . . . • . . . . . • • • 4 . 55 13 18 

ロ ボット(ザッカリア)

Robot (Zaccaria) ・・・・・・・・・・・一.. • • . . . . . • • . . . . • . . .…. . . . . . . . .一"6.00
I 2 VSシステムベースボール (任天堂)

VS. System Baseball (Nintendo) ・・・・・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 50 24 @ 

ファ イアーノぞワー II (ウィ リアムズ)

Fire Power II (Williams) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.00
3 3 ピンボ(ジャレコ)

Pinbo (Jaleco)…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一.. .・・・・….. . . . . . . . . . . . . 4 . 50 
@ 

ホーンテッ ドハウス(ゴットリ ー ブ)

Haunted House (Gottlieb) ..............一.• . . . . . . . . . . . . . . • • • • 4 . 33 
4 4 ノマyクランド(ナムコ )

Pac-Land (Namco)・・・・・・・・・・・….. . . . . . .…-・・・….. . . . . . • • • . . . 4 . 46 
22 @ 

倍野陽司

セガ・マザーボードシステムは新製品が発売するごとに

基板をお求めすることなく安価なROM交換だけで新

製品に生まれかわる便利なシステムです。

ストライカー (ゴッ トリーブ)
Striker (Gottlieb) ..............…. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • . • . • • • • • • 4 . 00 5 5 セeビウス(ナムコ)

Xevious (Namco).....…・・・…・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・ . . . . . . . .4 . 43 
25 @ 

ローヤルフラ ッシュDX(ゴッ トリ ーブ)
Royal Flash DX (Gottlieb) ..............................."....4.00 5 5 

• • 
※禁品も当社でご用意しています。

干144電話 03(742)3171(大代表)

干062電話011(841)0248(代 表)

干561電話 06(334)5331(代表)

〒810電話092(522)4715(代表)

東京都大田区羽田卜2-12 
札幌市量平区豊平五条3・2・34
大阪府豊中市隻南町東2-5-3
福岡県福岡市中央区白金2-5-15

本社
札幌支底
関西支庖

1専多支m
⑥器官ガ.:r:j:J-.方イ叡

， 

調査ご協力庖(順不同)

ルナパーク(東京 ・新街)、ロサ ・ゲームランド (東京 ・池袋)、ドリームイン河原町 (京都 ・凶条河原
町)、タイトースペシャル(大阪 ・機悶)=鮒タイトー; J & B (東京 ・神悶)、UFu(東京鴬谷)、
セガセンター ・ニュー光(大阪 ・心E語紙)、モンテカルロ立命 (家事11・北区)=側セガ ・エンタープライ
ゼス; ゲームスペース ・ミライヤ (東京 ・務関)、プレインティキャロット新宿庖 (東京 ・新宿)、ビ
ッグキャロット新総1苫(東京 ・新橋)、なんは'ンティビ yグキャロ ット(大阪 .!lH:i底):;(YA)ナムコ ， ゲ
ームスポット・チェスター (大阪 ・梅悶)、アメニティパー7・リノ千1:1ilij庖 (大|仮 ・千目的)、アメニ
ティパーク ・リノ梅田庖(大阪 ・4毎回)=繍アポロ， カーニパルプラザ (来1jt・新街)司YA}.:>:.スコ貿易，
ワールドゲーム ・ミヤコ (東京 ・新翁)=(術家京キャビオート， 名鉄レジャック (名古屋 ・i駅前)=(附
水聖l'商会， ビデオイン ・キャッスル (小倉 ・駅前)=f付太平会館; ビデオイン ・マツヤ (京都 ・今出
)11) =側同凶術会， ニli.i迄ゲームセンター (大阪 ・玉造)=楽興業制; ボウルタカハシ ・ゲームセンタ
ー(大阪 ・阿倍野)=側大阪サービスゲームス。

イー・アル ・カ ンフー(コナミ )

Yie Ar Iくung-Fu(1くonami)ー・…・・・・・・・・ー・・・・・・….. . . . . . . • • • 4 . 37 

アイスクライマー (任天堂)

Ice Climber (Nintendo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.36

チャンピオン・ベースボールパート II(アルフ ァ電子)

Champion Baseball Part II (Alpha) ・・・・・・・・・・・・.• . . • . . . . . . . 4 . 33 

21 23 

17 

47 

24 

@ 

• The Traditional Japanese Games 

翁窓口ヶーションの設鐙機縫を売上げと人気度力、ら見たうンク付けで、各オへレーターの判断
によるデー?を集計、その平均値を示したもの号数字の意味(j10 :二れ以上ない爆発的屯:人気
と売上げ、 9 :すはちしい人気と売上け、 8 大変いい人気と売上げ、 7 いい人気と禿上(f、
6 まあいい人気と売上け、 5 平均約なもの、4・平旬以下(以下省8a)

評価

(RATING) 



(22) 第三傾郵便物認可ゲームマシン第260号1985年5月15日第三機郵便物認可ゲームマシン第260号1985年5月15日(23) 

英文版業界二ユース

壊家gjj;;:3222;;;;:::::;::;:::::::::25::1 I I 
was sold to Bally Manufacturing Corp. 
of Chicago， while granting the first 
refusal right on video games developed 
by Sega， to Bally. Thus， BaUy Midway 
Mfg. CO. of Chicago， Bally's subsidi-
ary， has been engaged in marketing of 
Sega's products in the North American 
market. In March 1985， the agreement 
expired， giving an opportunity of 

Co.， Ltd. (CSK，“限 "means “Co.， 
Ltd." in Japan) was bought from Gulf 
+ Western Industries， Inc. of New 
York. CSK is specializing in service 
business along with computer soft-
ware. At present， Sega is CSK's sub-
sidiary 70% of whose capital is owned 
by CSK， while the remaining 30% is 
owned by Sega's officers， including 

的
相
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Nakayama， according to an industry 
source. Such being the case， the cur-
rently established Sega En terprises， 
] n c . in the U.S.A. is a“grandchild" 

Jaleco Namco， 
Design 

company ofCSK. 

Its Infringing 

op an aI1-out fight. Jaleco， among 
others， brought an action before the 
Patent Agency， requesting judgement 
that Tehkan's design right is invalid， 
sjnce the very registration of Tehkan's 

design rights involves a procedural 
mistake. Against this appeal demand 
that Tehkan's rights be invalidated， 
Tehkan is ready 10 bring an all-out 
actJon. 

Tehkan's "Raba" cabinet 

Tehkan Ltd. of Tokyo has recently 
revealed that it brought a civil action 
against Namco Ltd. and Jaleco Ltd. of 
Tokyo， on their alleged infringement 
upon Tehkan's design rights， demand-
ing prohibition of the said infringe-
ment and payment of damages. 

More than a year has passed since 
Tehkan vs Namco and Jaleco began to 
dispute concerning the case， but medi-
ation between the parties concerned 
has remained unsuccessful， and at last， 
in January 9， Tehkan brought a case 
before the Tokyo District Court. 

According to Tehkan， the said two 
companies have copied its“Raba" 
type cabinet for video game without 
Tehkan's permission， infringing upon 
its design rights.“Raba" cabinet is 
such that its style is somewhere bet-
ween the upright type and table type. 
Its player can play game on the video 
screen just in front of him， while sit-
ting on the chair. In actually assert ing 
the design rights， Tehkan has delailed 
defjnitions of its size and angle of 
CRT's incline. 

Against such Tehkan's assertion， 
Namco and Jaleco are ready to devel-

Shigeru Yasuda is vice-director of 
the accountants' division of Computer 
Service KK (CSK)， Sega's parent com-
pany， and responsible for North Amer-
ican operalions. He is said 10 be a per-

well-informed of the American 
economy and society 

Isao Ohkawa is president of CSK， 
also serving as chairman of Sega. 
Hayao Nakayama is president of Sega. 
These two persons assumed office as 
directors of the new subsidiary， while 
assuming the present positions. 

son 

On April 23， Sega Enterprises， Ltd. 
of Tokyo officially annoLlnced the 
establishment of its subsidiary， Sega 
Enterprises， Jnc. (U .S.A.). [t also an-
nounced that it will absorb and merge 
ils subsidiary in Japan， Esco Trading 
Co.， Ltd. ofTokyo. Sega has so far ex-
perienced a number of big changes， 
and will now enter a new dimension 
from now on. 

According to Sega， its American 
subsidiary， Sega Enterprises， Inc. 
(U.S.Aよisfully owned by Sega， Ja-
pan， and commenced operation from 
mid-April. As a base of Sega's inter-

establishing Sega's American subsidi-
ary. lncidentally， according to 
ind ustry source， Sega Electronics 
said to be officiaJly dissolved in May. 

In April 1984， Computer Service 
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コンパクト!こ宮ける

At a gencral meeting of stockhold-
held March 29， Sega decided to 

merge its subsidiary Esco Trading Co.， 
Ltd.. take over its credit and obliga-
tions. and dissolve Esco Trading as of 
May 1. Esco Trading is Sega's wholly 
owned subsid iary， and has operated 
for a long period as a distributor of 
coin-operate games. With the current 
decision， it ceases to exist. 

Esco Trading is Japan's first dis-
tributor for coin-operated games estab-
lished in June 1968 by Hayao Naka-
yama. Until thal time， Japan's amuse-
ment business had been led by manu-
facturers who also serve as operator 
and/or distributor. In these circum-
stances， he introduced and established 
the American styled diSlribution sys-
tem. Esco Trading has continued to 
develop under the leadership of presi-
dent Nakayama， and in February 1979 
it became a subsidiary of Sega， and 

Sega Merges 

Its Subsidiary 
Trading Esco 

ers 

Nakayama assumed office as vice-
president of Sega， with Kenjiro Mori 
as president of Esco Trading. ln July 
1983， Nakayama was promoted from 
vice-president to president of Sega. 
Since then， Nakayama and Mori， 

national marketing activities， Sega 
U.S.A. will supply Sega products main-
Iy in the North American markel. In 
fUlure， however， it will launch local 
production. lts capital， $500，000， was 
invested by Sega Japan. Sega U.S.A. is 
expected to achieve more than $10 
million of sales for thc starting year. 

David Rosen was nal1led chairl1lan 
of Sega Enterprises， lnc.， (U.S.A.)， Eu-
gene Lipkin was named president， 
and Sigeru Yasuda， vice-president. 
Addit ionally， lsao Ohkawa and Hayao 
akayama were appointed directors. 

David Rosen is one of the founders of 
Sega Enterprises， Ltd.， and was the 
former chairman. Since January J 984， 
he has act ually not involved in Sega's 
l1lanagement， though rel1laind as one 
of the directors. By assuming office as 
chairman of the U.S. subsidiary， he has 
returned to the management. 

In J 974， Eugene Lipkin left AlIied 
Leisure Ind.， Inc. of Florida， and be-
came vice president markting of Atari， 

lnc. of California in February J 975 . In 
the summer of 1980， he became presi-
dent of Atari's Coin-Op Division， but 
resigned it in December 1980. Then， 
he established By Video Jnc. in the 
vicinity of Atari， assuming office as 
president. This year， he temporarily 
assumed office as president of Exidy 
lnc.， but recently been invited by 
Sega's U .S. subsidiary. Thus， he has 
a long career in the U.S. amusement 
business. 
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respectively representing Sega and 
Esco， have continued 10 cooperate 
with each other. However， since Sega 
also serves as a distributor， it decided 
to merge Esco Trading. 

Once Sega had owned Sega Electro-
nics of CA， U.S.A. (formerly Gremlin 
Industries 1nc.). In the fall of 1983， it 
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